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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　ひび割れた絶ぜつ叫きようが聖堂を震ふるわせた。


　その場に居い合あわせた人々は、知ったことだろう……本物の悲ひ鳴めいというものは、声というよりも音そのものだということを。喉のどから血をしぶかせるような叫さけびは、恐きよう怖ふと苦痛に耐たい久きゆう限界を超こえてしまった精神が放はなつ、破は裂れつ音おんだった。


　絶叫は五つ。けれどたった一度。


　まるで唱しよう和わするかのごとく、寸秒狂わず同時に発せられた叫びは、長々と広間に尾を引き……そしてその凄せい惨さんさを染しみ渡らせようとするかのように、ゆっくりと消えていった。


　代わりに重苦しい静せい寂じやくが広間に横たわる。


　誰だれも動かない。誰も喋しやべらない。事じ態たいに理解が追いついていないのだ。それほどにことは唐とう突とつに起こった。


　何が起こったのか。


　人々の不安げな視線の先には、五つの白い扉とびらがあった。


　内と外を厳げん然ぜんと分け隔へだてる分ぶ厚あつい扉板の向こうは、五つともまったく同じ造つくりの小部屋になっている。他に出口はない。窓もなければ通つう気き孔こうさえもない。扉を閉じてしまえば、文字通りの完全な密室である。


　そんな場所で何が起こるというのか。しかも五部屋まったくの同時に。


　無論、扉の外に身を置く者たちに答えられるはずもない。ただ結果を待って凝ぎよう視しするだけだ。だが、外からは開くことさえできないその扉は、潔けつ癖ぺきを象しよう徴ちようする白さで、人々の物問いたげな視線を跳はね返していた。


　やがて。


　その下か端たん……それぞれの床ゆかと扉の境さかい目めから、ゆっくりと広がり始めたものを見て、人々は息を呑のんだ。


　深しん紅く。


　鮮あざやかさの中に深しん淵えんの暗さを含ふくんだ色しき彩さいが、音もなく硬かたい床の上に広がってゆく。それが血液であると人々が瞬しゆん時じに理解できなかったのは、石造りの床を湿しめらすその液体が、あまりにも多量にすぎたからである。


　いずれの扉から出る血ち潮しおも、一人の人間から絞しぼり出されたとすれば、それは明らかに絶望を意味する量であった。


　死。そのひどく単純で曖あい昧まいな概がい念ねんが人々の脳のう裏りをすぎる。


　そして。


　言こと葉ばもなく人々が見守る中、五枚の扉は開いた。これも申し合わせたように寸秒違たがわず、まったくの同時。それはむしろ不自然というより、何か、たちの悪い冗じよう談だんを想おもわせた。


　暗く狭せまい五つの小部屋が見える。


　そこには一室に一人……計五人の赤い男たちが倒れていた。


　眼。耳。鼻。口。そして全身の毛け穴あな。ありとあらゆるところから垂たれ流す鮮せん血けつが、全身を染そめているのだ。白かった衣い装しようは吸すった血潮によって紅くれないに染め上げられ、ぐっしょりと身体からだに張り付いている。凄惨悲ひ惨さんといった感覚を通り越こして、現実味に欠けた光景であった。


　死んでいても何の不ふ思し議ぎもない。


　だが奇き跡せきのように、彼かれ等らには息があった。


　それどころか……彼等は動いていた。凝視しなければ分からないほどに、ひどく遅ち々ちとした、しかし執しゆう念ねんを感じさせる確実な動きで、彼等は小部屋から這はい出しつつあった。


　少しずつ。少しずつ。少し……


　手足はもう動かないのだろう。肢あしをもがれた虫のように、身を揺すってのたくり、哀かなしいほどのろのろと、床の上をうごめく男たち。


　だが居並ぶ人々は誰一人として動こうとしない。駆かけ寄って助け起こす……そんな、ごく当たり前の考えさえ凍こおりつくほどに、戦せん慄りつは人々の心に深く突き刺さっていた。


　男たちの顔に刻きざまれた表情が、あまりにも凄惨であったが故ゆえに。


　彼等が五つの個室でそれぞれ何を見、何を聞いたのかは分からない。誰も分からない。だが、それを知りたいと思う者もいなかったろう。知れば安らぐ夜を迎むかえることは二度とない……観みる者にそう確信させるに足たるだけの表情であった。触ふれればその恐怖が疫えき病びようのように伝でん染せんしてくるのではないか……そんな馬鹿げた妄もう想そうすら人々の脳裏をよぎる。


　人々が動かず、無情に見守る中……男たちはナメクジのように床の上で身をくねらせ、紅あかい跡あとを長々と残しながら、広間の中央へと進み出た。


　ごぼり……と血の塊かたまりを吐はき出しながらその口が開かれる。


「謹きん……聴ちよう……せよ……」


「おお……謹聴……せ……よ……」


　半なかば白目をむきながらも男たちの喉のどは声を紡つむいだ。あるいは既すでに意識などないのかもしれないが……残った命を声に載のせて絞しぼり出すかのように、男たちは声を発する。一言一言に吐と血けつを伴ともないながら。


「託たく宣せん……は……」


「なされ……た……」


　初めて人々の間にどよめきが走った。


「我われ等らが主なる神……マウゼルの……名において……第五壱いち壱壱……の託宣……を……」


「我等……ここに……示すもの……なり……」


　託宣。神の御み言こと葉ば。


　それは疑う余よ地ちのない絶対の真実であり、人たる身には決して見通せぬ未来を垣かい間ま見せる奇跡だ。それこそが、ここに集まった人々の待ち侘わびたものであった。


　血に染められた御言葉が吐き出される。


「……女児を……」


「……すべし……」


　既にいずこにも焦しよう点てんを結んでいない眼を見開き、殉じゆん教きよう者しやたちは途と切ぎれ途切れに、しかし歌うように語り始めた。五つの口から異い口く同どう音おんに異い様ような、そしてひどく断定的な言葉が流れ出る。


　それは、やはり奇跡の名に相応ふさわしい光景ではあったろう。


　しかし……


「……運命の……」


「……す猛もう毒どく……」


　言葉が積み重なるにつれて人々の表情は凍りついていった。思いもよらなかった内容が人々の心に驚きよう愕がくと困こん惑わく、そして新たな恐きよう怖ふを刻きざみ込み始める。彼等は男たちが何を見たのか、その断片を理解した。


　やがて。


　男たちは最後らしき一語を吐き出すと、そのまま沈ちん黙もくした。


　永遠に、沈黙した。


　死者は最も早はや、何も語らず、残された言葉のみが人々の意識に重く横たわる。


　血を絞り尽つくして半ば干ひからびた五つの死体と、責任の所在さえ失った忌いまわしい言葉を前に、人々はただ狼ろう狽ばいすることしかできなかった。


　……時に大陸暦れき五壱壱壱年。


　後のちにラインヴァン王国王室及およびマウゼル教教会により『禁きん忌き』としてその公開を厳げん重じゆうに禁じられ……半月と経へずして異例の記録改かい竄ざんが行おこなわれることになる、第五壱壱壱回〈聖グレンデルの託宣〉は、こうして終しゆう了りようした。








　森の中を少女は密ひそやかに歩いていた。


　草木さえ眠るかのような、深い夜。頼たよれるのは、梢こずえの間からこぼれ落ちる月光のみ。既すでに長い時間を歩き続けて眼は慣なれてきたとはいえ、いつ木の根や石くれにつまずいて転ころんでもおかしくはない。本ほん来らい、夜の森という場所は、人間が足を踏ふみ入れるべき場所ではないのだ。


　だが、少女は灯あかりさえ点つけずに、ひたすら歩き続ける。何かに見つかるのを恐れるかのように息いき遣づかいさえひそめて、しかし足早に。


　その表情にあるのは不安と焦しよう燥そうだ。早くこの道行きを終わらせたい……そんな胸の内がはっきりと見て取れる。転倒の危険さえなければ、走り出していたろう。


　その腕には、何やら布にくるまれた塊かたまりをしっかりと抱いている。非常に大事なものらしい。腕全体は柔やわらかくその中身を保ほ持じしているが、布の端をつかむ手には、指が白くなるほどの力がこもっていた。


　やがて。


　唐とう突とつに草木の壁かべが途と切ぎれ、視界が開ける。


　草木の香かおりに混じる清せい涼りような水の匂におい。少女は小さな泉いずみへとたどり着いた。


　月光が湖面に反射して、辺あたりをぼんやりと照てらしている。幻げん想そう的で美しいともいえる情景だが、少女にそれを鑑かん賞しようする余よ裕ゆうなどなかった。


「……キャロル様」


　少女は祈いのるような声で言った。琥こ珀はく色の瞳ひとみに必死の色をたたえて左右を見まわす。


　どうやら何者かと待ち合わせていたらしいが、泉のほとりには少女の他に人影はない。その幼おさなさの残る顔に張りついた不安の表情が、濃こさを増ます。


「キャロル様っ……キャロルさ……!?」


　思わず、不安を振り払うように連れん呼こしようとしたその口を、背はい後ごから伸のびてきた手がふさぐ。瞬しゆん間かん的てきに恐きよう慌こう状態に陥おちいりかけた少女であったが……


「静かに」


　低く落ち着いた声が命じる。


「…………！」


　同時に、少女の眼前の虚こ空くうが揺れた。


　風景の一部がぐにゃりと歪ゆがみ、しわが寄る。まるで一枚の絵に切れ目を入れて、開いたかのように。やがて歪みは周囲に拡散して消しよう滅めつ、そして……風景の隙すき間まに生じた空間は、細身の女の姿に結けつ像ぞうした。
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　丈たけの長い濃のう紺こんの衣い装しように身を包つつみ、長い銀ぎん髪ぱつを三つ編あみにしている。歳としは二十代半なかばであろうか。観みる者が思わず襟えりを正してしまうような、本物の気品と知性がその表情には宿っている。容よう姿しは若じやつ干かん幼くも見えるが、その落ち着いた物腰は完全に大人おとなのものだ。


　宝ほう玉ぎよくのように赤い瞳が、少女を静かに見み据すえていた。


　少女の口を押さえていた手が離れる。


「キャロル様……」


　つぶやいて少女は背後を振り返る。


　大柄な男が、にっ、と笑って片目をつぶって見せた。


　多機能型硬こう革かく鎧よろいに身を固め、腰に珍しい片刃剣……幅広く兵法に通じる者ならば『太た刀ち』と呼ぶ武器を吊るといういでたちである。


　こちらの歳は三十代前半であろう。黒くろ髪かみ黒眼で、どこか異国の印いん象しようがある顔だち。しかも妙みようにごつくて獰どう猛もうそうな印象がある。夜道ではあまり出会いたくない類たぐいの顔だろう。


　ただ、薄うす闇やみの中でも悪いた戯ずらっ子のように輝かがやく瞳には、それらを補おぎなってあまりある程ほどの愛あい敬きようが感じられたが。


「……ユーマ様」


　少女の身体からだから緊きん張ちようが抜け落ちる。


「ごめんね、クレア。驚おどろかせちゃった？」


　キャロルと呼ばれた女は、意外に子供のような軽い口く調ちようで言うと、少女に歩み寄る。


「は、はい……心しんの臓ぞうが止まるかと」


　まだ動どう悸きのおさまらない胸を押さえながら少女は頷うなずいた。どうやらこの男女は幻げん影えい系の魔法で姿を隠かくしていたらしい。


「ご苦労様」


　女は少女の頭を優やさしくなでると、その腕から布の包みを受け取る。その中身をのぞき込んで、彼女は透明な笑みを見せた。


「……可愛かわいい」


「どれ……」


　ユーマと呼ばれた男も、横から包みの中をのぞき込む。


「おお、本当になあ……名前は？」


「……ありません」


　答える少女の声は沈ちん鬱うつだった。


「そうか」


　男は嘆たん息そくすると森の向こうを……少女がやってきた方角を仰あおぎ見る。梢こずえの彼方かなたに月と、そしてそれに挑いどむかのような鋭するどい輪りん郭かくの巨きよ影えいが、夜空に存在を主張していた。


　森の中からでも樹じゆ木もくの頂いただきを越こえて見ることのできる、巨大な……その桁けた外はずれな威い容ようによって、主あるじの権けん勢せいをそのまま見せつけるかのような建築物。実を言えばこの広大な森ですら、その敷しき地ちの一画を成なす付属物にすぎない。


「後は任まかせて。貴女あなたは早く戻もどった方がいいわ」


　女の言こと葉ばに頷く少女。それを確認すると、男女は静かにその場を離れるべく歩き出す。


　その後ろ姿に向かって少女は言った。


「伝言を……承うけたまわっております」


　二人の足はともに止まったが、振り返ったのは男の方だけだった。女は……まるでその言葉を拒こばむかのように、頑かたくなに前方を見つめている。


「『どうかよろしくお願いします』と」


　答えはない。


　ただ男が無言で頷いただけだ。


　少女は深く頭を下げると、すぐさま踵きびすを返して元来た道を戻り始める。その背中と、そして女の背中を交こう互ごに眺ながめ、男はもう一度嘆息した。


「許せないのか」


「許せないわよ」


　女はつぶやくように答える。


「あんな冷たい子だとは思わなかったわ」


　それは裏切られた者の苦く鳴めいに似にていた。


「彼女には彼女の立場というものがある。一いち概がいに決めつけるのはよせ。そもそも危険を冒おかしてでもこの子を、君に託たくそうとしたのは、彼女がこの子を愛しているからだろう？」


「私なら……」


　女は一いつ瞬しゆん、唇くちびるを嚙かんだ。


「私なら、シャノンやラクウェルが殺されるって知ったら、何もかも投げ出してでも護まもるわ……自分の、この手で」


「誰だれもが君のように強くはない」


「私だって強くはないわよ。貴方あなただって。人間は弱いわよ、情なさけないくらいに、哀かなしいくらいに。でもね、だから……だからこそ」


　後は言葉にならない。


　低く嗚お咽えつする女の肩を抱くと、男は彼女を押して歩き始める。女はなされるがままに歩いていたが……しばらくして、男の肩に甘あまえるような仕し種ぐさで頰ほおを寄せて、言った。


「名前……つけてあげなきゃ」


「そうだな」


　男は首を傾かしげる。同意したはいいが、あまり名前を考えるのは得とく意いではないらしい。


「たくさんの人に好かれる名前がいいわ」


「ううむ……むむむ」


　男は、首を右に左にとひねりながら悩なやんでいる。


「まだどういう名前が変で、どういう名前が普ふ通つうなのか、よく分からないんでなあ」


　そういう男の口調には、微び妙みように異国のものらしき訛なまりがあった。女が少し睨にらみつけるような眼で、男を見つめる。


「そういえば、初めて私の名前を聞いたとき、おもいっきり笑ってくれたわね、貴方」


「悪意はなかったと言ってるだろ。お前だって俺おれの名前を『変』と言ったじゃないか」


「私は子供だったから許されるのよ」


「……どうせ俺は十も歳下のお子様をお手付きにした悪人だよ」


　拗すねたようにそっぽを向く男に笑いかけ、女はつけ加えるように言った。


「今度は二人揃そろって大悪人だけどね」


「それは誘ゆう拐かい犯はんとしてか、それとも……」


　女は苦笑して肩をすくめた。彼女にもよく分からないのだろう。


「まあ、急ぐことはないわ。名前はゆっくり考えましょう。この子の人生はまだ始まったばかりだから」


　そう言って女は布ぬの包づつみの中に……すやすやと眠っている赤ん坊に微笑ほほえみかけた。


　男も満足そうに頷うなずく。


「そうだな」


　二人は歩み去っていく。


　静かに密ひそやかに、しかし断固たる意志がその足取りには見えた。


　常識。地位。名めい誉よ。自みずからの過か去こ。そしてそれらの象しよう徴ちようとして、背はい後ごから彼かれ等らを睥へい睨げいするもの……そういった諸もろ々もろのしがらみと決別する意志が。








　こうして、この不可解な物語は一いつ旦たん幕まくを閉じる。


　断片的で密やかなこれらの出来事が、十四年という歳月を経へて、暴あばき立てられるそのときまで……




　第一章　無む垢くなる日常の終わり







　地平線の辺あたりで太陽が、昼ちゆう夜やの境さかい目めを決めかねて、たゆたっているような時刻……少女は晴せい天てん色の眼を開いた。


「……うにゅう……」


　意味不明の声を出して身を起こす。


　元々、低てい血けつ圧あつ気ぎ味みの姉や兄と違い、自然に目が覚さめる方ではある。夜は早めに寝ていることもあるが、華きや奢しやな身体からだとは裏腹にありあまる活力が、行動を求めているのだろう。そのせいかどうかはしらないが、結けつ構こう食事は量を食べるくせに、太りもしないし身長も小柄な部類に入る。胸と腰は……まあ、これからに期待、である。


　とはいえ……特に用事でもない限り、やはり起き床しようには早めにすぎる時刻である。


　だが少女は眠ねむ気けを振り落とすように勢いきおいよく身を起こし、ベッドから下りる。そのまま真まっ直すぐに、姉のお下がりの小さな鏡きよう台だいに向かうと、すとんと腰を下ろした。


　鏡かがみに映うつるのは、可愛かわいらしい少女の顔だ。


　年とし頃ごろならば十代半なかば。気品を感じさせる可か憐れんな容よう姿しである。黙だまって佇たたずんでいれば、男女問わず観みる者を、思わず抱きしめたくなるような気持ちにさせる……そんな仔こ猫ねこのような愛らしさがあった。


　もっとも、注意深く観れば、その表情や仕し種ぐさには容姿と矛む盾じゆんするような印いん象しようが……野の良ら猫のようにふてぶてしくて、はしっこそうな雰ふん囲い気きが潜ひそんでいることも分かる。


　どちらが本ほん性しようというわけでもなかろう。もとより、人は誰しも両極端な面を併せ持っているものだが、この少女に関してはそれが顕著なのだ。


「うーみゅー……」


　あくび混じりに少女は軽く櫛くしを入れた後、長い金きん髪ぱつを編あみ始めた。


　その手て慣なれた、しかし丁てい寧ねいな手付きを見ていれば、誰だれもが「ああ、女の子だねえ」と微笑ほほえましく思うだろう。だが、続いて彼女が寝巻きから着替えた衣い装しようは、色いろ気けもへったくれもない、茶色の野の良ら着ぎだった。


　ただ本人はそれで満足しているのか、鏡の前で頷うなずいて立ち上がる。


「おっしゃ」


　どこぞのおっさんのような口く調ちようでつぶやくと、活を入れるためか、ぱあん、と両手で顔を叩たたいた。さらに何を思ったか、床ゆかの上に直じかにぺたんと座すわると、いきなり柔じゆう軟なん運動なんぞを始めたりする。


　ただし、その動きに習慣的な滑なめらかさはなく、見よう見まね特有の、もたつきがある。


　腕を伸のばし、脚あしを伸ばし、身体をひねり、全身を大きく伸ばし……


「あいちちちちっ……」


　脚を押さえてうめく。


　……つったらしい。


　慣れない屈くつ伸しん運動でも、しばらく続けているとそれなりに身体が暖あたたまってきたのか、少女は少し頰ほおを上気させて動きを止めた。


「……ふ」


　少し口の端を、痙けい攣れんするように歪ゆがめる。


　本人はちょっと渋しぶく笑ったつもりらしい。


「〈デザート・イーグル〉……今日こそ覚かく悟ごするがいいわ」


　そう言って少女……カスール家の末すえ娘むすめ、パシフィカ・カスールは部へ屋やを後にした。








　ラインヴァン王国の西部……ダストヴィン大陸の西方に位置する王政国家の、さらに西の辺へん境きように、マヌーリンと呼ばれる地方都市がある。


　一応、市し壁へきがあり、王都から任命された領りよう主しゆの館やかたを中心として、行ぎよう政せい庁ちよう区く画かくがあるために、都市の名を冠かんされているが……ありていに言ってしまえば、田舎いなか街まちである。


　周辺地域の地図などを見ると記き載さいがひどくいい加か減げんなのは、領主たるフランキ伯はく爵しやくの測量調査が進んでいないせいだと、公式には批判されているが……その実、深い山だの森だの、いい加減でも一いつ向こうに困こまらないような土地が広がっているからだ。


　何ど処こにでもあるものは必ずあるが、他の都市にないものは、ここにもない。恐らく当のマヌーリンの住人たちに『どんな街か』と尋たずねても、返答に困るだろう。


　強しいて挙あげるならば、領主たるフランキ伯爵が善政を敷しいているので、辺境の街にしてはかなり生活水すい準じゆんが高いという点、そして近きん隣りんに広がる未み踏とう地域に一いつ攫かく千せん金きんを目もく論ろんで出かける自称、冒ぼう険けん者しやたち……要するに山師の集団だったりするが……がよく立ち寄る街という点が、特とく徴ちようといえば特徴だろう。


　さて。


　そのマヌーリンの商しよう店てん街がい区くの端。


　やたらとぞんざいな字で『武ぶ具ぐ全ぜん般ぱん取とり扱あつかい・カスール商店』と彫ほり込まれた看かん板ばんを掲かかげる店があった。適当に書きなぐった文字を鑿のみではなく、他の刃物……短剣か何かを代用して削けずっただけだろう。どう見ても本職の仕事ではない。


　店の顔たる看板がこれなのだから、店主の性格が分かろうというものである。


　煉れん瓦が造づくりで二階建ての建物は、妙に質しつ実じつ剛ごう健けんな印象が強く、これまた飾り気に乏とぼしいが……平屋建て、木造家屋の方が多いマヌーリンの街では、結構目め立だつ。土地の値段などあってないような田舎で、わざわざ二階建ての家を建てる人間は珍めずらしいのだ。


　無論、この建物全体が店舗というわけではなく、倉庫と、そして店主ユーマ・カスールとその三人の子供たちの家も兼かねている。店の裏には、かなり広い庭も設けられており、畑やら小さな池やらが見られる。『可能な限りは自給自足』がユーマ・カスールの信条だそうで、畑では野菜、池では食用魚が育てられ、庭では十数羽の鶏にわとりまで放し飼いになっていた。


　それはともかく。


「んー……」


　……早朝である。


　太陽は地平線の向こうにちょこんと顔を出しているが、そこから流れ出てくる陽光は、まだ寝ぼけたように淡あわい。


　ぼりぼりと頭を搔かきながら一人の青年が店舗の中を見回していた。


　どうやら寝起きらしい。黒い瞳ひとみは眠ねむ気けに焦しよう点てんをぼやかせているし、細ほそ紐ひもで束たばねた女のように長い黒くろ髪かみも、どことなく乱れて見える。


　よく見れば、鼻筋のすっきりした、端たん正せいな顔だちをしているのだが……寝起きの時に限らず、いつも不ふ機き嫌げんそうに細めている黒眼や、年寄りじみた物腰のせいか、彼は妙にくたびれて見える。先月、二十歳になったばかりだが、精せい悍かんさや爽さわやかさよりも、人生に疲れたような雰囲気が、良くも悪くも似合っている青年であった。


　苦労人なのかもしれない。


　青年は、ゆったりした蒼あおい寝ね間ま着きの襟えりを直しながら、薄暗い店内を歩く。


「パシフィカー……おーい」


　看板には武具全般などと記しるされているが、その実、店内には狩しゆ猟りよう用具やら大だい工く道具、雑貨、挙あげ句の果はてには自給自足の余あまり物か、野菜を置いた棚たなまである。


　その上にはどうやら冒険者たちの情報交換用らしき伝言板があり、『急募！　仲間求む』だの『バルメ遺い跡せき最新情報』だの『秘ひ宝ほうの地図売ります』だの……切実なものから怪あやしげなものまで、色々な内容の紙片が貼はりつけてあった。


　手広いのか節せつ操そうがないのか……とにかく看板にこだわらずに扱えるものは何でも扱う、といった姿し勢せいが如によ実じつに表れている店内である。


　もっとも、並べられた野菜はいずれもしなびているし、掲けい示じ板ばんの紙片も、一番新しい日付は十日以上前のものだ。そして何より店内に淀よどんだ空気が、ここ何日か、このカスール商店が営業していないことを物語っていた。


　それどころではないのだろう。


「パシフィカー……」


　青年……カスール家長男であるシャノン・カスールは、いかにも面めん倒どうくさそうな声こわ音ねで妹の名前を呼んだ。


　だからというわけでもなかろうが、返事はない。


　音のない店内で、独ひとりシャノンはため息をつく。そしてふと思い出したような仕し種ぐさで、戸棚などの物もの陰かげや、勘かん定じよう台だいの下などをのぞき込んだ。続いて、店の端に置いてある荷箱やら荷に袋ぶくろやらを次々と開いては、中をあらためたりする。


「うーむ……」


　妹を探さがしているというよりも、檻おりから逃げた珍ちん獣じゆうでも探しているかのような風ふ情ぜいである。


「……いないな」


　引き出しを適当に開け閉めしながらシャノンはつぶやいた。


「……いくらなんでも、引き出しの中にはいないと思うけど」


　漂ただよってきた声に振り返ると、店の奥の階段から薄うす紅べに色の寝ね間ま着きをまとった娘むすめが降りてくるところであった。


「庭じゃないかしら」


　シャノンと非常によく似にた容よう姿しに、明らかに異ことなる雰囲気を帯おびたその姿は、彼の双ふた子ごの姉、ラクウェルのものである。


　大きな童女という言葉が最も適切に彼女を表しているだろう。


　顔かお立だちも背せ格かつ好こうも男女の違いこそあれ、シャノンと似ている……似ているのだが、こちらは、ただ見ているだけで根こん拠きよのない幸福感がじわじわと伝染してきそうな雰ふん囲い気きがある。


　寝間着の胸むな元もとに描かれた猫ねこの絵といい、ふわふわの白毛の球がてっぺんについた就寝帽ナイトキヤツプといい、本当に二十歳かと疑いたくなる格好だが……これで違い和わ感かんがないのだから不ふ思し議ぎといえば不思議である。「頭の中身と釣つり合ってるからじゃないか？」……とは、シャノンの弁。


　整ととのった顔だちも、日ひ溜だまりで寝こける猫のように、ふにゃふにゃと緩ゆるんでいるが、彼女の場合は別に起き抜けだからというわけではなく、四六時中この調子である。


「庭？……こんな早くにか？」


「最近……負けがこんでるから……」


「ああ……またあいつ……〈デザート・イーグル〉と闘たたかってるのか」


　二人してあくびを嚙かみ殺しながら言こと葉ばを交かわす。朝が弱いという体質的な部分が同じなのは、やはり双子だからだろう。


「あいつも懲こりん奴やつだな……まあとにかく、呼んでくるよ」


「気をつけてねえ……」


　ゆらゆらと海草のように手を振るラクウェルに見送られて、シャノンは裏庭へと出た。








　生きるためには闘わねばならない。


　いかなる命とて、他者を糧かてとした上に、その生を享きよう受じゆできる。例外はない。それは生きている以上は背せ負おわねばならない罪つみである。それから逃のがれる術すべはない。認めるか、目を背そむけるかの違いがあるだけだ。


　必要以上の利権を求めての争いは確かに虚むなしいが、闘いそのものを盲もう目もく的に忌き避ひするのは、物事の一面しか見ていない愚おろか者の論理だ。闘わざる者食うべからず。生きることそのものが既すでに戦せん闘とうなのだから。


　……とゆーわけで。


　父親譲ゆずりの理論武装を完成したパシフィカは、今……裏庭の一画で全ぜん身しん全ぜん霊れいをこめ、敵と相あい対たいしていた。


　足を自然に開いて安定を確保、小柄な身体からだをすこし丸め気味にして、半はん身みに構かまえる。両手はいつでも攻撃防ぼう御ぎよ、双そう方ほうに移れるよう、胸元へ。その姿は、獲え物ものに飛び掛かろうとする猫によく似ていた。


　体調は万ばん全ぜん。


　そして。


　……我わが胸きよう中ちゆうに一片の曇くもりもなし！


　心の中で拳こぶしを握にぎりしめてそう唱となえると、パシフィカはその蒼あおい眼でじっとその敵を見つめる。実力伯はく仲ちゆうの敵同士、たとえわずかな躊ちゆう躇ちよであろうとも、その身に残した方が敗北する。当たり前のことだ。


　やはり敵にも彼女の熱い気き迫はくが感じられるのか、迂う闊かつな動きは見せない。だが一見すれば虚うつろにも見えるその眼に、殺気という名の静かな決意を秘めて、パシフィカを睨にらみ据すえている。


　闘いは早くも……というか、のっけから膠こう着ちやく状態である。


　……勝負は一いつ瞬しゆんで決まるわ。


　パシフィカは思う。これまでもそうだった。


　……先に動いた方が負ける。


　膚はだを刺す寒気にもかかわらず、頰ほおを滑すべり落ちる汗あせを意識しながらパシフィカは思った。


　大たい抵ていはパシフィカの方が焦じれて動き出したところを、相手に『後の先』をとられて手痛い攻撃を食らうのだ。敵は彼女の攻撃を知り尽つくしている。不用意な攻撃は愚ぐの骨こつ頂ちよう。通算七回の連続敗北という苦く渋じゆうをなめて、さしものパシフィカも待ちの戦法を覚おぼえた。


　とはいえ……


　普段より野や外がいに暮くらし、その身を鍛きたえられている敵と、夜はぬくぬくとベッドで眠っているパシフィカと……持じ久きゆう戦せんになればどちらが不利かは、いうまでもない。


「うぬ……」


　彼女はうめいた。微び風ふうとはいえ、頰をなで行く冬の風が体温を奪うばってゆく。このままではいけない。何かきっかけがあれば……


　そのとき。


「おーい。パシフィカー」


　眠そうな兄の声が響ひびく。


　それが氷のような緊きん張ちようを砕くだいた。


「ほああああああああああーっ!!」


「けええええええええええーっ!!」


　裂れつ帛ぱくの気合と鋭するどい奇声が交こう錯さくする。


　彼女の秘ひ拳けん〈ジェノサイド・ハリケーン・スペシャル・ザ・セカンド〉……どこがどーゆー風に『ジェノサイド』で『ハリケーン』で『スペシャル』で『セカンド』なのかは、編あみ出した本人にも謎なぞだったりするが……と、敵の鋭い飛び蹴げり。双方ともに一撃必ひつ殺さつを目もく論ろんで繰くり出された技わざが炸さく裂れつした。


　その結果……


　一瞬前までと位置を入れ替え、技を放はなった姿し勢せいのまま、互たがいに背中を向け合って静止するパシフィカと敵。


　時さえもが息を潜ひそめて見守る一瞬である。


「うにゅう……」


　その結果……


　ぼて。


　……と倒れたのはパシフィカの方であった。


　悔くやしげに手元の草を握りしめ、身をよじる。その頰には敵の一撃が紅あかくくっきりと、敗北者の烙らく印いんとして刻きざまれていた。
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「ま、負けた……」


「ご苦労」


　いつの間に歩み寄ったのか、すぐ側そばで、腕を組みながら面めん倒どうくさそうに言う兄の顔を、パシフィカは、きっ……と鋭い視線で見あげる。


「おまえはよく闘たたかった」


　どーでもいい、といったような口く調ちようのシャノン。対して叫さけぶようにパシフィカは言い返す。


「敗者に慰なぐさめなどいらないわっ！」


「単に感心してるんだよ、俺は」


　シャノンは地に這はうパシフィカと、彼女を倒した敵を見み比くらべる。


「おまえぐらいだよな、たかがオムレツ一つ食うのに、鶏にわとりと死し闘とうを繰くり広げられるのは」


　嘲あざけるようにけっけっけー、と敵……カスール家の裏庭で放はなし飼がいにされている鶏の一羽〈デザート・イーグル〉が声を上げる。何なに故ゆえ、たかが雌めん鶏どりごときにそういう名前がついているのか……凶悪そうなその眼と、全身から発する狩しゆ猟りよう鳥顔負けの凄すご味みを見れば、誰だれもが納なつ得とくするだろう。


　まあ、毎日毎日、可愛かわいい卵を産うむ側から搔かっ攫さらわれていれば、鶏とて荒すさもうというものだが。


　ちなみにこの〈デザート・イーグル〉、飢うえて襲おそい掛かってくる野の良ら猫ねこや野良犬さえ返り討うち、半殺しの上、再起不能にしてしまう魔ま鳥ちようとしてご近所では評判である。


「そんなにオムレツ食いたいなら、他の鶏の卵で作ればいいだろが」


「おいしいのよっ！　こいつの卵は！　なんかもう、一個食べるだけで、根こん性じようが売るほどつきそうなくらいの、おいしさなのよおっ！」


　悔くやし涙なみださえ浮かべながらパシフィカが喚わめく。


「……まあ、確かにこいつの卵なら、そうなんだろうけどな」


　王者の風格さえ漂ただよわせて再ふたたび卵を暖め始めた〈デザート・イーグル〉を眺ながめながら、シャノンはため息をつく。


「明日あしたこそは負けない！」


　ぐっと拳こぶしを固めて冬の空に誓ちかいを捧ささげるパシフィカ。


「分かった分かった。また明日。今日のところは素す直なおに諦あきらめてこっちを手伝ってくれよ」


　身を屈かがめて妹を引っ張り起こしながら、シャノンは物もの憂うげな口調で言った。


「結けつ構こう手間がかかるんだよ……葬そう式しきの準備ってのは」








　葬儀はつつがなく行おこなわれた。


「変わった葬式だねえ」


　誰だれかのつぶやきが、吹いてきた風に載のって届とどく。


　参列者たちの目の前に木材で組まれた櫓ろが炎ほのおに包つつまれた。ただそれだけだ。儀ぎ式しきというにはあまりにも単純で、そこにはいかなる宗教の色も感じられない。聖職者の祈いのりも弔ちよう辞じの朗読もなく、ただ、燃え盛さかる炎が天に届けと言わんばかりに伸のび上がり、蛍ほたる火びのように微び細さいな赤い光こう芒ぼうを散らす。


　熱く熱く紅あかく紅く。触ふれるものを焼き、風を巻き上げ、激しくその存在を主張しながら……しかし炎はやがて消えるのが定さだめ。それを命のあり様に重ねて儚はかないと思うのは感かん傷しよう的にすぎるだろうか……そんなことを考えながら、シャノンは黙だまって父の亡なき骸がらが燃えてゆくのを眺めていた。


　これが故人の生前よりの希望だった。


　普ふ通つうは、ラインヴァン王国の国教たるマウゼル教の儀式作さ法ほうにのっとって、葬儀を進めるものだが、故人はそれを望まなかったのだ。理由は誰も知らない。知る必要もない。残されたシャノンたちはただ、最後の親おや孝こう行こうを行うのみだ。


「パシフィカ」


「ん……何？」


　炎を見つめたまま呼びかけてくるシャノンを、着き慣なれない喪も服ふくに身を包つつんだパシフィカは振り返った。


「……泣いてもいいんだぞ」


「父さん、そういう湿しめっぽいの嫌きらいだって言ってたじゃない。大だい丈じよう夫ぶだよ」


　……もう十分泣いたから。


　その言葉をパシフィカは喉のどの奥で止めた。シャノンもラクウェルも、わざわざ言わなくとも承しよう知ちしているだろう。


「でもなんか……」


　パシフィカはつぶやくように言った。


「不ふ思し議ぎな感じだね」


　確かに猛たけ々だけしい筈はずの炎の紅が、むしろ優やさしく揺らめいているように見える。死者を包み、灰となし、煙けむりとなし、大地に、大気に散らせてゆく。喜びも悲しみも怒いかりも、積み重ねてきた全すべては散さん逸いつし、人は世界に還かえる。


　それで終わり。


　故人の故こ郷きようの風習らしいが、質素といえばこれほど質素な葬儀もあるまい。


　ただ……参列者の数によって、故人が生前どれだけ愛されてきたかを計はかれるとするならば、シャノンたちの父親ユーマ・カスールほど、広く愛された人間も珍めずらしいだろう。特に葬儀の通知を出したわけでもないのだが、街まちの共同広場には多くの人々が集まっていた。


　近所の人々や、たまたま近くに来ていた顔馴な染じみの冒険者、巡じゆん回かい商人たちの姿も見える。シャノンたちでさえ少々意外に思った数であり、顔ぶれであった。


　だが極きわめつけは……


「領りよう主しゆ様じゃないか、あれ？」


　参列者の一人が発したその言葉に、シャノンたちが振り向く。


　従者らしき黒服の女を一人連れ、広場の端に佇たたずんでいる人物がいた。


　初老の……恐らくそろそろ五十に手が届とどくであろう年齢の男性である。


　かなり厳いかめしい顔つきで、怒おこっている表情は容よう易いに想像できるが、笑っている表情となるとちょっと想像し難がたい……そんな雰ふん囲い気きがある。それを威い厳げんと呼ぶ者もいるのだろう。故意に身につけたものだとしたら、貴族というのも結けつ構こう、気苦労の多い商売なのだろう……ふと、そんな不ふ遜そんなことをシャノンは考えたりした。権けん威いというものをついつい斜ななめから見るのは、父譲ゆずりの癖くせだ。


　中肉中背の身に帯おびているのは、供ともの者と同様に黒一色の喪服だが、その身分が卑いやしからぬことは一見して分かる。華はなやかさ優ゆう雅がさというものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身にまとえるものではないが、一度身体からだに染しみ込んでしまうと、衣い装しようを変えたところで払ふつ拭しよくされてしまうようなものでもない。


　街の公式行事などで、シャノンたちも何度かその顔は見たことがある。マヌーリンの領主であるルイギス・フランキ伯はく爵しやくである。


　どちらからともなく、シャノンとラクウェルは顔を見合わせた。


　外見に似に合あわず……といって良いのかどうかはともかく……領民想おもいの名めい君くんで通っているフランキ伯爵ではあるが、さすがに庶しよ民みんの葬儀に一々自みずから足を運ぶなどということはない。少なくともシャノンたちは聞いたことがない。


　困こん惑わくするシャノンたちと、そしてパシフィカの元に、その初老の貴族はゆっくりと歩み寄った。従者らしき女性も、音もなくその側そばに寄り添そう。


「…………」


　シャノンの眼が細まった。


　貴族の外出ともなれば、普通は護ご衛えいを兼かねた屈くつ強きような男を、複数名連れて歩くものだが……伯爵に随ずい行こうするその女性は、小柄で見るからに華きや奢しやな体つきをしている。一見するととても護衛役など務つとまりそうにない。


　年齢は今ひとつはっきりとしないが、恐らく二十代半なかばだろう。やや癖の強い亜あ麻ま色いろの髪かみは少年のように短くまとめてある。理知的な印いん象しようの美人ではあるが、浮かべる表情には、どこか褪さめ切ったような硬かたさと冷たさがある……その裏に本心を隠かくし込む術すべを覚おぼえた者の、仮か面めんじみた雰囲気が。


　無論、それだけの女でもあるまい。


　シャノンは、彼女の肩が歩いている間もほとんど揺れていなかったことに気づいていた。まるで何かに乗って滑すべってくるような上半身の安定感は、歩法と呼ばれる身体運用法を身につけた者の歩き方だ。少なくともこの女性に、ある種の体術の心こころ得えがあるのは間ま違ちがいない。


「ユーマ・カスール氏の遺い族ぞくの方ですね？」


　女が社しや交こう辞じ令れいの微笑を浮かべて尋たずねてくる。不ふ愉ゆ快かいと感じるほどではないが、特に親しみも湧わかない笑顔である。灰色の眼が笑っていないからだろう。


「既すでにご存知でしょうが、こちらはこのマヌーリンの領主、ルイギス・フランキ伯爵様であらせられます」


「……ああ、よいよい。今日は一応、お忍びだからな。堅かた苦くるしい挨あい拶さつはいらん」


　地に膝ひざをついて貴族への礼を示そうとしたシャノンたちに、軽く手を振って言うと、フランキ伯爵は曖あい昧まいに笑った。


　黙だまって立っていると滅めつ多たやたらに厳いかめしいが、笑うと途と端たんに、人ひと懐なつっこさが表情に出てくる。やはりこういう部分は、住民に親しまれる名君ならではだろう。


「君らの父上とは、少しばかり個人的な付き合いもあったのでな。こうして顔を出したにすぎん。今は領主というより、ただのおっさんだ」


「ありがとうございます。父もさぞかし喜んでいることでしょう」


　こちらも儀ぎ礼れい的な感かん謝しやの言葉を返しながら、シャノンは内心首を傾かしげていた。パシフィカに至いたっては眼をむいている。一いつ介かいの武具商人たる父が、領主と個人的な親交があったとは初耳だったのだ。


　ラクウェルは、いつものようにとろんとした表情のままだが……まあ彼女の場合は『実はお月様はチーズでできているのだよ』と教えても『あらそうなの』の一言で片づけてしまいそうな性格であるから、多少のことを言われても特に驚おどろきを示したりはしない。


「で……これからどうするのだ？」


　世せ間けん話ばなしの口調で伯爵が尋ねてくる。


「とりあえずは、三人で身の振り方などを相談しようかと。私が父の跡あとを継つぐことになるとは思いますが」


「そうか……そうだな」


　何か考え込むようにフランキ伯爵は小さく頷うなずいていたが……ふと顔をあげて三人を見回した。


「遺ゆい言ごんの類たぐいは、なかったのか？」


「は？　父は事故でなくなったと……」


　シャノンたちは父の死に際ぎわを見取ったわけではないが、確かにそう市壁警護隊シテイ・ガードから聞いている。


「うむ。だがまあ、よくよく気の回る男だったのでな。妻つまにも先立たれ、万一、自分まで逝いってしまっては、残された子供たちが不ふ憫びんと、何か一いつ筆ぴつ書き残していたのではないかと思ったのだが。いや、それは私が気にするものではないだろうが、中に私への伝言でも入っていれば、教えてほしいと……」


　シャノンたちが首を傾げるのを見て、さらに何か言い繕つくろおうとする伯爵。そんな彼の前に、言葉そのものを強ごう引いんに身体からだで遮さえぎるようにして、従者の女性が出る。


「お館やかた様……お時間でございます。ご政務にお戻もどりくださいませ」


「もうそんな時間か？　そうだな、うむ。では私はこれで失礼する」


　そして呆あつ気けに取られるシャノンたちに背を向けると、フランキ伯爵とその従者は、さっさとその場から立ち去ってしまった。


　その背中に声をかけようとして……そしてシャノンは思いとどまった。相手は領主だ。その不可解な言動を問い質ただすだけの権利も彼にはないし、また立場でもない。


　だが……


「……なんか、変」


　パシフィカのつぶやきは、シャノンたちの心中も代弁していた。








　人は人に紛まぎれる。


　木を隠かくすには森の中。人を隠すには人込みの中。単純で使い古された、しかしそれだけに真実味がある考え方である。突とつ飛ぴなだけの考えは使い古される前に消えるものだ。


　だから……


「あれ……領主様ですよねえ？」


　不意に尋ねられて葬そう儀ぎの参列者の一人、大だい工くのウエッソンは振り向いた。


　大柄な……それも主おもに横よこ幅はばが……中年の男が、切れ込みのような細い黒眼で領主の後ろ姿を眺ながめている。


　艶つやのない赤毛を長く伸ばし、後ろ向きに整せい髪はつ油ゆで撫なでつけている。本人は洒落しやれ者ものを気取っているつもりなのかもしれないが、薄汚れた深緑の衣い装しようや、時折、唇くちびるを湿しめらすようになめる舌したの動き、脂あぶらぎったその頰ほおとともに、むしろその髪型は不ふ潔けつ感を強調してしまっていた。


　冬場でも、一目見ただけでこっちが暑苦しくなりそうな男である。


　見ない顔だが、冒ぼう険けん者しやの中ちゆう継けい基き地ちとしてよく利用されるマヌーリンでは、よそ者はあまり珍めずらしくない。元々大おお雑ざつ把ぱな性格もあって、ウエッソンもさして気にせず、応じた。


「そうみたいだな。カスールの親おや父じも領主様に見送ってもらえるなんて、大したもんだ」


「お亡なくなりになったカスールさんてのは、そんなに大たい層そうなご身分だったんですかね？」


「いやあ、ただの武具屋の親父だと思うがね。冒険者にはよく慕したわれてたなあ。まあ、この街に来る前に、何ど処こで何してたかは知らんし、自分のことはあまり話したがらない人だったのは確かだけどな」


　ウエッソンは首を傾げて記憶を探さぐる。


「ちょっと変わり者だったが、変人っていうならうちの領主様もちょっと奇き抜ばつなところがあるし。何かご縁えんでもあったのかもなあ」


「なるほど、なるほど」


　太った男は小さく何度か頷うなずく。それは世間話というよりも、何かの調査内容を確認しているような、そんな仕し種ぐさだった。


「あんた、カスールさんとは……？」


「いや、以前仕事の関係で少しご縁があったもんで。ちょっと気になりましてね」


　ウエッソンに礼を言うと、男はその場を離れる。参列者の塊かたまりから外はずれて歩き出すその口元に、薄い笑いが浮かび始めたのは、しばらくしてからであった。


「なるほどね……やはりこれは一つ、領主の方もつついてみるのがいいかもしれないですねえ」


　人は人に紛まぎれる。


　だから……他者の眼を欺あざむこうとする者は、むしろ人の群むれの中に身を潜ひそめる。知られたくない過か去こ、あるいは知られてはいけない現在、そういったものを背せ負おう者たちは。


「あのお嬢じようちゃんを片づけるのは、もう難むずかしくないですが、何しろこっちは、七人も殺やられましたし……もうちょっと美お味いしい話でもないと、割が合わないですものねえ」


　例たとえば、職エ業リ的ミ殺ネ人ー者タのように。


　暗く冷たい世界の住人たちは、案外、平へい凡ぼんな日常のすぐ隣となりを、素そ知しらぬ顔をして歩いている。それを多くの人間は知らない。知っていても、実感できない。


「さてさて。〈コンヴィクト〉の首しゆ尾びは、どうでしょうか？」


　そうつぶやきながら、濃のう緑りよくの外がい套とうに包つつまれた肥ひ満まん気味の身体を揺すって、男は葬儀の場から立ち去って行った。








　結局……おおよそ半日をかけてユーマ・カスールの亡なき骸がらは火か葬そうにふされ、夕暮ぐれの太陽にその紅あかさを譲ゆずるようにして、炎ほのおは消しよう滅めつした。


　参列者たちも口々にお悔くやみの言葉を三人にかけ、去ってゆく。これからは遺い族ぞくの時間だ。故人の想おもい出を語って慰なぐさめあうのは遺のこされた者たちの特権である。


　しかし……








　軽く弦げんを爪つま弾びく。


　音は、部へ屋やに満ちている水のような静せい寂じやくの上に滴したたり落ち……そして色水の一ひと滴しずくが拡散してゆくように、ゆっくりと消えていった。


　さして広くない部屋なのだが、やたらと物があふれているラクウェルと違い、装そう飾しよく品ひんの類たぐいも家具もあまり置かない主義のシャノンの部屋は殺さつ風ぷう景けいで、部屋の主あるじたるシャノンにさえ、妙みように寒々しく見えるときがある。


　ちなみにラクウェルの部屋は、小物雑貨と書しよ籍せきを中心として、ものがあふれかえっている。整せい理り整せい頓とんはきちんとしているようだが、寝ている間に大きな地じ震しんでも起これば、倒れた大型の書しよ棚だなや戸棚が彼女を押しつぶすことは間違いなかろう。


　それはともかく……


「……だめだな、これは」


　特に調ちよう律りつもしていなかったので、かなり音が歪ゆがんでいる。シャノンはケースから調音用の音おん叉さを取り出し、その音質を確かめるようにして、こんこんと叩たたいた。本格的で厳げん密みつなものは無理だが、簡かん単たんな調律なら死んだ母に習ならっている。


　これに触ふれるのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。


　母に習ったのをきっかけに、一時期、歌を歌ったり楽器を扱あつかうのに夢中になっていた時期がシャノンにはある。これで食べていけたらと思っていた頃ころもあった……などと思い返しながら、シャノンは自分の思考の年寄り臭くささに、独ひとり苦笑を浮かべた。


　ここ数年は父親に課せられた剣術修しゆ行ぎようのせいで、ろくに時間がとれなかったのだ。執しつ拗ようとも言えるようなその修練に、シャノンは疑問を持ったが、父は明確にその目的を語りはしなかった。彼自身、強くなりたいという欲求があったこと、剣術そのものが嫌きらいでなかったことから、特に父との間に意見の不一致は起きなかったが……


「……二度と聞けないとなると、かえって気になるもんだ」


　などと呟つぶやきながらもう一度弦を弾はじいてみる。


　正しよう直じき、古びたリュートなど引っ張り出してきて遊んでいる場合ではない。葬儀が終わって、中ちゆう途と半はん端ぱに暇ひまな時間ができたのは確かだが、ラクウェルなどは早々にパシフィカと手分けして、父の遺い品ひんの整理を始めている。


「とはいえ……」


　無論、整理整頓が下へ手たなシャノンが手伝うと余よ計けいにややこしくなるという理由もあるが……彼が姉や妹を手伝わずにいるのは、もう少し感かん傷しよう的な理由からだった。


　故人の遺品を整理して、家の中に残る気け配はいまで想い出という棺ひつぎに閉じ込めてしまうのは、父をこの家から追い出すような行こう為いに思えたのだ。


「女は現実的だよな」


　……その意見に異い議ぎを唱となえるように、部屋の扉とびらが叩かれた。


「入るわよ」


　整理作業の邪じや魔まにならないよう、服の袖そでをまくり、長い黒髪を束たばねて左肩に引っかけた姿のラクウェルが、扉を開けて入ってくる。


「こういうものが見つかったんだけど……」


　ラクウェルは一枚の封ふう筒とうを懐ふところから取り出した。飾かざり気けも何もない、ただ紙を折って糊のり付づけしただけの、質素な代しろ物ものだ。


　だが、それだけでシャノンの脳のう裏りには閃ひらめくものがあった。


「遺ゆい言ごん？」


「ええ……」


　頷うなずいてラクウェルは封筒を彼に手渡した。既すでに彼女は読んだらしく、端はしは切り開かれている。シャノンは眉まゆをひそめてその中の紙片を取り出した。


　遺言。まだ働き盛ざかりの普ふ通つうの人間が、そうそう書いておくものではなかろう。その存在は、父が自分の死期をある程度悟さとっていたか、いつ死んでもおかしくない状態にあったことを示している。


「本当にあったのか」


　シャノンは伯はく爵しやくの不自然な言動を思い出しながら言った。


「そういえばラクウェル……親おや父じの背中、見たか？」


「ええ」


　ラクウェルは小さく頷く。


「……刃物傷があったわね」


　注意していなければ見落としてしまいそうな傷ではあったが、確かに彼の背中の右脇わき腹ばら辺あたりに小さな刃物傷があった。


　シャノンは本格的な戦せん闘とう剣術を、ラクウェルは護ご身しん用の短剣術を父に仕込まれている。その過程には刃物傷の治ち療りように関する知識も含ふくまれていて、二人とも、傷口を見ればそれが単なる裂れつ傷しようか、刃物で切られた痕あとかは見分けがつく。


「何が事故だ。フランキ伯爵の奴やつ、何か隠かくしてやがるな」


　街まちの外で倒れていたユーマの亡なき骸がらを発見したのは、市壁警護隊である。民間の自警団が治ち安あんを預あずかる街も多いが、マヌーリンでは人数こそ少ないが、フランキ伯爵が組そ織しきした専門の衛えい士し隊たいが、街とその市し壁へき周辺の地域を巡じゆん回かい警けい護ごしている。


　つまり……ユーマの死に関して何か発見があったとしても、フランキ伯爵はその報告を握にぎり潰つぶせる立場にいるのだ。


「まったく何がどうなってるんだか」


　そう言いながらシャノンは紙片を開く。


　そこには見み覚おぼえのある父の字がびっしりと並んでいた。


　まず始めに……


『ラクウェルよ、シャノンよ、私は死に際してお前たちに一つの使命を託たくす。重大な使命だ』


「……使命？」


　眉をひそめるシャノン。


『お前たちはこの日のために私と母さんが、あーんなことやこーんなことや、あまつさえ、あなた、それだけは、それだーけーは嫌いや、堪かん忍にんしてっ、キャロル、恥はずかしいっ、ああでもでも、この感覚は何？　ああ、今夜の私、ちょっと大だい胆たん……とゆーよーなことをしちゃった結果、生まれたのだ、うふふふふ』


　思わず食しよく卓たくの上に突っ伏ぷすシャノン。


「父さんはいつも明るい人だったわ」


　潤うるませた目元をそっと白いハンカチで押さえてラクウェルが言う。
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「……そういう問題か？」


　シャノンはため息をついて続きを読み始める。その表情が強こわ張ばるのにさして時間は必要なかった。


　…………


　かつてシャノンたちの父、ユーマ・ナンブ・カスールと、母、キャロル・カスールは十四年前、ある友人から一人の赤ん坊を預かった。


　それがパシフィカであることは、シャノンたちも、そしてパシフィカ自身も知っている。


　幼おさなかったとはいえ、父と母が白い布にくるまれた赤ん坊を連れてきた日のことは……両親が微笑ほほえみながら『今日からこの子は、お前たちの妹になるんだよ』と言って、眼もまだ開いていない乳ち飲のみ子に会わせてくれた日のことは、シャノンもラクウェルもはっきりと覚えている。


　だが。


　その友人が、こともあろうにラインヴァン王国第一王おう妃ひエルマイアであったなどという事実までは彼かれ等らも知らなかった。


　つまりパシフィカは……


「〈廃はい棄き王おう女じよ〉……！」


「……ということになるわね」


　それはラインヴァン王国最大の禁きん忌きであった。


　その噂うわさは誰だれもが知りながら、公式の場では決して口にされることはない。


　十五年前の悪夢。


　既すでに十五年の歳月は、まことしやかに囁ささやかれていた噂の信しん憑ぴよう性せいさえ、風化させてはいる。だが廃位され、亡なき骸がらさえ弔とむらわれることなく遺い棄きされたという姫ひめ君ぎみの伝説……〈廃棄王女〉の一語は、ある種の忌いみ言こと葉ばとして、人々の記憶の片かた隅すみに残っていた。


『ラクウェル、シャノン、私にもしものことがあったときは、パシフィカを護まもってやってくれ。少なくとも、やがて来る『運命の日』、彼女の十六歳の誕たん生じよう日びまで。勝手な話だということは承知している。決して私も死んだ母さんも、良い親とは言えなかったろうが、これが最初で最後の親おや孝こう行こうだと思って、どうか、頼たのむ』


「親おや父じ……」


　ふと『最初で最後の親孝行』の一語で、真夜中に叩たたき起こされて晩ばん酌しやくにつき合わされたときの記憶や、『最初で最後の親孝行』を理由に、妙みような冒険の依い頼らいを代行させられたときのことなどが脳のう裏りに浮かんだが……まあ、それはとりあえず忘れることにした。折せつ角かくの感動に自分で水を差す必要はなかろう。


『追つい伸しん。今のところ王室はパシフィカの存命を知らないが、知れば必ず刺し客かくを送ってくる。そりゃもう、山のよーに送ってくるだろう。マウゼル教教会の連中も暗殺者を送り込んでくるだろう。色々大変だと思うが、まあ、頑がん張ばってくれや。こっちは天国で母さんとよろしくやってるから。わははははは。じゃあな』


「あんのクソ親父いいいいい……」


　再ふたたび食卓に突っ伏ぷしながら、シャノンは紙片を握にぎり締しめた。


「本っ…………………………当に勝手な話だなっ！」


「ああ、父さん……」


　至し極ごく当然、といった様よう子すで、はらはらと感かん涙るいしている双ふた子ごの姉を、冷たい眼でにらみながら──一いつ瞬しゆん、感動できないのは自分の感性の方が歪ゆがんでいるせいではないかと、不安になったが──シャノンはうめくように言葉を続けた。


「事情は分かったが……あのすちゃらか親父、自分が引き受けたんだから、最後まで責任持てよな。子供に多額の借金遺のこすような真ま似ねしやがって。まったく面めん倒どうくさい話……」


　不意の物音がシャノンの言葉を中断した。


　シャノンとラクウェルはそろって食堂の入り口を振り返る。


　壁かべにすがるようにして立つ小柄な人影。


　虚こ空くうに漂ただよう気け配はいを読み取り、壁を隔へだててでも他者の接近を察知できるシャノンが、何な故ぜ気付かなかったのかは、分からない。やはり多少は動どう揺ようしていたのだろうか。


　その右手に小さな紙片が握られている。


　妹の愛らしい顔に浮かぶ曖あい昧まいで複雑な表情──困こん惑わくが一番近いかもしれない──がシャノンたちに全すべてを物語っていた。父は別の遺ゆい言ごんをパシフィカ宛てに書いていたのだ。


　確かに自分が養よう女じよだということはパシフィカも知っている。自分とシャノンたちが血のつながっていない、元々は他人であるということは。


　しかし……


「パシフィカ……」


　いかん、と思いつつも声がかすれる。


　シャノンの呼びかけに引き寄せられるように、ひどくはかなげな足取りで、少女は一歩、前へ出る。


　かけてやるべき言葉が幾いくつもシャノンの脳のう裏りで駆かけ巡めぐり、しかしどれ一つとして残らずに消えた。どんな言葉も現実を消すことはできない。無責任な言葉はむしろ、傷を抉えぐる。


「パシフィカ……」


　できるのは、ただ名を呼ぶのみ。


　そしてそれに応こたえるように少女は言った。


「王女様とお呼びっ！」


　……ちょびっとでも心配した自分を、シャノンが猛もう烈れつに嫌けん悪おしたのは言うまでもない。








　そっと部へ屋やに入る。


　主あるじを失った部屋。十年前と五日前と。


　だが、日々の積み重ねの中で避け得ない多少の変化を除のぞけば、基本的なその佇たたずまいは母が生きていた頃ころのままだ。


　故人を懐なつかしむように、未み練れんをむしろ補ほ強きようするかのように、在ありし日をその内に留とどめる場所。それが遺された者たちの自じ己こ満足にすぎないということを、シャノンは心こころ得えていた。だが、そう簡かん単たんに割り切れないのが人間だということも、分かっている。


　自分とて例外ではない。


「遺い産さん……いや餞せん別べつ代わりにもらうぞ、親父」


　そうつぶやくと、シャノンは部屋の片かた隅すみに置かれた扉とびら付きの棚たなを開いた。中にはきっちりと積まれた籐とう編あみの箱が幾いくつか。


　その色合いと、そしてうっすらと被かぶった埃ほこりから、箱が永ながらく開かれていなかったことが分かる。遺品を整理していたラクウェルも、これにだけは手をつけていなかったようだ。


　箱を開く。中に入っていたのは、鈍にぶい色しき彩さいをもった武具、防具であった。


　儀ぎ式しきめいた丁てい寧ねいさで詰つめ込まれた品の数々が、むしろ持ち主の決意を示していた。


　無論、これらは商品ではない。これらは両親が以前の職を辞じした時に封ふうじた、過か去この断片だ。昨日きのうまでの自分と決別するために封じたそれを、今まで保存しておいたのは、やはり彼かれ等らなりに愛着があったのだろう。何にしても今はそれを未練と笑える立場にはない。


　入っていたのは硬こう革かく鎧よろいとその周辺装そう備び、短刀が数本と鋼こう線せん、格かく闘とう戦せん用に寸すん鉄てつを仕込んだ手て袋ぶくろとブーツ、小物や短刀を腰に吊つるための多機能ベルトなど……


　だが本ほん来らい、鎧と並んで主役たるべき武器……剣や槍やり、戦せん斧ぷの類たぐいはどこにも見当たらなかった。それだけは捨すてたのか、別のところに保管してあるのか、そこまではシャノンにも分からなかった。


「仕方ない。店の在庫の中から程度の良さそうなものを……ん？」


　鎧の部品を一通り床ゆかに並べて、シャノンはその正しよう体たいを知った。


　零ぜろ式多機能型硬革鎧〈ブリガルド〉。


　父の仕事を手伝う関係で一通りの武具防具には通じているシャノンだが、彼でも実物を見るのは初めての代しろ物ものである。ラインヴァン王国軍が、大陸暦れき五壱いち壱〇年に採用し、一部の精せい鋭えいにのみ供きよう与よしたという珍めずらしい鎧だ。外見からは想像もつかないが、非常に凝こった造つくりで、製造に要する時間と費用が一いつ般ぱん兵士用の鎧の十倍以上もかかるため、すぐに採用を取り消されたという。


「……中古品でも新品の鎧が十体は買えるな」


　ついつい武具屋の息子むすこらしい計算をしてから……ふとシャノンは硬革鎧の肩当てに彫ほり込まれた紋もん章しようを見て目を細めた。


「〈天あま駆かける戦いくさ乙女おとめ〉……」


　それは古い古い伝説に語られる戦いくさ神がみ……美しくも猛たけき女め神がみを主題として描かれた図案だ。今はなきラインヴァン王国軍第二外人部隊の紋章である。


　一説には王国最強の精鋭部隊と言われる近この衛え騎き士し団〈アンヴァー・ナイツ〉をもしのいでいたとされ、その勇ゆう猛もうさは伝説となって今なお語られる武人集団。


「〈モータル・ストーム〉……どうりで馬ば鹿かみたいに強いわけだよな」


　ため息じみたつぶやきをシャノンはもらす。


　元々異い国こく人じんである父の過去については、彼自身が尋たずねられるのを好まなかったこともあり、曖あい昧まいなことしか知らなかったのだ。


「母さんが〈ジェイド・サーキット〉の一人だったということは知っていたけれど」


　背はい後ごからの声にシャノンは振り返らずに応じた。気け配はいはとっくの昔につかんでいる。


「俺おれはそっちも初耳だよ。結けつ構こう、凄すごかったんだな、うちの両親」


「二人ともお調子者だったものねえ」


　のんびりとした苦笑を浮かべて部屋に入ると、ラクウェルは別の箱を開く。そちらには緑のローブと、幾いくつかの装そう身しん具ぐ、そして護ご身しん用の短剣などが入っていた。ローブには白い線で描かれた複雑な紋もん様ようが刺し繡しゆうされており、胸の辺あたりには白い飾り文字で『翡ヒ翠スイの法陣』……〈ジェイド・サーキット〉と記しるされている。


　それがラインヴァン王国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の名であることはシャノンも知っている。


　シャノンもラクウェルも、母に魔法の基き礎そは習ならったことがあるのだ。もっとも、シャノンは魔導士としての才能が決定的に欠けつ落らくしていたので、一つとして習しゆう得とくしきれないままに、早々に落ちこぼれてしまったが。


「一応、第九位だったらしいわね」


　王国の魔導士たちの頂点といわれる〈ジェイド・サーキット〉……総勢百余名の中で九番目の位階を与えられるということは、即すなわち、超一流の魔導士であるという証しよう拠こだ。


「なんていうか……遺ゆい言ごん状じようだけじゃいま一つ実感が湧わかなかったんだが、パシフィカが〈廃棄王女〉で、狙ねらわれてるってのも、やっぱり本当なんだろうな」


「噓うそだと思ってたの？」


　驚おどろいたような口く調ちようで言うところを見ると、ラクウェルは最初から信じきっていたらしい。双ふた子ごではあるが、だからといってお互たがいの考えていることが手に取るように分かるというわけではない。あらゆる意味で、自分とは違う別の人間なのだから。


「あのくそ親おや父じの悪質な冗じよう談だんに、何度騙だまされたと思ってるんだ。俺はお前と違って、自分の目で確かめないと信じきれない性格でな」


「それは知ってるけど」


「いきなり『あなたの妹は死んだはずのお姫ひめ様さまで、命を狙われています。護まもってあげてください』って言われて信じられるかよ」


　つい数日前まで、それなりに平へい凡ぼんな……時々厄やつ介かい事ごとに巻き込まれたりはしていたが……日常を送っていたのだ。それがいきなり終わってしまっては、誰だって戸と惑まどう。


「しかし……フランキ伯はく爵しやくはこのことを知ってたんだろうか」


「分からないわ。でもシャノンのいうとおり、何かご存知のようではあるけど」


「行ってみるか」


　シャノンの提案にラクウェルは首を振った。


「いくらフランキ伯爵でも、いきなり訪たずねて行ったって、そう簡単に会ってくださるわけないじゃない。素す直なおにご存知のことを教えてくださるくらいなら、最初から隠かくしたりはなさらないでしょうし」


「誰が訪ねて行くなんて言った？」


　シャノンが薄く笑う。


「押しかけるんだよ、こっそりな」


　とんでもないことを言い出した弟をじっと見つめ……ラクウェルは優やさしく微笑ほほえんだ。


「そういう顔は父さんそっくり」


「やめてくれ、頼たのむから」


　シャノンは長いため息をついた。




　第二章　運命の選せん択たく







　日曜日は休日……という世せ間けん様さまの常識は、このマヌーリンの子供たちにとってはあまり当てはまらない。


「おはよう、パシフィカ」


「うん、おはよ」


　何やら一枚の紙きれを眺ながめながら、曖あい昧まいに返事をするパシフィカ。彼女の座すわっている机つくえには、厚紙で作った小さな名な札ふだが貼はりつけてある。


「どうしたの？　ちょっと元気ないよ？」


　声をかけてきた少女が首を傾かしげてパシフィカの蒼あおい瞳ひとみをのぞき込んでくる。暗あん褐かつ色しよくの長い髪かみと、それを束たばねている白いリボンが、ふわりと揺れた。


　名はミユティエという。ミユティエ・ウエッソン。この日曜学校の同級生たちの中でも、席が隣となりということもあって、一番仲がよい。まあ親友といってもいいだろう。


「んー……そうかな？」


　言いながら、少々慌あわてたような仕し種ぐさで紙片を折りたたむ。


「お父さんのこと？」


「いや、まあ……それに近いけどね」


　マヌーリンの街まちには、日曜だけ開かれる庶しよ民みん向けの学校がある。無論、貴族の子し弟ていなどが通かよう本式の学校に比くらべると程度は著いちじるしく低いが、最低限の教養……読み書きと四し則そく演算程度はちゃんと教えてくれる上に、費用は桁けた二つほど安い。


　同様の施し設せつは他の街にもあるが、特にマヌーリンの学校施設が学費に比して充実しているのは、フランキ伯はく爵しやくがその費用の半分を出しているからだ。


「ミユティさあ、私が実はパシフィカ・カスールじゃないって言ったら、どうする？」


「はあ？」


「いや、だから例たとえば、どっかのお姫ひめ様さまなのよって言い出したら」


　ミユティエは首を傾げて一考し、それからがしっ、とパシフィカの手を握にぎりしめた。


「パシフィカ。お医者様へ行こう！」


「……熱はないの」


「じゃあ、指差して笑う」


「うぬう……友情って何？」


　眉み間けんにしわを寄せてうめくパシフィカ。ミユティエは茶色の瞳で、もう一度パシフィカの顔をのぞき込んだ。


「冗じよう談だんはともかく。何かお父さんからの遺ゆい言ごんでもあったの？」


「そんなとこ」


「でもパシフィカ、元々もらわれっ子だって自分で言ってたじゃないの。今いま更さら何を改あらためて悩なやんでるのよ」


「うーん……」


　パシフィカはかなり早い時期に、自分がカスール夫ふう婦ふの子でないことを知っていた。確かに兄や姉とは顔つきも似にていないし、父にしろ母にしろ金きん髪ぱつ碧へき眼がんではなかった。


　ただしそのことを、パシフィカは特に深くは考えていなかった。そのことをお互たがいに承しよう知ちしてもなお、父や兄、姉、そして随ずい分ぶん昔に亡なくなった母も、これ以上はないというくらいにパシフィカにとっては家族だった。


　自分には別の実の親がいる……と言われても今一つ実感が湧わかなかった。物心ついたときにはもう、父がいて母がいて、シャノンが、ラクウェルが当たり前のように側そばにいたからだ。


　しかし……


「なんていうか、昨日きのう今日と、シャノン兄にいもラクウェル姉ねえも、どっか様よう子すが変なのよね」


「そりゃあ、お父さん死んじゃったわけだし、そろそろ家の商売継つがなくちゃならないから、忙いそがしいだろうし……当然じゃない？」


「そうかもしんないんだけどさ……うーん」


「あー、パシフィカ」


　何かに気付いた様子で、ミユティエがにやりと笑う。


「……なによ」


「構かまってほしいんだー」


「なによ、それ！」


「お兄ちゃんとお姉ちゃんが、ちょっと忙しくて構ってくれないから、寂しいんだ。うんうん。うちのアンディもさ、ちょっと構ってやらなかったら拗すねてさー。うふふ。可愛かわいいー」


　ちなみにアンディというのはミユティエの四つ年下の弟である。


「だ、誰だれがそんなこと……！」


「どもってるどもってる」


「あんたねえ！」


「きゃおーっ、パシフィカに襲おそわれるう！」


　顔面を真っ赤にして立ち上がるパシフィカ。なぜか嬉うれしそうに身をよじって叫さけぶミユティエ。そんな二人を他の同級生たちが面おも白しろそうに眺ながめている。


　まあこの二人が授業前に騒さわぐのは今日に始まったことではないが。


「こらそこ！　パシフィカ、ミユティエ！」


　丁ちよう度どそこへ、担たん任にんの教師が入ってきて授業が始まるという寸すん法ぽうだ。今日も例外ではなかった。


　女教師は掌てのひらでぱんぱんと黒表紙の帳ちよう面めんを叩たたきながら、厳きびしい口く調ちようで言った。


「席につきなさい、授業始めるわよ！」








　日曜の午後。


　見み事ごとに晴れ渡る空と広々と続く道が、のどかな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。少し前までは左右の農作地にそよいでいた麦むぎ穂ほも、既すでに収しゆう穫かくされ、今のこの道には間抜けなくらいに何もない。


　マヌーリンの街まちを縦たて横よこに区切る七本の大通りの二番目……このハーリントン通りをずっと北へと歩いてゆくと、小さな丘に出る。


　本ほん来らい、この丘は領りよう主しゆフランキ伯はく爵しやくの私有地で、公おおやけには立ち入り禁止になっている筈はずである。だが、特に柵さくが設もうけられているでもなければ、衛えい兵へいもいないため、よく地元の子供たちや老人たちが、日向ひなたぼっこや散歩がてらにやってくる。


　さすがに冬場になるとその数もぐっと減へるのだが、それでも物好きな大人おとなや、寒さをものともしない子供たちの姿はちらほらと見うけられた。


　そして……


「普通、忍び込むっていったら、夜中と相場が決まってるんだがなあ」


　ぶつぶつと文もん句くを言いながらシャノンは歩く。


「なんていうか、こういうのって美学に反するよな」


「しょうがないでしょう」


　のんびりと散歩しているような口調のラクウェルの声が漂ただよってくるが、その姿は見えない。無論、それはシャノン自身も同じなのだが。


「私たちが二人とも出払っちゃったら、パシフィカが一人になってしまうもの。家に一人で置いておくのは心配だし……その点、日曜学校の中なら、知らない人は入ってこないし、人目もあるから……」


「いや、それは聞いたが。こういうものはなんていうか……もっとそれらしさというか、浪ロ漫マンというか……」


「いいじゃない……楽だし。面めん倒どうくさいの嫌きらいでしょう？」


「そりゃそうだが」


　それでも不満そうに言うシャノンのいる辺あたりを、偶ぐう然ぜん通り掛かった子供がぎょっとして眺ながめる。もっとも眺めるといっても、そもそも彼の眼には、無意味にだだっ広いだけの、平へい凡ぼんな道の光景が見えているだけだろうが。


「しかしなあ……」


　軍用魔法の一つに〈幻城ウートガルザ〉という幻げん影えい系の魔法がある。


　主おもに敵地への潜せん入にゆう、待ち伏ぶせ工作などに使われる魔法で、今、シャノンたちの姿を見えなくしているのもその魔法の効果である。


　要するに前後左右に幻影を作って自分の姿の上に重ねるのだ。今、シャノンたちは周囲の風景に自分を溶とけ込ませている。これがもっとも基本的な〈幻城ウートガルザ〉だが、魔ま導どう式しきを追加し調整すれば、別人の姿になりすますことも可能である。


　もっともこの魔法、あまり強力にかけるとかけられた本人も、光を曲げる幻まぼろしの壁かべに遮さえぎられて周囲が見えなくなる。このため、通常はぼんやりと周囲の光が幻の壁を透とう過かしてくる程度に設定してある。


　硝子ガラス窓まどが、角度や周囲の明暗差によって鏡かがみに見える現げん象しようと原理は同じだ。ゆえに特定方向から強力な光を浴あびたり、ちょっとした明暗差のある場所を通過すると、途と端たんに幻の一部が綻ほころびてしまうという欠点もある。


　とはいえ、注意して使っている分には姿を見とがめられずに堂々と……と言っていいのかどうか……伯爵邸ていにも侵しん入にゆうできる。


「なんかこう……間抜けな感じがするんだよな。緊きん張ちよう感がないと何か重要なことを見落としそうで」


「シャノンは心しん配ぱい性しようだから」


「ラクウェルは楽天家だからな。しかし双ふた子ごだってのに、どうしてこう差がでるもんかね。丁ちよう度ど、折せつ半ぱんして生まれてくればいいのにな」


「そんなの、つまらないじゃない」


　至し極ごく当然、といった口調でラクウェルが言う。普段は童どう女じよのような言動の多いラクウェルだが、時折、妙みように年寄りじみた台詞せりふを……まるで人生を悟さとりきったような台詞を言うことがある。


「全然違う人間だから、一いつ緒しよにいて楽しいんじゃないの」


「……そういうもんかな」


　シャノンは首を傾かしげる。


　他人。


　何を考えているか分からない存在。


　双子のラクウェルのことだって何から何まで全すべて理解できているわけではない。ましてや血の繫つながらない他人の考えていることなど、理解しきれる筈はずもない。


　所しよ詮せんは、違う人間なのだから。


「そういうものだと私は思うけど。だって自分と全まつたく同じ人間と毎日顔突き合わせて暮くらすのなんて、きっと気が滅め入いるわよ」


「そりゃそうだろうが」


「自分と違う人だからこそ、その中に驚おどろきと喜びが見出だせるのよ、きっと」


　どこか眠そうな声は小こ憎にくらしいほど落ち着いていて、自信が色づいている。そのくせ、あえて断言はしないところが……自分の考えを絶対のものとして語らないところが、ラクウェルらしいといえば、彼女らしい。


「なあラクウェル」


「なあに？」


「おまえの……そういう処ところには、俺おれも随ずい分ぶん救われてるよ」


「そう？」


　無論、〈幻城ウートガルザ〉が掛かっている彼女の姿はシャノンにも見えないのだが、彼はラクウェルが微笑ほほえんだのが見えたような気がした。


「ま……それはともかく。そろそろ伯爵邸が見えてくる頃ころだ。気を引き締しめるぞ」


「はあい」








　……おまえは〈廃棄王女〉なのだ。


　パシフィカに宛あてられた父の遺ゆい言ごんには、最後にそう記しるされていた。細こまかいことはラクウェルたちに聞けと書いてあったが、シャノンもラクウェルも、彼かれ等ら宛ての遺言の中身に関しては、すぐに口を濁にごして、詳しよう細さいには語ろうとはしない。


「んー……」


　初老の教師がぼそぼそと語る授業内容を、適当に聞き流しながら、パシフィカは記憶をたぐってみる。


〈廃棄王女〉については誰もがその名を知っているだろう。だが名以上の語るべき内容について知っている者は多くない。


『……むかしむかし、ラインヴァン王国の王おう妃ひエルマイア様が双子をお産うみになりました。しかし〈聖グレンデルの託たく宣せん〉においてその双子の内、女児の方は忌いまわしき者と断じられたので、王室はそのお姫ひめ様さまを殺して、知らんぷりしましたとさ』おしまい。


　噂うわさを要約するとこうなる。これ以上でもこれ以下でもない。


　まあ、これは本当に概がい略りやくだけで、色々と噂によっては尾お鰭ひれがついていたりする。


　いわく『廃棄王女は実は創そう世せい戦争時に主神マウゼルと争った大だい悪あく魔まの転生だ』


　いわく『廃棄王女に関する託宣を拝はい受じゆした神官は皆みな、死んでしまった』


　いわく『廃棄王女はうろこが生はえていた』


　いわく『廃棄王女は足が臭くさかった』


　いわく……


「足が臭いってのはなによ、足が臭いってのは」


　パシフィカはつぶやく。


「まー、他ひ人と事ごとだと思ってあることないこと、好きにくっちゃべってくれるわよね」


　何にしてもパシフィカにとっては十五年前……問題となる第五壱いち壱壱〈聖グレンデルの託宣〉など生まれる前の出来事であるから、〈託宣〉がどうの、〈廃棄王女〉がどうの……などと言われても、まったく実感が湧わかない。別に墓はかや記念碑ひが残っているわけでもなく、ありとあらゆる公式記録からその存在は削さく除じよされているため、それは単なる噂話の領りよう域いきからはどうしても出てこれないのだ。


　とはいえ……


　熱心なマウゼル教信者などは〈廃棄王女〉の一語を聞くだけで耳が汚けがれると思っているし、信者以外でも、かなり本気で〈廃棄王女〉が魔王の転生であると信じている者は多い。何といっても、五千年以上に及およぶ〈聖グレンデルの託宣〉の歴史の中で、唯ゆい一いつ、直接的に『抹まつ殺さつすべし』と断じられた人間なのだから。


「なんだかなー……今いま更さら、おまえは〈廃棄王女〉なのだっていわれても困こまっちゃうわよ」


「パシフィカ・カスール。次、読みなさい」


　いきなり名な指ざしで呼ばれ、慌あわてて本をめくる。


「は、はい。えーと」


「第四章第五段落」


　隣となりから小声でミユティエが言ってくる。小さく感かん謝しやの目め配くばせをして、パシフィカは教材として与えられた本を、朗読し始めた。








　通常、ラインヴァン王国における領主は、自領内の中央、ないし一等地に城を建たててそこに住んでいる。


　元々城というものは領主の住居という以上に、戦時にたてこもる要よう塞さいとしての意味合いが強い建築物である。燃え難にくい石いし壁かべや高い塀へい、濠ほり、物見台、跳はね橋、等々……城の特とく徴ちようともいえる数々の構造は、いずれも攻せめ手を食い止め、あるいは撃退するための施し設せつに他ならない。


　だがマヌーリンのように、戦争に巻き込まれることのまずない片かた田舎いなかで、しかも元々城じよう塞さいのそれにも匹ひつ敵てきする強固な市し壁へきを誇ほこる街まちでは、そもそもそういった城を建設する意味があまりない。


　だから……かどうかは余よ人じんの知るところではないが、マヌーリン領主、ルイギス・フランキ伯はく爵しやくは、城を持たない。いや……先代のフランキ伯までが使用していた城もあるにはあるが、老ろう朽きゆう化かが激しく、修理もされぬままに放置されている。


　では、彼はどうしているかというと、その財産と爵位に比すればあまりに質素で小さな屋や敷しき──といっても普ふ通つうの民家に比くらべれば十倍以上の規き模ぼだが──を丘の上に建てて、そこに住んでいるのだ。


　城にはその領内の行政施設の中ちゆう枢すうという側面もあるが……マヌーリンの場合、伯爵からの統とう治ち権の限定委い託たくを受けた議会が半なかば政務を代行しており、そのための施設はまた伯爵邸ていとは別に建てられている。結果としてフランキ伯爵邸は、彼の住居という以上の意味を持っていない。


　適てき齢れい期きをすぎても妻つまも娶めとらず、使用人十数人とのんびり暮くらす彼には、むしろ大きすぎる家かもしれない。


　そのフランキ邸の応接間。


　中庭に面し、冬の日差しが窓辺から切り込む一室である。木材本ほん来らいの暖あたたかみを大切にして茶色を基調として整ととのえられた室内は、貴族の応接室としては質素にすぎるかもしれない。だが、派は手でで悪あく趣しゆ味みな調度品が処とこ狭ろせましと並んでいるような部へ屋やよりは、よほど客も落ち着くだろう。


「……地じ味みですねえ」


　だがその客は……二人連れで訪おとずれた客の一方は、部屋中に無ぶ遠えん慮りよな視線を這はわせながら言った。


「枯かれた爺じいさんになら似に合あいそうですけど。少なくとも、元王国西部方面軍第三要よう撃げき師し団だん〈ロード・ブロッカーズ〉の長を務つとめた猛もう将しよう、フランキ伯の家とは到とう底てい思えないですねえ」


　その男は……何がおかしいのか、肥ひ満まん気味の身体からだを揺すって低く笑う。口の端だけを歪ゆがめて舌した先さきで唇くちびるをなめる、嫌いやらしい笑い方だ。似合っていない上に、何より品がない。


「……で？」


　応接卓たくを挟はさんで相あい対たいするのはいうまでもなくフランキ伯爵であった。その背はい後ごには、例の従者の女性が、彫ちよう像ぞうのように身動き一つ見せず、立っている。


「〈ビッグ・ノイズ〉とか言ったか？　……君らが約束もなしに、無理矢理私の家に押しかけてきたのは、私の家に評を加えるためかね？」


「まあそう怒おこらずに。無礼は勘かん弁べんしてくださいよ。私は〈ワイルディ〉の出ですからね。礼れい儀ぎなんぞを習ならってる暇ひまはなかったもんで」


　自みずから〈重要人物ビツグ・ノイズ〉と名乗った中年男は、気き障ざな仕し種ぐさで肩を竦すくめる。これもまた似合っているつもりなのだろうが、どうにも垢あか抜けず、野や暮ぼったい。自意識と実際が釣つり合っていないのだろう。


「聞きたいことがありましてね。別口でも調べてはいたんですが……六日ほど前に一人、死人が出たでしょう？」


〈ビッグ・ノイズ〉は上うわ目め遣づかいに探さぐるような視線を送るが、フランキ伯爵も女も無言。表情さえ揺れない。


「ユーマ・カスールという名前だったかな。五十歳前くらいの、むさ苦しいおっさんですよ。ご存知でしょう？」


「……知人だ」


「あれ、何者なんですかね？」


「……やはり貴様らか」


〈ビッグ・ノイズ〉の問いには答えず、フランキ伯爵は眼を細めて言った。


「彼の遺い体たいには幾いくつか刃物傷があった。公式には事故死という事にしてあるが……あれは明らかに他殺だ」


「ご明察。あれは私たちがやりました」


〈ビッグ・ノイズ〉は平然と自らの殺人行こう為いを告げる。その口く調ちようにはむしろ、得とく意いげな響ひびきさえあった。


「こっちもそれなりに場数を踏ふんだ連中を用意してたんですがね。たった一人を相手に、七人も、瞬またたく間に殺やられてしまいましたよ。あれは、どう見ても単なる武具屋の親おや父じの腕ではありませんな」


「……それで？」


「だから聞いてるんですよ。何者だったんでしょうね、彼は？」


「死者の過か去こを暴あばいて何の意味がある？」


「自分が誰を殺したのかくらいは、知っておきたいじゃないですか。それが死者への手た向むけってもんでしょう？」


　にやりと〈ビッグ・ノイズ〉は笑った。


　無論、本気の言こと葉ばではなかろう。この男の卑ひ屈くつ気味な眼まな差ざしや言葉づかいは、内に潜ひそむ尊大さの裏返しだ。こういう人間は、死者であれ生者であれ、自分以外の人間に敬意を払うことはない。


「そもそも今回の仕事は妙みような部分が多くて。たかがガキを一人殺すだけで三百万セトメ、しかも依い頼らい人にんの素す性じようや背後関係は一いつ切さい詮せん索さくしないのが条件だってんだから、怪あやしいことこの上ない」


〈ビッグ・ノイズ〉は口の端を歪ゆがめて薄く笑った。


「ま……宮きゆう廷てい関係者ってのは言葉や言い回しに癖くせがありますからね。隠かくしてもすぐ分かりますが。しかもいざ行ってみれば、『父親』なんて名めい目もくで、とんでもなく強いおっさんが護ご衛えいについてる。攻性魔法を使う魔ま導どう士しだって二人もいたっていうのに、あれよあれよという間に殺やられてしまって、生き残ったのは私と彼だけ」


　そう言って〈ビッグ・ノイズ〉は隣となりに座すわっている相あい棒ぼうを示した。


　こちらは〈ビッグ・ノイズ〉とは対たい照しよう的に、ひょろりと背の高い、瘦やせた男である。歳は〈ビッグ・ノイズ〉よりも少し上……三十代後半だろう。ろくに整せい髪はつもしていない夜色の乱れ髪がみや、どこか虚うつろな蒼あおい眼は、重病患者を……それも精神と身体からだの両方を病やんでいる……を連想させる。乾いた血を想わせる、赤黒い外がい套とうを着ていて、室内だというのに脱ごうともしない。


　色々な意味で〈ビッグ・ノイズ〉とは対ついを成なすような男である。饒じよう舌ぜつな〈ビッグ・ノイズ〉に対し、こちらは屋や敷しきに入ってから、一言も口をきいていなかった。


「これは何かあると思うのが、自然でしょ？」


「知らん。そもそも知っていたとしても貴き様さま等らに教えてやる義理はない」


「またお堅かたいことを。まあそうおっしゃるとは思いましたがね。では、こういうのはどうですか？」


〈ビッグ・ノイズ〉はやや身を乗り出して言った。


「教えてくだされば、私等は目的のガキ一人を絞しめるだけでこの街まちから出ていきますよ」


「……教えなければ？」


「これから毎日、一日に一人、この街の住人から死者が出ることになりますね」


　すっと……女が表情は変えないままに、前へ出る。右手はいつのまにか懐ふところに滑すべり込んでいた。上着の下で握にぎっているのは、決してハンカチなどではあるまい。


　同時に……


〈ビッグ・ノイズ〉の隣に座っていた男がふらりと立ち上がり、夢む遊ゆう病びよう者しやのような手つきで両手を腰の後ろに回した。
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「よせ、ファインベル」


　声に出してフランキ伯はく爵しやくが言う。侍じ女じよ……ファインベルは一いつ瞬しゆん、躊躇ためらうようなそぶりを見せたが、素す直なおに主あるじの命令にしたがった。


「あなたもおよしなさい、〈コンヴィクト〉」


〈罪人コンヴイクト〉と呼ばれた男も〈ビッグ・ノイズ〉の声に従って、もう一度ソファに座り直す。もっとも、こちらは特に主従関係というわけではなさそうだが。


「しょうがないですねえ。さすがに、そこのお嬢じようさんとやりあうのは大変そうだ。前言は撤てつ回かいしましょう。実のところ、大体の目星はついてますしね。これでもこの〈コンヴィクト〉は調べものが得とく意いでして」


〈ビッグ・ノイズ〉は懐から紙かみ束たばを取り出す。その端に赤黒い染しみがついていることに伯爵もファインベルも気付いた。どういう調べ方をしたのか、大おお方かたの想像はつく。


「あのユーマ・カスールの末すえ娘むすめ……ひょっとして〈廃棄王女〉じゃないんですか？」


　フランキ伯爵は無言。


　代わって答えたのはファインベルだった。


「〈廃棄王女〉はただの噂うわさです。万が一、噂が本当だったとしても、〈廃棄王女〉は十四年も前に殺されているはずですが」


「模も範はん解答をありがとう、お嬢さん」


〈ビッグ・ノイズ〉は薄ら笑いを浮かべて言った。ファインベルの反応を待たず、そのまま表情は変えずに言葉を続ける。


「……てめえに聞いてんじゃねえよ、雌めす犬いぬ。俺はてめえのご主人様に聞いてんだ。頼たのまれもしねえのに口を開くな」


「……私の使用人に対する暴ぼう言げんは慎つつしんでもらおう」


　思わず懐のものを──ちらりと見えたのは何か刃物の柄つからしき部分だったが──抜きかけたファインベルの動きを制したのは、彼女の左手を握って引いた伯爵の手であった。


　このファインベルという女性、性しよう根ねは見かけほどには冷さめていないのだろう。


「これは失礼」


〈ビッグ・ノイズ〉が肩をすくめる。


「君に答えるべきことは何もない」


「つまりそれは否定もしないってことですか？」


「否定すれば信じるか？」


「信じませんねえ」


「ならば時間の無む駄だだ。お引き取り願おう」


「……はいはい、分かりました」


〈ビッグ・ノイズ〉は芝しば居いがかった仕し種ぐさで首を振って立ち上がった。〈コンヴィクト〉も幻げん影えいのように体重を感じさせない動きで立ち上がる。


「この場は退散するとしましょう。恐こわいお嬢さんがにらんでますしね。まあ、お互たがいややこしいことにならないといいんですが」


　そこまで言うと二人の殺し屋はそのまま部へ屋やから出ていった。フランキ伯爵とファインベルは動かない。他の使用人が彼かれ等らを監かん視しし、屋敷の外まで送り出すだろう。


「……どうなさいます？」


　ファインベルは静かな声で尋たずねる。怒いかりの炎ほのおは、その対たい象しようが去ったことで迅じん速そくに鎮ちん火かされたらしい。


「どうもこうもない。我われ々われは何も見ていないし、何も知らない。それだけだ」


「しかし……」


「ユーマの子供たちには可哀かわい相そうだが、私は正しよう直じき、〈聖グレンデルの託たく宣せん〉について、ユーマたちほど楽観的にはなれん。子供が殺されるのは不ふ憫びんと思うが、託宣に預よ言げんされている通りのことが起これば、子供一人の命がどうこうという問題ではなくなるだろう」


　フランキ伯爵の言葉にファインベルは言葉を失った。


　彼は何よりもまず為い政せい者しやだ。その特権階級としての利権を享きよう受じゆする代わりに、領民を護まもる義務がある……時には自みずからの感情を押しつぶしてでも。


　一人の領民を殺して二人の領民を救うことができるなら、彼は躊躇ためらわずに領民殺しの汚お名めいと罪ざい科かを背せ負おうだろう。そういう男だ。冷れい徹てつとも思える引き算。だがフランキ伯爵のそういった感情に流されない意志の強さを、ファインベルは何よりも敬愛している。


　だからこそ、ファインベルにはこれ以上の口を差し挟はさむことはできなかった。


　そのとき。


　扉とびらが軽く叩たたかれる。フランキ伯爵の許しと同時に扉は開き、使用人の統とう轄かつ役である初老の執しつ事じが顔を出した。


　白いものが混じり始めた口くち髭ひげを小こ粋いきに整ととのえたその顔は、温おん和わの一語に尽つきる。そこには、たとえ残ざん虐ぎやく非ひ道どうな極ごく悪あく人にんですら、思わずその場にひざまずいて、すがりつきそうな暖かさが漂ただよっていた。


「お館やかた様……侵しん入にゆう者しやでございます」


「侵入者？」


　フランキ伯爵は眉まゆをひそめてつぶやいた。








「……だからいつも言ってるだろうが」


　憂ゆう鬱うつそうな表情でシャノンは傍かたわらのラクウェルを振り返る。この期ごにおよんでも、やはりいつも通りの緊きん張ちよう感のない表情のまま、彼の双ふた子ごの姉は言った。


「シャノン……怒おこってる？」


「怒ってねえよ。呆あきれてるんだ……とにかく何をするにしても、もう少し考えてから行動してくれ」


「だって……」


　わずかに拗すねたような表情を浮かべて、ラクウェルはシャノンを見る。


「ちゃんと、前にも、後ろにも、右にも、左にも……〈幻城ウートガルザ〉は展開したのよ。普ふ通つうはそれで完かん璧ぺきだって思うでしょ」


「そうだろうよ。えーえー、そうでしょうとも」


　ほとんどやけくそのような口く調ちようでシャノンは答える。


　その長身瘦そう軀くには、これでもか、というくらいにぐるぐると縄なわが巻きつけてあった。足首から肩までびっちりと、である。丸太を連想させる情なさけない格かつ好こうで、彼は伯爵邸ていの中庭に転ころがされていた。


　関かん節せつをはずして拘こう束そくから逃のがれる術すべは父に習ならっていたが、ここまで徹てつ底ていして縛られては、縄抜けなど到とう底ていできない。


「で、『上』は展開し忘れましたってか？」


「……ごめんね」


　やはり同様に縄でぐるぐる巻きの状態にされた上で彼の隣となりに転がっているラクウェルが、上うわ目め遣づかいに謝あやまってくる。シャノンはため息をつきながら視線を眼前に立ちはだかる四つの人影……メイド姿の娘むすめたちに戻もどした。


「まあしかし……恐れ入った館だな、ここは」


　フリル付きの白いエプロンや髪かみ留どめ、紺こんのワンピース、いずれもごくごく普通の……野や暮ぼったいとさえいえる程ほどに基本的なメイドの格好であるが、その腰に吊られた長剣が、やけに前ぜん衛えい的てきである。


「メイドが帯剣してるなんざ、ここだけだろうよ」


　つまり。


　シャノンたちは侵入早々に発見されて捕つかまってしまったのだ。


　自分たちの姿を周囲の光景に溶とけ込ませて隠かくす魔法〈幻城ウートガルザ〉を、自分たちの周囲に展開してフランキ邸に侵入したまでは良かったが……ラクウェルは自分たちの頭上にも〈幻城ウートガルザ〉を展開するのを忘れていたのである。


　本ほん来らいの軍用補ほ助じよ魔法〈幻城ウートガルザ〉はあらゆる角度から敵の目を欺あざむく。だが、ラクウェルの魔法は、ほとんどが……特に軍用魔法は、母の覚書から独力で再現したものである。一応効果の確認はしてから使っているのだが、やはり独学、時折こういう間の抜けた失敗をしでかす。


　自信満々でフランキ邸に入り込んだ二人は、二階のベランダでシーツの埃ほこりをはたき落としていたメイドの一人に発見されてしまったのである。


「まあ、うちのメイドたちは警備士を兼かねておるからな」


　苦笑の響ひびきが混ざった声に振り返ると、屋や敷しきからフランキ伯爵とファインベルが出てくるところであった。


「あ、昨日きのうはどーも」


「うむ」


　平然と言うシャノンに反射的に頷うなずいてから、フランキ伯爵は顔をしかめた。


「……いや、『どーも』ではなくてな。不法侵入で捕まったのだからして、少しは申し訳なさそうな顔をせんか」


「殊しゆ勝しような顔をするのは苦にが手てなんですよ」


　もぞもぞとシャノンが動く。どうやら肩をすくめたかったらしい。フランキ伯爵は再ふたたび苦笑しながら、蓑みの虫むしのような二人を交こう互ごに眺ながめた。


「で、何を考えている？　強行突とつ破ぱもできたのだろうに……あっさり捕まった理由は何だ？」


「面めん倒どうくさかったもんで」


　シャノンは悪びれもせずに答える。


　フランキ伯爵の見抜いた通り、シャノンとラクウェルにはメイドたちの包ほう囲いを強行突破することもできた。


　二人とも……特にシャノンは相手の技量や戦せん闘とう能力は、一見して概おおむね把は握あくできる。そういう日常生活にはあまり役に立ちそうにない芸当は、父に嫌いやという程ほど仕込まれていた。


　本気になれば突破はできる……そう分ぶん析せき判断したシャノンたちであったが、同時にお互たがいに無傷で済すむほどの相手でないことも分かった。別にまだフランキ伯爵たちに恨うらみがあるわけでもなし、敵対関係にあるというわけでもない。無理に闘たたかうよりは、捕まっておく方が話が早いと思ったのだ。


「ふむ、ユーマの子だけあって肝きもが据すわっておるな」


「恐れ入ります」


「で、改あらためて聞くが、何用だ？」


　フランキ伯爵が傍かたわらに手を差し出すと、予あらかじめ分かっていたかのように、間かん髪はつおかずファインベルが懐ふところから取り出した刃物を、彼の掌てのひらに載のせた。


　錐刀ステイレツトと呼ばれる特とく殊しゆな武器だ。


　まさしく錐きりのように細い刀とう身しんには、一応、刃もついているが、斬きるというよりは、背はい後ごから突き刺すことを主眼に作られた、いわば暗殺用の道具である。熟じゆく練れんした使い手が使えば、犠ぎ牲せい者しやは「殺された」とさえ気付かずに十数歩を歩いてから息いき絶たえるという。


　伯爵は気軽な動作でシャノンたちに歩み寄ると、メイドたちが止める間もなく二人の縄なわを切った。


　シャノンは一気に縄を跳はね飛ばしながら素す早ばやく立ち上がる。


　同時に、閃ひらめく銀光が四つ。


　刃が風を切る音とともに、シャノンの首くび筋すじに四本の剣の切っ先が突きつけられたのは、次の瞬しゆん間かんであった。


「……降こう参さん」


　言いながら両手を挙あげる。


　フランキ伯爵が頷くと、メイド娘たちは流れるような動作で剣を鞘さやに納おさめた。明らかに、昨日今日に剣を握にぎった者の動きではない。


「ちょっとお聞きしたいことありましてね」


　こきこきと肩凝こりをほぐすように首を左右に傾かしげながらシャノンが言う。


　うまく外はずれないのか、縄の残ざん骸がいに絡からまってわたわたと手足を動かしているラクウェルをちらりと一いち瞥べつしてフランキ伯爵は苦笑する。


「またか」


「また？」


「いや、こっちの話だ……父親のことかね？」


　シャノンは小さく頷いた。


「父は……殺されたんですね？」


「気付くのではないかと思っておったよ」


　フランキ伯爵はため息をついて言った。


「やはりユーマは遺ゆい言ごんを残していたのだな」


「ええ、それもとびきり愉ゆ快かいなやつをね」


　うんざりした口調で言うシャノンに同情するような表情を示すと、フランキ伯爵は館やかたの方を示した。


「まあ、庭先で立ち話というのもなんだ。中に入り給たまえ。茶でも出そう」








「パシフィカ！　こら、何してるの！」


　三時限目……算数担当の女教師のいらいらした口調にも、パシフィカは反応しなかった。


　元気が取り柄えのはずの少女は、ぼんやりと窓の外を眺ながめたままだ。


　一瞬、教師の額ひたいに青筋が浮かんだが──今け朝さはつまらないことで夫と喧けん嘩かして機き嫌げんが悪いのだ──すぐに思い直して長い息を吐はく。


　普段のパシフィカの態度ではない。多少落ち着きのない少女ではあるが、基本的に数十名いる彼女の生徒の中でも、彼女は素す直なおで聞き分けも良い部類に入る。少なくとも教師の言を無視するようなひねくれた言動は、今までなかった。


　とはいえ……父親が死んでからまだ六日。まだ悲しみから抜け出せないのだろうと判断し、教師はもう今日は彼女に構かまわないことに決めた。万が一、泣かれたりしたら、悪者になるのは自分だ。


　だが。


「……絶対、おかしかったわ。今朝のシャノン兄にいとラクウェル姉ねえ」


　小さな声でパシフィカがつぶやく。


　ずっと気にかかっていたのだが、口に出すと余よ計けいに気になる。


　別に具体的には何がどうおかしかったわけでもない。強しいて言うならば、十四年以上ともに暮くらしてきた者の勘かんだ。


「……先生」


「何？　パシフィカ？」


　注意の無視に加え、授業の腰を折られてむっとする気持ちを何とか抑おさえ込み、女教師は努つとめて優やさしく声を出す。


「気分がもんのすごく優すぐれないので、早退しますっ！」


　びし、と元気よく片手を挙あげてそう宣せん言げんすると、パシフィカはあっけにとられている教師やミユティエをはじめとする他の生徒たちを尻しり目めに、さっさと自分の勉強道具を手て提さげ袋ぶくろの中に収おさめ、教室を出ていった。


　鮮あざやかな早退ぶりである。後には呆ぼう然ぜんと彼女を見送る女教師と生徒たちが残る。


　本当なら追って連れ戻もどすべきなのかもしれないが……そうすると授業が中断してしまう。ただでさえ授業内容が遅れ気味だと、父ふ兄けいから文もん句くを言われているのだ。これ以上遅らせては、能力不十分の烙らく印いんを押されかねない。


　そんなことを考え……


「……まあ、いいか」


　などと無責任につぶやくと、女教師は授業に戻った。








　フランキ伯はく爵しやく邸ていを辞じした二人の殺し屋は、街まちの東へと歩いていた。東部地区にパシフィカが通かよう日曜学校があるのは、事前に調べて知っている。彼女が基本的にどういう道順で家に帰るのかも。


「人通りの少なくなるのは……」


　懐ふところから紙かみ束たばを取り出し、〈ビッグ・ノイズ〉はその中の一枚を前に持ってくる。それはこのマヌーリンの街がい路ろ図の写うつしであった。


「この辺あたりですね……後は自宅周辺も裏に回れば人通りは少なくなりますが」


「……拉ら致ち、するのか？」


〈コンヴィクト〉が陰いん鬱うつな声で尋たずねる。


　ただ殺すだけなら人がいようといまいとあまり関係がない。相手がユーマ・カスールのような使い手ならばともかく、ただの少女など、その気になれば事故に見せ掛けて殺すのも簡かん単たんだ。恐らくその死を殺人だとは、本人でさえ気付くまい。


「当然でしょう？」


〈ビッグ・ノイズ〉は薄く笑いながら言う。


「あのガキは間ま違ちがいなく〈廃棄王女〉ですよ。年ねん齢れいも合うし。そしてそれは王室にとっては大だい醜しゆう聞ぶんです。口止め料だけでも一千万セトメはとれるでしょうね。国王を傀かい儡らい化しようと一部の軍人や大だい臣じん連中が動いているとも聞きます。そういう連中ならもっと出すでしょう」


「俺おれたちまで、消される」


　ぼそぼそと〈コンヴィクト〉が口を挟はさむ。


　実のところ……彼かれ等らは普ふ通つうの街路を歩いているのだが、二人とも普段に比くらべて特に声を潜ひそめているわけではない。元々人通りはそんなに多くないことに加え、まさか殺し屋が白はく昼ちゆう堂々と仕事の打ち合わせをしているとは、誰だれも思うまいと判断しているからだ。


「それは立ち回りようでなんとでもなると思いますよ。やりようによっては、あちこちから金が取れます」


「依い頼らい人にんを、裏切るのか？」


「固いことを言いなさんな。貴方あなただって金がいるんでしょう、それもできるだけ早く。可か愛わいい可愛いリンシアちゃんの……」


　そこまで言って、〈ビッグ・ノイズ〉は急に横へと飛び退のいた。


　彼が一瞬前まで立っていた場所を、銀色の一いつ閃せんが薙なぐ。ぴい、と切り裂さかれた空気が鳴ったが……銀光の本体は残像さえ残さず〈コンヴィクト〉の袖そで口ぐちに消えた。


「娘むすめのことは、お前が、口にするな。汚けがれる」


「えらい言われようですねえ」


　頰ほおに冷ひや汗あせを浮かべながら〈ビッグ・ノイズ〉は言った。今の一撃、必ひつ殺さつのものではなかったが、殺気は十分にこもっていた。実際、彼の娘のことを卑ひ猥わいな冗じよう談だんの対たい象しようとして口にした同業者が、瞬またたく間に解体される光景を、〈ビッグ・ノイズ〉は目撃したことがある。


「でも金がいるのは事実でしょう？　魔ま導どう士しを五人、でしたか？　雇やとうのは安くないですよ。それが一級となればなおさらですなあ」


「…………」


　濁にごった眼が〈ビッグ・ノイズ〉を凝ぎよう視しする。


　誰にでも分かるだろう。この眼の主ぬしは壊こわれている……それもかなり危険な壊れ方をしていると。


「まあ、私と貴方のよしみです、一人は私が務つとめてあげましょう。ですがそれにしても、後、四人。裏で一級魔導士にそれなりの施せ術じゆつを依頼するとなれば、表相そう場ばの四倍、およそ一人につき百万セトメ。あの役立たず君たちが死んだお陰かげで分け前は増ふえましたが、それでも三百万を折せつ半ぱんしたら全然足たりませんねえ」


　嘲ちよう笑しようするような口く調ちよう。よしみ、などと口にしながら〈ビッグ・ノイズ〉には〈コンヴィクト〉に対する親しみなど微み塵じんもなかった。


　他者は自分のために利用する……そういう認識しかないのだろう。先ほどの通り、一つ言こと葉ばを間違うと危険だが、娘リンシアのため、と大だい義ぎ名めい分ぶんをつけてやればこの男は何でもやる。


「ま、金はあるに越こしたことはありませんよ」


　気安そうに〈コンヴィクト〉の肩を叩く〈ビック・ノイズ〉。


　その時……


「〈ビッグ・ノイズ〉」


　名を呼ばれて〈コンヴィクト〉の暗い瞳ひとみが見ている方へと眼を向ける。そこで〈ビッグ・ノイズ〉は目を丸くした。


「え……？」


　きちっと結ゆい上げた鮮あざやかな金きん髪ぱつ。小柄な体たい軀く。夏の空の青さをそのまま封ふうじ込めたかのような瞳。


「なんで今ごろこんなところに？」


　通りの反対側を歩いているのは、明らかに彼等が標的としている少女、パシフィカであった。事前に監かん視し期間を設もうけて、標的の顔だちは完全に頭に叩たたき込んである。間違えようがない。


　もっともそのせいで、ユーマ・カスールに察知され、手痛い先手を打たれたわけであるが。


「……罠わなじゃないでしょうね」


「護ご衛えいらしき、人間の、気け配はいは、ない」


「……まあいい、行きましょう。ここからだと……そうですね、家の裏手辺あたりが最もつとも目撃される恐れが少ない」


「……分かった」


　二人の殺し屋はのこのこと通りを行く少女に向けて、その歩みの向きを変えた。








「……誰かいたんですか？」


　ラクウェルの問いにフランキ伯はく爵しやくが眉まゆをひそめた。


　フランキ伯爵邸ていの応接室。メイドたちに引き立てられるようにしてシャノンたちが通されたのは、つい先ほど、〈ビッグ・ノイズ〉たちがいた部屋だ。メイドたちは命じられるままに退去し、今はフランキ伯爵とシャノン、ラクウェル、黙もく々もくと香こう茶ちやの用意をするファインベルの姿だけが室内にある。


　勧すすめられるままにソファに腰を降ろしたシャノンとラクウェル……その第一声が今の一言であった。


「どうしてそう思う？」


「空気が暖あたたかいですから」


　ラクウェルは当然のことを語るような口調で答えた。


「冬場、人のいない部へ屋やは気温がすぐ下がってしまいます。けれど、たとえ暖だん房ぼうをしていなくても、複数の人間がいた場所はほんのりと独特の暖かさが残るものです」


「……大したものだ」


　フランキ伯爵は正面からシャノンたちを見み据すえて言った。


「君たちとは丁ちよう度ど入れ違いだな。つい先ほどまでここに客がいた。まあ、それはともかく……ユーマのことだったな」


　シャノンとラクウェルが揃そろって頷うなずく。


「正しよう直じきに言おう……君たちの父親、ユーマ・ナンブ・カスールは殺された。殺したのは通称〈ビッグ・ノイズ〉と呼ばれる殺し屋とその仲間だ。実をいえば、君たちの今座すわっているソファに、先ほどまで座っていたよ」


　その言葉の意味が浸しん透とうするのに、一いつ瞬しゆんながら時間が必要だった。


　フランキ伯爵の前髪が揺れた。


　彼は微び動どうだにしていない。室内に風が吹く筈はずもない。だが、何か眼に見えないものが吹きつけられたかのように……いや、その吹きつけるものの鋭するどさに、空気そのものが怯おびえて震ふるえたかのように、髪はゆらゆらと揺れた。


　殺気。


　無言で……しかし凄すさまじい光をその眼に宿して、シャノンがソファから腰を浮かす。放はなたれる必ひつ殺さつの矢の如ごとく、眼前の領りよう主しゆに襲おそい掛かりかけた彼を止めたのは、白い繊せん手しゆであった。


　双ふた子ごの弟の左手をそっと引きながら、ラクウェルは首を振った。


　怒いかりの内圧を下げようとするかのようにゆっくりと息を吐はき、シャノンは居い心ごこ地ちが悪そうにソファに座り直した。


「それはフランキ伯爵……あなた様とその殺し屋とが同じ側に属するのだと考えてよろしいのでしょうか」


　代わりにラクウェルが尋たずねる。シャノンと違って落ち着いた口調だが、いつもの呑のん気きさが影を潜ひそめているのは、無理もない。


　フランキ伯爵は前髪を搔かきあげながら静かな口調で言った。


「信じてもらえるかどうかは分からんが、違う。ただ、彼等自身は知らんだろうが、十日ほど前に、王室政務官長の印章がついた機密書状が届とどいてな。連中に対して便べん宜ぎを図はかるよう要よう請せいしてきた」


「…………」


「ここから先は私の独自の情報筋すじから入ってきた話だ。全すべてを信じる必要はないが、聞くかね？　連中も、まさか日曜学校にまで押しかけはすまいよ」


　一瞬首を傾かしげて思案してから、ラクウェルが頷く。


「およそ一カ月前に、一人の女によ官かんが王城で取り調べを受けた。まあ、そのことそのものはよくある出来事だ。


　この女官の夫というのが、浪ろう費ひ癖へきのひどい奴でな。没ぼつ落らく貴族の子し弟ていなんだが、贅ぜい沢たくを忘れられずに金を使い、あちこちに借金ができていたらしい。


　しかしいくら城務づとめとはいえ、女官の方も元は単なる貧びん乏ぼう貴族の娘だ。自由になる金などたかが知れている。そこで思い余あまった彼女は、公金に手をつけてしまった。


　で……ことはすぐに露ろ見けんし、捕つかまった女官は〈ジェイド・サーキット〉の尋じん問もんを受けることになった。連中が証しよう拠こ固めのために意識探たん査さの魔法でその女官の記憶を走査している時、偶ぐう然ぜんにも、とんでもない事実が発はつ覚かくしたのだよ」


　ここで言葉を切る。十分に沈ちん黙もくの重さを吟ぎん味みした上で、フランキ伯爵は続けた。


「その女官は十四年前、王おう妃ひ直じき々じきの命令で一人の赤ん坊を王おう宮きゆうの外へと連れ出し、とある夫ふう婦ふに預あずけている。ただ、それだけの話だが……その預けられた赤ん坊が、当時生まれたばかりの姫ひめ君ぎみとなれば、話は別だ」


「……〈廃棄王女〉」


　ラクウェルのつぶやきに伯爵は頷いた。


「いかにも。この公金横おう領りよう事件は王室周辺の一大粛しゆく正せい劇げきに発展した。


　記録上では問題の姫君は王宮騎き士し団〈アンヴァー・ナイツ〉の手で殺害の上、遺い体たいは〈ジェイド・サーキット〉の手で完全に破は壊かいされ、骨まで焼しよう却きやく後、封ふう印いんを施ほどこして王国北辺へん境きようの硝子ガラス谷だにに棄すてられたという」


　非情という言葉すら生ぬるいような、徹てつ底ていした処しよ置ちである。たとえ大量虐ぎやく殺さつの罪ざい人にんでもそこまでの扱あつかいは受けないだろう。


「そこまでして葬ほうむったはずの〈廃棄王女〉が生きていたのだ。当時の〈アンヴァー・ナイツ〉団長、〈ジェイド・サーキット〉団長をはじめとして、〈廃棄王女〉抹まつ殺さつに関かん与よした者たちはいずれも極ごく秘ひ裏りに処しよ罰ばつを受けた。軽くて更こう迭てつ、重ければ身分剝はく奪だつの上、処しよ刑けい。その数、およそ六十余名」


　フランキ伯爵の口調は淡たん々たんとしていた。だがそれだけに事実としての重みと、その凄すさまじさをよく示している。


　人間という生き物が、どこまで非情になれるのかという事実を。


「さすがにその事件の首しゆ謀ぼう者しや……エルマイア王妃は処刑するわけにはゆかず、現在は離り宮きゆうにて謹きん慎しん中。事実上の軟なん禁きんだな。そして王室政務官たちは、事が公おおやけになる前に事じ態たいの中心人物の暗殺を決定した」


「……伯爵様」


　口をつぐんだ伯爵の後を継つぐように、ラクウェルが口を開いた。


「伯爵様は、元々ご存知だったのですか？」


「私は何も見ていないし聞いていない」


　自じ嘲ちよう的な口調だった。


「そういう条件で君たち家族をこの街まちに受け入れた。ラインヴァン王国の貴族として、私は〈廃棄王女〉をかくまう行こう為いに手を貸すわけにはいかない。だが〈ロード・ブロッカーズ〉時代に君らの父上には命を助けられたことがあったからな。そのことを考こう慮りよした上での妥だ協きよう点が、君たちの妹、パシフィカの住民登とう録ろくに関する書類の偽ぎ造ぞうに、目をつぶることだった」


　無論、それだけでも十分に王国反逆罪の適用を受ける行為であることは、シャノンたちにも想像がついた。


「正しよう直じき言って、私は君らの両親ほど、〈聖グレンデルの託たく宣せん〉に関して懐かい疑ぎ的ではない。何しろあの預よ言げんが外はずれたのは、記録によればわずかに二度。他の全ての託宣は……通算五壱〇九回の託宣は完全に的中したと言われている。これは絶対と言ってもいいような数ではないかね？」


〈聖グレンデルの託宣〉。


　それは一いつ般ぱん的な意味においては、ラインヴァン王国の国教たるマウゼル教の聖地グレンデルの大聖堂において、毎年下される預言のことを指さす。


　五人の神官が託宣拝はい受じゆ用の個室に入り、主神マウゼルからの〈御言葉プロトコル〉を聞くのだ。それがどこからどのようにして送られてくるのか、知る者はいない。大司教ですら知らない。ただその受け取るための方法と結果だけが、五千年の昔より連れん綿めんと続く儀ぎ式しきの中に息づいていた。


　無論、神のお使いになる言葉は人のそれとはまったく異ことなる。一説には神官たちの脳に直接、〈御言葉〉が焼き込まれるともいうが、定さだかではない。何にしても〈託デ宣コ拝ー受ダ官ー〉と呼ばれる専門の神官たちは、その〈御言葉〉を人の言葉に翻ほん訳やくするための訓くん練れんを施ほどこされ、満まんを持じしてその託宣を受ける。


　わざわざ五人もの神官が託宣拝受を同時に行おこなうのは、この翻訳作業の際に、神官の個性のようなものが混じり込む場合があるからだ。同じ物を見てもそれを説明する言葉は、それぞれ違う。微び妙みような誤ご解かいや勘かん違ちがいといった翻訳の誤あやまりを防ぐために、神官たちは託宣拝受後、別室にて自分たちの受けた〈御言葉〉を持ち寄り、協議の上、その内容をまとめあげるのだ。


　だが。


　十五年前の託宣は事情が違った。


　予定時間を遥はるかにすぎても出てこない神官たちを不ふ審しんに思い、参列者たちがざわめきはじめた時、絶ぜつ叫きようが大聖堂に響ひびき渡った。


　愕がく然ぜんと沈ちん黙もくする人々の前で五つの扉とびらは同時に開き……中から出てきたのは、いずれも大量の血を吐はきながら這はいずるようにして進む、神官たちの姿であった。


　そして神官たちは息も絶たえ絶だえになりながらも己おのれの職務を果はたしたといわれる。


　即すなわち……


『やがて王おう妃ひの胎はらの内より出いでし双ふた子ごの内、女児を誅ころすべし。その者、生まれ出でてより十とおと六の歳月を経へた運命の日、世界を滅ほろぼす者なり。世界の秩ちつ序じよを打ち砕くだき、混こん沌とんをもたらす猛もう毒どくなり』


　それだけを語り彼かれ等らは揃そろって息絶えた。


　無責任な言葉だけを遺のこして。


　無論……王室内は荒れた。託宣の真しん偽ぎを巡めぐって激しい議論も闘たたかわされた。国王バルテリク・ラインヴァンや当時懐かい妊にんしたばかりの王妃エルマイアも、猛もう烈れつに反対した。


　そもそも託宣が何かを『命じる』などということは記録にはない初めてのことであった。そこに異質性を見出だして反対する者もいれば、それほどまでに重大な危険性のある証しよう拠こだと主張する者もいた。


　だが……真実がいずれにあるにせよ、五千年の永ながきにわたって続けられてきた託宣の実じつ績せきは、無視するにはあまりに大きすぎた。記録上、その託宣が外はずれたことはわずかに二回。二千五百年に一度あるかないかという率りつだ。


　また、当の託宣拝受官たちはいずれも亡なくなり、改あらためて彼等の言葉を問い質ただすこともできない。


　そして。


　決定はなされぬままに、王妃エルマイアは双子を出産した……託宣の示した通りに、男児と女児を。


　結局、双子の一方……名前も許されず、父の腕に抱かれることもなかった姫ひめは、王おう宮きゆう騎き士し団〈アンヴァー・ナイツ〉の手で殺され、遺体は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団〈ジェイド・サーキット〉によって封ふう印いんされた……筈はずだった。


　そして歳月は流れる。当時の関係者はいずれも口をつぐみ、ありとあらゆる記録からこの事件は抹まつ消しようされた。託宣そのものは他愛ない内容とすりかえられて公表され、公式にはエルマイア王妃はただ一人、王子フォルシスのみを出産したということになっている。


　だがそれでも噂うわさは残った。残って、ゆっくりと広がっていった。


　忌いみ言葉のように公おおやけには語られず、しかし誰だれもが知っている姫君の伝説。誰が呼び始めたのか……その存在そのものを消された哀あわれな姫君のことを、人々は〈廃棄王女〉と呼んだ。


「君の妹のことは、私も不ふ憫びんだとは思う」


　ファインベルから香こう茶ちやのカップを受け取りながら伯はく爵しやくは言った。


「だが、託宣の的中率を考えれば、私は君たちの妹の死を望む人々を、非道と謗そしる気にはなれん。だからこそ私は、この件に関しては中立の立場をとらせてもらうことにしたのだ」


「……分かりました」


　シャノンが嚙かみ合わせた歯の間から押し出すように言った。歯を嚙み締しめていなければ大声で喚わめいてしまいそうだった。


「貴き重ちような情報の提供に感かん謝しやします。それでは」


　立ち上がるシャノンとラクウェル。置かれたばかりの香茶のカップが、虚むなしく湯ゆ気げをくゆらせている。


　伯爵の横を通りすぎ、応接室の扉とびらへと歩き出す二人に、伯爵は前を向いたまま声をかけた。


「……一つ尋たずねたいのだがな」


「何です？」


　苛いら立だちに濁にごった声でシャノンが言う。


　互たがいに相手を拒きよ絶ぜつするかの如ごとく背中を向けたまま、しかし会話は続いた。


「君らは、選ぶべき未来を、きちんと理解しているかね？」


「どういう意味ですか？」


「君らにはあのパシフィカという少女を見殺しにするという選せん択たく肢しも残されている。それは分かっているのか、と聞いているのだ」


「…………」


　シャノンは未知の生物を見るような眼で領主の背中を振り返った。


「妹を……」


　シャノンは乾かわいた唇くちびるをなめてから、うめくように繰くり返した。


「あんたは、この俺おれに、妹を見殺しにしろと言うのか？」


「妹ではなかろう。ただ十四年間一いつ緒しよに暮くらしてきただけの、他人だ。君らはその他人のために自分の人生を捨すてようとしているのだぞ？」


　シャノンの殺気にも等ひとしい怒いかりは感じているだろうに、フランキ伯爵の声は揺るぎない響ひびきを保っていた。


「一時の安っぽい人道主義に流されては、お互い不幸になるだけだと言っておるのだ。王室は〈廃棄王女〉が生きていることを知った。これからもこういうことは続くぞ。その度たびに……いいか、一度ではない、その度に、人死にが出るのだ。結局、〈聖グレンデルの託たく宣せん〉が当たるかどうかは問題ではない。真実であろうとなかろうと、君の妹の存在は人の死を誘ゆう発はつする。それが刺し客かくであろうと、君たちであろうと、あるいはまったく関係のない無む辜この市民であろうと！」


　フランキ伯爵の口調に迷まよいはない。低く静かな、しかし罪人を糾きゆう弾だんする裁さい断だん者しやの鋭するどさを、彼の声は秘めていた。


「君たちがさも当然と言わんばかりに選ぼうとしているのは、そういう選択肢だ。それでも君たちが妹を護まもろうとするのは何な故ぜだ？　そこまでして……屍し山ざん血けつ河がの上に生き延のびて、それで君らの妹は喜ぶのか？　もう少しよく考えた方がいいのではないか？」


　シャノンは無言。ラクウェルも無言。


「単なる自じ己こ満足で動こうとしていないか？　だがもう一歩踏ふみ出してしまえば、元には戻もどらないぞ。君たちは世界を敵に回すのだ。それは本当に君たちの今の生活の全すべてを捨てて余あまりある価か値ちのあることなのか？」


　フランキ伯爵は一いつ瞬しゆん……ほんの一瞬だが躊躇ためらうような表情を示した。それは彼の、一人の人間としての良心だったのか、それとも貴族としての弱さだったのか。


　だが彼は自分の躊ちゆう躇ちよも切り捨てるようにはっきりと言い放はなった。


「パシフィカ・カスールという少女が一人死ねば、全ては終わるのだ。ただ、それだけのことで！」


　その瞬間。


　床を蹴けってシャノンの体が旋せん回かいする。右手の剣は自みずから滑すべり出るかのように抜き放たれ、最小の弧こを描いて切っ先を……
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「よせ、ファインベル！」


　フランキ伯爵の声に、錐刀ステイレツトを投げようとしていたファインベルの動きが止まる。その瞬間、初めてファインベルはラクウェルの右手がいつのまにか自分に向けられていたことに気付いた。


　まさか一瞬で魔法を起き動どうすることなどできまいが、いくら体術に優すぐれていても、この室内……閉ざされた空間で強力な攻こう性せい魔法でも使われれば、避よけようがない。避けられたにしても、フランキ伯爵を護ることはできまい。


「あんたって人は……」


　うめくようにしてシャノンは言った。


　刃はフランキ伯爵の首くび筋すじに切り込む直前で止まっていた。


　伯爵に動きはない。シャノンに背を向けて座ったまま、髪の毛の一本も揺らさず、平然としている。首に触れる刃の冷たさは、肌で感じているであろうに、そちらには視線さえ向けず、ただ手にした香茶のカップを見つめるその眼に、動どう揺ようや恐きよう怖ふの色はなかった。


「あんたって人は！」


「理想を信じるだけで生きてゆけるのなら、この世に戦争など起こりはしない。餓が死しする幼おさな児ごも、陵りよう辱じよくされる乙女おとめも、捨てられる老ろう婆ばもいないだろう。だからこそ我われ等らは常に選せん択たくを迫せまられる……もう一度聞くぞ。それは君にとって全てを捨ててまで行おこなうべき、価値のあることなのか？」


「価値があるとかないとか……」


　ぎり……とシャノンの口の中で歯が軋きしむ。


「そういうんじゃねえよ……そういうもんじゃねえだろうが！」


「では何だ？」


「……俺は……」


　足音が廊ろう下かに入り乱れる。


　争う気け配はいに気付いた使用人が、他の者たちを呼んだのだろう。


「シャノン！」


　ラクウェルの声に応じ、シャノンは跳躍して壁かべ際ぎわにさがる。ラクウェルは何事かつぶやくように唱となえていたが、弟が側そばに来た瞬間を見み計はからい、壁に手を向けて言った。


「神しん槍そうよ・貫つらぬけ！」


　その瞬間に魔ま導どう式しきが起動。彼女の手の中で収しゆう束そくした不可視の力が、そのまま壁に激突した。


　まるで最初からそういう形に切り抜かれていたかのように、壁の一部が円形に消しよう失しつする。絞しぼり込まれた強力な振しん動どう波はが、壁を構成する物質を塵ちりに帰したのだ。この魔法の前には如い何かに固い盾たてであろうと意味はない。鎧よろいを帯おびていれば鎧ごと、岩いわ陰かげに隠かくれていれば岩ごと破は壊かいされる。


　一級軍用攻性魔法〈神槍グングニル〉である。


　二人はそのまま穴あなをくぐって屋や敷しきの外へと走り出た。


「失礼します！」


　同時に、先ほどのメイドたちを先頭に、武器を携たずさえた使用人たちが部へ屋やになだれ込んでくる。メイドたちに限らず、この屋敷の使用人は、大なり小なり戦せん闘とう訓くん練れんを受けているのだ。その半数は、〈ロード・ブロッカーズ〉時代からフランキ伯爵に仕つかえてきた兵たちである。


「逃げたか……アルテア、バティル、右う翼よくへ展開、コリーン、ディアリエは渡り廊下を使って左さ翼よくから挟きよう撃げき、他の者は七番戦闘配置……」


　執しつ事じが指し示じを飛ばし、四人のメイドたちは一いつ斉せいに剣を抜く。


　だが……


「よい、追うな」


　気け怠だるそうな主あるじの声に、使用人たちの動きが止まる。何かを懐なつかしむような眼で、小さくなってゆく双ふた子ごの姿を見つめながら、フランキ伯爵は続けた。


「行かせてやれ」


「しかし、お館やかた様……」


「私にも……ああいう風に後先考えずに突っ走った時期があった。払った代価は大きかったがな」


　ファインベルや執事、それに古こ参さんの使用人たちが痛ましげな視線を主に注そそぐ。彼かれ等らはその『代価』が何であったか、よく知っているのだろう。


「彼等は、自分のツケは自分で払えるだろう。好きにさせてやればいい。それにあの二人、いくらお前たちでも、簡かん単たんには止められんだろう。さすがはユーマ・ナンブとキャロル・カスールの子らよな」


　ソファから立ち上がりながらフランキ伯爵は改あらためて室内を見回し……そして苦笑を浮かべながら人差し指で頰ほおを搔かいた。


「ま……何だな。早さつ速そくで悪いが彼等には代価を払ってもらうか。壁とソファの修理代金、ちゃんと計上して請せい求きゆう書しよを送っておくように」


「御ぎよ意い」


　こちらも苦笑で応じながら初老の執事は一礼した。




　第三章　廃棄王女の棺ひつぎ







「うーむ」


　自宅の庭先でパシフィカは悩なやんでいた。


　学校から帰ってきたはいいが、シャノンもラクウェルも案の定じよう、留る守す。何ど処こに行ったかも見当がつかない。まさかシャノンたちがいきなり伯はく爵しやく邸ていに忍び込みに行っているとはさしものパシフィカも想像の外ほかであった。


「このまま家で待ってるだけだったら、わざわざ早退した意味ないし。うーむ」


　考えるよりも先に行動してしまうのはパシフィカの悪い癖くせだ。もっとも彼女の場合、物事をあまり突き詰つめて考えないように、あえてしている部分もあるのだが。


「〈デザート・イーグル〉。シャノン兄にいたち、何処行ったか、知らない？」


　などと、丁ちよう度ど目の前を通りかかった雌めん鶏どりに尋たずねてみたりする。鶏にわとりは無論、答えるはずもなく、ただやたらと悪い目つきでパシフィカを一いち瞥べつしただけだ。


「むか。何よ、その態度は。飛べない鳥類のくせにちょっと生なま意い気きよ。悔くやしかったら赤ちゃん産んでみなさい」


「けっ」


　鼻で笑うように一声鳴くと、〈デザート・イーグル〉はとてとてと庭を歩み去っていった。


「むう。いつか空から揚あげにしておいしく食べてやるわよ……と。それはともかく……とりあえずその辺ぶらぶらしてみようか」


　などと非建設的な方ほう針しんがまとまったところで、パシフィカは家を出た。


「パシフィカちゃん」


　裏口の鍵かぎを閉めていると、その背中に声をかける者がいる。振り返って見ると、中肉中背の中年男が一人、困こまったような表情を浮かべてこちらに歩いてくるところであった。


「あ、ウエッソンさん」


　顔見知りだ。ミユティエの父で、同じ街まちに住む大だい工くである。名はダン・ウエッソン。時折、道具の修理をカスール商店に持ち込んだりするので、パシフィカとも面識がある。


「どうしたんですか？　声が、変ですよ？」


「ちょっと風か邪ぜをひいてなあ」


　ウエッソンは軽く咳せき払ばらいをして言った。


「大変ですね。養よう生じようしなくちゃ」


「そうしたいのは山々なんだが、色々と仕事がたまっちゃってなあ。しかし……君らの方こそ、この間は大変だったね」


「もう済すんだことですし」


　パシフィカは首を振った。父の死は確かに大きな傷を彼女の内に残してはいたが、いつまでもそれに引きずられているわけにはいかない。


「そうか。偉えらいな。まあ、それはそうと……お店はどうすんだい？」


「シャノン兄が後を継つぐかとは思うんですけど……在庫なんかは父が一人で管理してましたし、まだ店の中の整理ができてなくて」


「そうか……いや、困ったな。ちょっと修理を頼たのんでた道具があったんだがな。急に要いるようになってさ。修理は途と中ちゆうでもいいから返してほしいんだが……」


「ごめんなさい、私じゃ店のことは……今、シャノン兄もラクウェル姉ねえも出かけてて。私も探さがしてるんですけど」


「ああ、そういやシャノン君は、ここにくる途中で見かけたなあ。急いでるみたいだったから、声かけられなかったが」


「見たって……どこで？」


「リチャードソン通りを北側に歩いていったみたいだがね」


　リチャードソン通り。今は比ひ較かく的人通りの少ない街がい路ろである。元々はフランキ家の古こ城じようへと続く主要道の一つだったのだが、現伯爵が今の邸宅に移ってからは、急速に寂さびれている通りだ。


「シャノン兄ったら、あんなところで何してるんだろ……ラクウェル姉は一いつ緒しよでした？」


「いや、俺もちらっと遠くから見ただけだから。見たような気もするがなあ」


「そう……ですか。うーん」


「行ってみるかい？」


　中年男は気さくに言ってくる。


「そうですね。何もせずに待ってるよりはいいかも」


「よっしゃ、じゃあ早さつ速そく」


　微笑ほほえんでウエッソンは歩き出した。








　殺し屋たちが街の中にいる。


　相手があくまで『暗殺』にこだわる以上、学校の中までは仕掛けてこないだろう。人目がありすぎるし、部外者はひどく目立つ場所だ。


〈廃棄王女〉に関する限り、事を秘ひ密みつ裏りに運ぶのが雇やとい主ぬしの……つまりは王おう宮きゆうの意い向こうであるはずだ。ならば狙ねらうのは下校時。


　そう判断してパシフィカを迎むかえに行ったシャノンたちは、パシフィカが既すでに早退してしまったことを知らされた。


「気分が悪くなったと言って」


　シャノンたちの格かつ好こうをじろじろと不ふ審しんそうに眺ながめながら、女教師は言った。


　二人とも申し訳わけ程度に外がい套とうを着てはいるが、その下に帯おびた戦せん闘とう装そう備びを隠かくし切れるものではない。特にシャノンの硬こう革かく鎧よろいは、全身防ぼう御ぎよ型の板ばん金きん鎧ほどではないにせよ、かなり目立つ。これに長剣など携たずさえているものだから、怪あやしさ満まん載さいである。教師と顔見知りでなかったら、人さらいや強ごう盗とうの類たぐいと間ま違ちがわれていたかもしれない。


「帰ったって……いつ？」


　つかみ掛からんばかりの勢いきおいで尋たずねるシャノンに、若じやつ干かんひるんだように身を引きながらも、教師は一いつ瞬しゆん思案してから答えた。


「昼前だったかしら。そう時間は経たってないと思いますけれど」


「そうですか、お邪じや魔ましました！」


　慌あわてて出て行こうとするシャノンたちに教師は思い出したように声をかけた。


「そういえばカスールさん、最近パシフィカさんの算術の成せい績せき、下がってますよ。ちゃんと毎日、一日一グロックほどは算術の勉強しておくように、ご家族からも言っておいてくださいね」


「まあ、そうですの。すいません、ちゃんと言っておきます……」


「悠ゆう長ちように会話してんじゃねえっ！」


　律りち義ぎに立ち止まって言こと葉ばを返すラクウェルの襟えり首くびを引っつかむと、そのままシャノンは彼女を引きずるようにして校舎から出ていった。


「……何かあったのかしら」


　と首を傾かしげるが……すぐに教師の意識は帰宅後、どうやって喧けん嘩か中の夫と和解するかという難問に占しめられ、カスール兄姉妹きようだいのことなど脳のう裏りから消しよう滅めつしていた。








「シャノン兄にい、こんなところに何の用なんだろ？」


　つぶやきながらパシフィカはその廃はい城じようを見上げる。


　相当古いもので、聞いた話では、確か建築されてから六百年近く経たっているということだ。元が頑がん丈じよう極きわまりない代しろ物ものなので、永なが年ねんの風ふう雪せつに耐たえてその威い容ようを保ってはいるが、蔓つる草くさはあちこち無む秩ちつ序じよに伸のび放題、石いし壁かべの亀き裂れつにはびっしりと苔こけが生はえ、門から建物に至いたる地面には、分け入る隙すきもないほどに雑草が繁はん殖しよくしている。


　完全に廃はい墟きよだ。建物にも気け配はいというものがあり、それは中に暮くらす人々の生活の匂においでもある。それがなくなったとき……その胎たい内ないに護まもるべき人間に見み捨すてられ、去られたとき、建物はその存在理由とともに気配を失う。別の言い方をすれば……そのとき、建物は死ぬのだ。


「用はないと思いますよ」


　後ろからウエッソンが声をかける。


　その口く調ちように何か嘲あざけるようなものを感じ取って、パシフィカは振り返った。


　顔見知りの大だい工くは笑っている。他人を見み下くだすような……嫌いやな笑い方だ。


「ウエッソンさん？」


「用があるのはシャノンではなく私です。そしてここに用があるのではなく、君に用があるのですよ」


「まさか……！」


　瞬しゆん間かん的に悟さとる。


　パシフィカもシャノン同様、自分の出しゆつ自じや、それにまつわる物事を完全に信用していたわけではなかったのだ。


　これまで十四年、普ふ通つうの庶しよ民みんの娘むすめとして暮らしてきたのだ。今いま更さら、自分は王女であったなどと告げられても、実感など湧わくはずもない。まして自分が殺し屋に命を狙ねらわれているなどと……十四歳の少女に自覚しろというほうが無理だろう。


　だが……


「可愛かわいいですねえお姫ひめ様さま。人を疑うってことを知らないのか、私の演技が上う手まかったのか……何にしても可愛いですよ。馬鹿ほど可愛いものはない。なんてったって、私の思う通りに踊ってくれる」


　ウエッソンの姿が揺れる。


　見知った大工の容よう姿しは風景の中で歪ゆがみ、溶とけ、その背はい後ごから一回り大きな、肥ひ満まん気味の男の姿が浮かび上がってきた。


　幻げん影えい系魔法〈幻城ウートガルザ〉にはこういう使い方もあるのだ。


「あんたは……！」


「改あらためて自じ己こ紹しよう介かいしましょうか。私は通称、〈ビッグ・ノイズ〉。君の義理の父親を殺した職エ業リ的ミ殺ネ人ー者タ……まあ俗な言い方をすれば、殺し屋ですね」


「…………！」


　青ざめてパシフィカは一歩、下がる。


　意識しての動作ではない。彼女の背にはただ廃はい棄きされた城がひっそりと建たっているだけだ。


「あんたが……あんたが父さんを……」


「まあこっちも君の親おや父じさんに七人も殺されましたからね。お互たがい様でしょう？　金で集めただけの消しよう耗もう品ですがね」


　男は不器用な仕し種ぐさで片目をつぶってみせた。洒落しやれた仕種のつもりなのだろうが、まったく似に合あっていない。


「君はね、〈廃棄王女〉なんですよ。知ってましたか？　君が生きていては都つ合ごうが悪い人がたくさんいるんです。だから、君は死ななくてはならない」


「そんな……」


　唐とう突とつに襲おそってくる悪お寒かんを堪こらえながら、パシフィカは叫さけんだ。


「そんな……勝手な理り屈くつ！　嫌いやよ、私は……」


「残念ながら、人の生き死にに、個人の意志はさして問題とならないのですよ。死にたくないといえば、殺された私の仲間や、君の親父さんも死にたくはなかったでしょうねえ」


「…………！」


「でも君が生きている限り、死人は出るのですよ。君は、存在自体が『罪つみ』なのだから」


　パシフィカは足あし下もとが崩くずれてゆくような感覚を覚おぼえて、よろめいた。


「次は君の兄さんかな？　姉さんかな？


　それともお友達かな？　誰だれでしょうね？」


　自分が生きている限り死人が出る。


　自分の存在が死を呼ぶ。


　父もそのせいで殺された？


　あるいはミユティエや他の友達や……シャノンやラクウェルまでも？


　それはとてつもなく恐ろしい想像だった。


（……私、何もしてないよ。何もしてないのに。どうしてそんなことになっちゃうのよ？）


　それとも。


　嫌な考えが脳のう裏りをすぎる。


（私が……生まれてきたことそのものがいけなかったの？）


「そうです」


〈ビッグ・ノイズ〉はパシフィカの内心を読み取ったかのように嘲ちよう笑しようを浮かべて言った。


「君は生まれてくるべきではなかったのですよ。君を受け入れてくれる場所はこの世界のどこにもありません。なんといっても君は、あの〈聖グレンデルの託たく宣せん〉が世界を滅ほろぼす邪じや悪あくと断じた〈廃棄王女〉なのですから」


「…………」


　パシフィカは唇くちびるを嚙かんでその言葉の鋭するどさに耐たえた。


　今まで故意に考えないようにしていた。考えないで済すんだ。シャノンやラクウェルが、今まで通りに接してくれていたから。


　パシフィカにとって、父と母と兄と姉が現実そのものだった。彼かれ等らが受け入れてくれるから、パシフィカは生きてこれた。何者であるよりもまず自分は彼等の娘であり、妹だった……たとえ血がつながっていなくても。


　だが。


　母が逝いき、父が逝った。それも父は自分という存在のせいで。そして兄や姉さえ、危険にさらしている。


　足下が崩れてゆく。


　パシフィカ・カスールという人間を定さだめる輪りん郭かくが崩れてゆく。この上、兄や姉を失ったら、自分には何も残らない。自分が何者であるかさえ見失ってしまうだろう。


「もう君はパシフィカ・カスールとして生きてゆくことはできないのですよ。君は名も許されなかった生きる禁きん忌き、捨すてられた子供、それ以上でもそれ以下でもない……だから私が用意してあげましょう」


〈ビッグ・ノイズ〉の声はむしろ優やさしげだった。


「〈廃棄王女〉としての存在理由を。〈廃棄王女〉としての器うつわを。そして〈廃棄王女〉としての棺ひつぎを。君はもう、自分が何者かで悩なやむ必要はなくなるのです」


　それは……馬鹿げた話だとは分かってもいたが……魅み力りよく的な話にも思えた。


「何も今すぐに死ねと言っているのではありませんよ。君の〈廃棄王女〉としての存在にも、使い方によっては価か値ちがあるのです。君を棄すてた王室に対する復ふく讐しゆうにもなります。悪い話ではないと思いますがね？」


　ぬけぬけとそう言う〈ビッグ・ノイズ〉。


　パシフィカはさらに一歩、下がった。


　魅力的だ。とても魅力的な提案だとは思った。世界から疎うとまれ、過か去こも未来も絶望の暗黒に押しつぶされそうな身にとって、それは麻ま薬やくのように退たい廃はい的で、しかし抗あらがい難がたいほどに蠱こ惑わく的な申し出ではあった。


　だが……


「嫌いやよ……嫌」


　それはパシフィカ・カスールとして生きてきた十四年間を根こそぎ否ひ定ていすることになる。


　両親が、兄が、姉が自分に注そそいでくれた愛情も、共ともに重ねてきた日々の思い出も、全すべてが無に帰する。


　いや、それは今いま更さら、避けられないことかもしれないが……自分からそれを認めるのは嫌だった。断じて認めてはいけない気がした。


「そうですか」


　残念そうに……心底から残念そうに〈ビッグ・ノイズ〉は言った。


「では仕方ないですね。自みずから協力してくれた方が色々と都つ合ごうもよかったのですが……精神制せい御ぎよの魔法を使わせてもらいますよ。それも二度と解とけないきつーいやつをねえ」


　精神制御系の魔法には幾いくつか種類があるが、中でも恒こう久きゆう的に被法者の精神を拘こう束そくする種類のものは、魔ま導どう式しきを自分の中で起動せず、直接相手の意識の中へ刷すり込む。


　無論、元々魔導士としての才能もなく、魔法に対して意識領りよう域いきを割さく訓くん練れんを受けていない人間に、無理矢理そういった魔法、しかも常に意識の一部を占せん有ゆうする常じよう駐ちゆう型がたの魔法をかければ……それはもう本人の意識と溶とけ合って、解かい除じよできなくなってしまう。最悪、自じ我がが崩ほう壊かいし、ただ操あやつり人形のごとく、命令通りに動くだけの、廃はい人じんになってしまうだろう。


「さあ……」


　伸のびてくる殺し屋の手。


　それは暗い世界へと少女を誘いざなっていた。


「嫌っ……！」


　太った殺し屋を大きく迂う回かいするようにして走り出す。何とか街まちへと戻もどれば……


「……炎ほのおの杖つえよ・その権けん勢せいを・ここに示せ」


　爆発を伴ともないながら、パシフィカの目の前に、高々と火か炎えんが噴ふき上がる。その衝しよう撃げきで少女の身体からだは軽々と宙に舞まった。


「きゃうっ……！」


　予あらかじめパシフィカが逃げると判断して、先に呪じゆ文もんを唱となえはじめていたのだろう。


　密に生おい茂る草に受け止められたので、衝撃の大半は吸収されていたが、それでもパシフィカは地に叩たたき付けられた一いつ瞬しゆん、呼吸ができずに苦しみもがいた。


「おやおや。どこに行こうというんですか？」


〈ビッグ・ノイズ〉が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。


　殊こと更さらに余よ裕ゆうを見せつけるようなその足取りは、傷ついた獲え物ものを嬲なぶりながら狩る加か虐ぎやく趣しゆ味み者のそれであった。


「君にはもう帰るべき場所なんてないんですよ。君はたった一人だ。誰も君を護まもってはくれない。誰も君を受け入れてはくれない。全世界が君の敵だ。パシフィカ・カスールなんて人間は元からいなかったんですよ。いたのは名前なき〈廃棄王女〉のみ。いやあ、寂さみしい話ですねえ？　あはははははは！」


「そんな……こと……な……い……」


　喘あえぎながらもパシフィカは言い返す。


「そんなこと……ないもん……」


　よろよろと少女は起き上がり、迫せまり来る殺し屋に背を向けて駆かけ出した。それは他人から見れば歩いているのと大差ないような速さではあったが……


「ははははは！　そっちは行き止まりですよ？　馬鹿ですねえ？　あはははは！」


　殺し屋が目の前の城に自分を追いつめようとしているのは分かっているが、他に選せん択たく肢しはない。何より、このまま殺し屋の戯たわ言ごとを聞いているのは耐たえ難がたい苦痛だった。


「そんなことない……！」


　ただひたすら耳みみ障ざわりなその笑い声から逃のがれようと……痛みに引きつる身体を引きずってパシフィカは、草深い廃はい城じようへと逃げ込んだ。








　薄いまどろみの中で彼は想おもい出す。


　愛いとしい愛しい娘むすめリンシア。彼のたった一人の家族。彼女がまだ健康であった頃ころのことを想い出す。


　彼と同じ亜あ麻ま色いろの髪かみ。妻つまと同じ蒼あおい瞳ひとみ。すぐ拗すねてむくれるところには困こまったが、笑うと輝かがやかんばかりに愛らしい子だった。親の欲目を差し引いてもかなりの器き量りよう良よしだと思う。


　だが、思えば不幸な子だった。


　母親は彼女が一歳にもならないときに死んだ。美しいが、ひどい女だった。彼が留る守すがちなのを良いことに、六つも歳とし下したの男と不ふ義ぎ密みつ通つうを繰くり返し、そしてある日、書置も残さずにまだ赤ん坊だったリンシアを置いて、家を出ていったのである。


　怒いかり狂った彼がその不ふ貞ていの相手と妻を見つけ出し、刻きざみ殺すまでにはわずかに一週間しかかからなかった。


　以来……娘には母は病気で死んだと教え、彼は持てる愛情の全すべてを注そそいで育ててきた。たとえ世界中が敵に回ったとしても、彼は娘を護まもるためなら平然と戦たたかったろう。


　しかし。


　いくら彼でも病気と戦う術すべはなかった。


　たった五歳。この世に生まれてたった五年。


　それだけで彼の娘は死病を宣せん告こくされた。治ち療りよう手段はないに等ひとしいという。病びよう原げん菌きんなどによるものではなく、彼女が生まれながらに持っていた病気の元が顕けん在ざい化かしたのだ……と診しん療りようにあたった医者は言った。


　父から受け継ついだ血の中にそういう要素があったらしい。それが病気として発現するかどうかは個人差があるらしいが……何にしても、元が彼女自身の身体からだにあるのだから、どうしようもない。


（これが俺おれの罪つみか？　罰ばつなのか？　確かに俺は人殺しだ。天てん罰ばつというなら甘あまんじて受けよう。だが娘に何の罪がある？　なぜリンシアが罰を受けねばならない？　答えろ、神でも悪あく魔までも、誰でもいい、答えてくれ！）


　唯ゆい一いつの手段は、魔法により、その人格を丸ごと別の健康な人間の身体に移すことだった。


　だがそれは過去に数例しか成功例がない上に、大陸のどの国でも厳げん重じゆうに禁じられている邪じや法ほうである。そして何よりもそれは、リンシアと同い年の少女を、リンシアの新しい身体として、生いけ贄にえに捧ささげるということを意味した。


　だがそれでも彼に他の選せん択たく肢しはなかった。


　愛し、信じた女に裏切られ、また運命の神にさえ裏切られて我わが娘を失う……そんな現実に彼が耐たえられるはずもなかった。


（護る。どんなことをしてでも……悪魔と謗そしられようが、地じ獄ごくに落ちようが、娘は俺が救う。救わずにおくものか！）


　彼は眼を開く。


　数日前から根ね城じろにしている旧フランキ伯はく爵しやく城の一室である。


　傍かたわらにはリンシアがいる。もう彼に家はない。金を作るために売ってしまった。以来こうして、娘を連れ、仕事をして流る浪ろうする生活が続いている。


　だがもうすぐだ。もうすぐ裏で一流の魔ま導どう士しを必要な人数、雇やとえるだけの金が貯たまる。そうすればこんな生活も終わる。また、リンシアは笑ってくれる。可愛かわいい声で彼の名を呼んでくれるに違いない。


「リンシア」


　呼んでも返事はない。残ざん酷こくな静せい寂じやくだけが返ってくる。だが今はそれに甘んじよう。この愛いとしい娘を救うためなら、どんなことであろうと喜んで受け入れよう。


　彼はそう決めていた。


「リンシア」


　今日も虚むなしく彼の娘を呼ぶ声が虚こ空くうに消える。それが絆きずなであるかのように、頑かたくなに呼び続ける。


　だが答えは返らない。


　決して返ってはこなかった。








「畜ちく生しよう、あの徘はい徊かい性しようボケ娘、どこ行きやがった？」


　家の扉とびらを叩たたいてシャノンは叫さけんだ。


　家にパシフィカの姿はない。近所の者が、中年男と連れ立って歩いてゆくのを見たと言うが、どこに行ったかまでは分からない。


「ラクウェル、広域探査魔法エクスプローラは……」


「いくらなんでも広域探たん査さの魔法は一人じゃ無理よ……」


　ラクウェルは既すでに自分にできる探査系の魔法は試ためしている。だが、彼女の探査可能範はん囲い内にはパシフィカの反応はなかった。


　広域探査の魔法は、中心となる魔導師とは別に、それを増ぞう幅ふくする魔法を担当する別の魔導師が必要となる。ラクウェルは並みの術者ならば三人分にも匹ひつ敵てきする魔力を……厳げん密みつにいえば魔法操そう作さの意識容量を持っているが、それでもこの広い都市からたった一人の人間を発見することは不可能だ。


「俺が補ほ助じよしてもか？」


「探査系の魔法は操作が厳密だから、シャノンでは無理よ。大体、まだパシフィカが誘ゆう拐かいされたと決まったわけじゃ……」


「平然と言ってんじゃねえ！　おまえは心配じゃないのか？」


「……私が焦あせってないとでも思ってるの？」


　むしろ悲しそうな声にシャノンは口をつぐんだ。


「……すまん」


「シャノン……もしかして、伯爵様に言われたことが気になってるの？」


「そうじゃない、そうじゃないんだ……」


　シャノンは拳こぶしを壁かべに打ちつけながら言う。


　違う。迷まよってなどいない。妹を護まもる。ごく当たり前のことだ。迷うはずなどないではないか。誰だれが何といおうと、血がつながっていようがいまいが、パシフィカは自分の妹だ。それを護るのに理由などいるものか。


　だが……


「失礼します」


　不意に声がカスール家に流れ込む。


　開け放はなしたままの裏口から、悠ゆう然ぜんと一人の女が入ってきた。その姿を見た瞬しゆん間かん、シャノンとラクウェルは身み構がまえる。


「今回は事を荒立てに来たのではありません」


　ファインベルは無表情に言った。


「届とどけものです」


　ファインベルが懐ふところから取り出したのは、一枚の紙である。


　請せい求きゆう書しよだ。彼かれ等らが壊こわした壁と、ソファがその品目として記しるされている。


　それを見たシャノンの額ひたいに青あお筋すじが浮かんだ。


「……今取り込んでてな。あんまりふざけたこと言われると、ぶん殴なぐりたくなるんだ」


「物ぶつ騒そうですね。では殴られないうちに私は退散するとしましょう」


　ファインベルは手近な棚たなの上にその請求書を置き、そのまま回れ右をすると裏口をくぐって出てゆく。


　遠ざかるその姿に逆さからうように、声だけが漂ただよってきた。


「そうそう。一つ伝言があるのを忘れていました。何やら最近、旧フランキ城の中に出入りしている者がいるようなので、昨夜からうちの執しつ事じが管理用に探査結けつ界かいを仕掛けたのですが……先ほどそれに反応があったようです。侵しん入にゆう者しやは三人。その内、一人は十代半なかばの女の子の反応だったそうです」


「…………！」


「確かに伝えましたよ」


　慌あわててファインベルを追おうとシャノンは外に出たが、そこで家の外がい壁へきに立て掛けてあるものに気づいた。


　一振りの剣……いや、違う。


　刀かたなだ。厳げん密みつには太た刀ちと呼ばれる大型刀。


『重要参考物品返へん却きやく票ひよう』と書かれた書類が一枚、紐ひもで鞘さやに結びつけられている。書類の端にはフランキ伯爵家の印章が押されていた。


「親おや父じの……？」


　恐らくは、ユーマ・カスールが死の間ま際ぎわまで握っていた……いや、死してなお握りしめていたであろう武器である。


　彼が娘を守るために駆く使しした、武器。


　それを手に取りながらシャノンは吐はき捨すてるようにように言う。


「返すなら素す直なおに返せ、ひねくれ者」


「シャノンに言われたらおしまいよ」


　苦笑混じりにラクウェルが言った。








　城の中は外見ほど荒こう廃はいしてはいなかった。


　元より石材や煉れん瓦がを多用し、戦争にも供されるのを前提に造つくられた城という建造物の頑がん強きようさは、民家の比ではない。


　無論、内装はあちこ剝はがれ、あるいは汚れきって、最も早はやかつての栄えい華がなど断片もうかがえないが、建造者の財力権力を見せつけるかのようなその広さは、今も昔も変わらない。


　棄すてられた城。


　堅けん牢ろうすぎるが故ゆえに、その屍しかばねをさらし続ける巨大な廃はい墟きよ。


「〈廃棄王女〉には相応ふさわしいですねえ」


　どこからか〈ビッグ・ノイズ〉の声が流れてくる。固い壁かべに何度も反はん響きようしているので、方向は無論、距きよ離りさえ見当がつかない。


　どうせ子供一人、逃がしはしないと思っているのだろう。悔くやしいが正しい判断だ。


　一応、パシフィカも簡かん単たんな護ご身しん術は父に習ならったことがあるが、殺し屋、しかも魔ま導どう師しに追われて逃げ切るだけの能力はない。立ち向かうなどもっての他だ。


「しかしお姫ひめ様さま、気をつけたほうがいいですよ。あちこち傷いたんでいるから、思いもよらないところが崩くずれたりする」


　その台詞せりふが終わらぬ内に。


　轟ごう音おん。


　石造りの建物が震ふるえ、ばらばらと天てん井じようから剝はく離りした漆しつ喰くいが降りかかる。恐らくは攻こう性せい魔法であろう破は壊かい音おんは、パシフィカを押し包つつむように響ひびいた。


　思わず声を上げるパシフィカ。


「きゃっ……！」


「おやおや大だい丈じよう夫ぶですか？　大人おとなしくじっとしていてくだされば、私としてもすぐに駆かけつけて、可愛かわいい操あやつり人形にして差し上げるんですがねえ」


「…………」


　パシフィカは唇くちびるを嚙かんでこれ以上悲ひ鳴めいを出さないと内心誓ちかいながら、できるだけ足音を響かせないように進む。


　再ふたたび爆音。


　今度は声を漏もらしたりはせず、パシフィカは転ばないように注意して歩きながら、必死で思考を巡めぐらせていた。


　何とかここから出て街まちの中心へ逃げねばならない。敵はあくまで暗殺者だ。人目のあるところまで逃げれば、彼かれ等らも容よう易いには手を出してこないだろう。


　だが……出口が見当たらない。


　獣けものや浮ふ浪ろう者しやが入り込むのを防ぐためか、窓の類たぐいにはいずれも必要以上の頑がん丈じようさで木材が釘くぎ打うちされているし、傷んでいるとはいえ、壁はパシフィカごときが壊こわせるものではない。これだけの巨大さながら、この城はいわば一つの密室であった。


　不幸中の幸さいわいというか……窓の木材の隙すき間まからは陽光が漏れてくるので、中が完全な暗くら闇やみになることはない。とりあえずある程度眼をこらせば、見通しはきく。


（どこかへ隠かくれてやりすごせば……）


　そうすれば、そっと入ってきた唯ゆい一いつの出入り口へと引き返せる……そうも思ったが、見つかれば終わりだ。二度も見み逃のがしてくれるほど、〈ビッグ・ノイズ〉も悠ゆう長ちような性格ではあるまい。


　となれば……


（シャノン兄にいたちが来てくれるまで逃げ回って、何とか持ちこたえないと）


　ごく当たり前のことのようにそう思ってから……不意に、不安になる。


　本当に来てくれるだろうか？


　客観的に見れば、シャノンたちにとってもパシフィカは疫やく病びよう神がみだ。そもそも命懸がけで殺し屋と戦たたかって彼女を守り抜かなければならない理由はどこにもない。


　それまでは自分と兄や姉との関係を疑ってもみなかった。いや、やはり考えないようにしていたのかもしれない。


　自分の居場所が、実は砂さ上じようの楼ろう閣かくであるということを意識しないために。


（来てくれる……よね？）


　兄や姉を危険にさらすのは恐ろしかった。でも、もう二度と彼等に会えなくなるという想像はもっともっと恐ろしかった。たまらないくらいに哀かなしくて寂さみしくて、切せつなかった。


　シャノン。


　ラクウェル。


　どんな時でもパシフィカが困こまっていると、いつのまにか側そばに来て助けてくれた。シャノンはいつも面めん倒どうくさそうにしていたが、それでも必ず助けてくれた。ラクウェルはあんまり頼たよりにならないように見えて、しかしいざとなると何の躊ちゆう躇ちよも示さずに全身でパシフィカを護まもってくれた。


　だが。


　それは何な故ぜだろう。


　分からない。助けてくれると思う。でもそのことに対してはっきりとした理由を見つけられない。ひょっとしたら、明あ日すには愛あい想そうを尽つかされているかもしれない。


　実の親だって我わが子を捨すてる。


　時には我が子を殺す。


　ならば赤の他人が命懸けでパシフィカを護らねばならない理由は、どこにもないではないか。


　全すべては幻まぼろしかもしれない。


　何の疑問もなく当然の如ごとく送っていた家族四人の暮くらしが、ある日突然、終わってしまったのと同じく。


　彼等に期待を寄せるのは浅ましいと思う。厚かましいとも思う。


　しかし。


（でも……信じてるもん。信じてるったら信じてるんだからね。来なかったら怨うらんで七代祟たたるわよ、シャノン兄にい、ラクウェル姉ねえ！　枕まくら元もとに立って毎晩歌うからね！）


　無茶苦茶な思考展開でとりあえず沈みがちな思いを何とかごまかし、パシフィカは先に進む。


　ちなみに彼女はひどい音おん痴ちである。特に音楽が趣しゆ味みのシャノンなどは、聞かせてやると面おも白しろいように苦く悶もんする。パシフィカの場合、それを自認していて、脅おどしの種たねなどに思い浮かべるところが、潔いさぎよいというかたくましいというか……


　それはともかく。


　城の中は複雑な構造をしているが、選ぶべき分ぶん岐きはそう多くなかった。逃げ続けようと思えばどこかの部へ屋やに入り込むわけにはいかないし、通路によっては通れないように木材で塞ふさがれているところもあった。


　つまりは逃とう走そう経路も自然と限られてくる。


〈ビッグ・ノイズ〉もそれが分かっているから、わざわざ嬲なぶるような真ま似ねをして楽しんでいるのだろう。


（このままじゃ……あれ？）


　薄暗い城の廊ろう下かに、白い光が差し込んできている。他の木材の隙すき間まから漏もれてちまちまくる陽光ではない。


（出口……！）


　水底で溺おぼれる者が何も考えずに水面を求めるように、パシフィカは思わずその中に飛び込んだ。


　広い部屋だった。


　礼れい拝はい堂どうか何からしい。壁には大きなステンドグラスが埋うめ込まれているが、ほとんどは砕くだけ落ちている。祭さい壇だんらしい一段高くなってる場所をのぞけば、後はただひたすら平へい坦たんな床ゆか。それだけだ。家具調度品の類たぐいは根こそぎ持ち出されている。


　そして。


　ステンドグラスの下、一人の男が祭壇に座すわっていた。


　青と白の縞しま模も様ようの外がい套とうを着た男だ。薄汚れたその衣い装しようの上からでも、異様なほどに瘦やせているのが分かる。


　男は半なかばこちらに向いている背中を丸め、何かを抱いていた。まるで赤ん坊をあやすようにその腕の中のものを男は大事そうに、優やさしく揺すっている。


「あ……」


　パシフィカは声が出ない。


　あまりにも場違いな人間だった。状じよう況きようからすれば、〈ビッグ・ノイズ〉の仲間なのかもしれないが……


「……来たか、〈廃棄王女〉」


　陰いん惨さんな響ひびきを帯おびたその一言で、パシフィカは退路が完全に断たれたのを知った。


「だ……誰？」


　間抜けな質問だとは思ったが、他に出てくる言葉もない。


「我が名は〈罪人コンヴイクト〉。だが、覚おぼえる必要は、ない」


　そう言うと〈コンヴィクト〉はゆらりと立ち上がった。


　光の中に、彼が抱いていたものが露あらわになる……


　一瞬、パシフィカはそれが何なのか分からなかった。


　いや……分からなかったわけではない。分かろうとする心の動きを、本能が一瞬制したのだ。


　そして。


　じんわりと遅ち効こう性せいの毒どくのような理解が、心に広がってゆく。


「──っ！」


　声にならない悲ひ鳴めいが礼拝所の空気を叩たたく。


〈コンヴィクト〉が大切に大切に抱いていたもの。


　それは……半ば腐くさりかけた、小さな子供の死体であった。








〈ビッグ・ノイズ〉は遊びが終わったのを知った。


　あの悲鳴は多分、〈コンヴィクト〉と出会ったために出たものだろう。リンシアを……〈コンヴィクト〉の『愛まな娘むすめ』を見たのならば無理もない。


　念のためにさっさとパシフィカに追いついておいた方がいい。〈コンヴィクト〉の怒いかりに触ふれるようなことをパシフィカが口走れば、彼は有う無むを言わさず彼女を八つ裂ざきにするだろう。


　歩調を速めて歩き出す。


　その足元が閃せん光こうを発したのは次の瞬間であった。


「…………！」


　噴ふき上がる炎ほのお。


〈ビッグ・ノイズ〉は咄とつ嗟さに身を投げ出して炎を避よけた。炎は天てん井じようにまで達し、その膨ぼう大だいな熱量に膨ぼう張ちようした空気が、ごおごおと低く鳴めい動どうする。


　間ま違ちがいない。先ほど彼が使ったのと同じ軍用攻性魔法の一つ〈炎杖レーヴアテイン〉だ。もっともその威い力りよくは今の一撃の方が遥はるかに大きいが。


　振り返った〈ビッグ・ノイズ〉は、薄うす闇やみの中に立つほっそりとした娘の姿を見て、うめいた。


「ラクウェル……カスール！」


「殺し屋さん……ですね」


　ラクウェルはそれこそ近所の酒さか屋やか何かに話し掛けるような口く調ちようで言う。緊きん張ちよう感というものを知らない単なる馬鹿か、それとも自分の能力に絶対の自信を持っているのか。


「申し訳わけありませんけど、再起不能になってもらいますね」


　淡たん々たんとした声。間ま延のびしてすら聞こえる。だがそこには相手を倒す決意とか、相手に対する威い嚇かくといった響きはない。まるで、もう決まった予定を語っているかのようだった。


「ふざけてもらっては困こまりますね」


　薄く笑いながら〈ビッグ・ノイズ〉は言った。


「私も職業的暗殺者、相応に荒あら事ごとを経験してきた魔ま導どう士しです。素人しろうと娘に後おくれを取るような……」


「炎の民たみよ・踊れ」


　爆音が〈ビッグ・ノイズ〉の声を吹き飛ばした。


　本人も、足元に炸さく裂れつした炎と衝しよう撃げき波はに吹っ飛ばされて宙を飛び、壁かべに叩きつけられる。


「な……」


　激痛に言葉が途と切ぎれる。


「なんだと……？」


「炎の民よ・踊れ」


　軍用攻性魔法〈炎陣ムスペル〉。


　繰くり返される爆発が、立ち直る暇ひまもなく〈ビッグ・ノイズ〉を吹っ飛ばした。


「炎の民よ・踊れ」


　さらに爆発。


「ちょ……ちょっと待てえええええええ！」


　起き上がる間も許されず、悲鳴混じりの声を残して、ごろごろと殺し屋は廊ろう下かを転ころがってゆく。


「バ……連動式起動呪文バツチスペルだとおおおお？」


「はい」


　散歩するような足取りで殺し屋の後を追いながらラクウェルが頷うなずいた。
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　魔法は呪文詠えい唱しようを必要とする。それはどうしようもない大前提だ。呪文なしに魔法が発動することはありえない。


　だがその詠唱時間は、魔導士にとって致ち命めい的てきとも言える隙すきを作る。攻撃の決定からそれを実行に移すまでの時間がかかりすぎるのだ。


　呪文そのものを省しよう略りやくすることはできない。故ゆえに魔法というものがこの世界に生まれてから、その詠唱時間を可能な限り短たん縮しゆくする試こころみが幾いく度どとなく繰り返されてきた。


　連動式起動呪文バツチスペルは、その一つの研究成果といえる。


　予あらかじめ詠唱しておいた呪文を発動直前の状態で凍とう結けつ、圧あつ縮しゆくして意識の底に保存しておくのだ。いざその魔法が必要となると、予め登とう録ろくしておいた言葉で仮か想そう意識を展開、その中で魔法を連れん鎖さ的かつ高速で起動させる。


　無論、これは正当な起動方法ではないため、その無茶を通せるだけの魔力……正確には本ほん来らいの魔法と、仮エ想ミ制ユ御レ意ー識タ展開の魔法、つまり二種の魔法の重複起動ダブル・タスクに耐たえられるだけの意識容量が必要となる。これが足たりない人間が行おこなうと、自じ我が崩ほう壊かいを起こす危険な技法でもあるのだ。


「軍の魔導士でも使えるのは五十人に一人もいないんだぞ？　貴き様さまのような素人しろうとの小娘が……」


「炎の民よ・踊れ」


「待……」


　問もん答どう無む用ようで発生する爆ばく裂れつに、四度吹き飛ばされる〈ビッグ・ノイズ〉。手も足も出ずにひたすら飛ぶだけ。他に、彼にできるのはせいぜいが悲鳴をあげることくらいである。


「だああああああああああああっ！」


　元々〈炎陣〉は大多数で攻せめてくる敵軍に対して使うべき能動的防ぼう御ぎよ魔法である。爆裂の破壊力密度そのものは、対人殺傷用の攻性魔法に比くらべると低いが……それでも直撃を食らうと死ぬし、余よ波はを受けるだけでもかなり痛い。それはもう、無茶苦茶に痛い。炎であぶられた上に、棍こん棒ぼうでタコ殴なぐりされているのと変わらないだろう。


「炎の……」


「待たんかいっ！」


　ぼろぼろになりながらも、身を起こして〈ビッグ・ノイズ〉は喚わめく。


「こんな無茶苦茶な闘たたかいかたがあるか！」


「はあ」


　文もん句くをつけられて若じやつ干かん傷ついたらしい。ラクウェルはほんの少し、不満そうな表情を浮かべる。


　もっとも〈ビッグ・ノイズ〉の場合は、自じ業ごう自じ得とくともいえる。正せい規きの対魔導士戦せん闘とう訓くん練れんを受けた魔導士ならば、敵を前にして悠ゆう長ちように喋しやべってなどいない。


　基本的に、素人を不意打ちするという攻撃に慣なれきった彼には、対魔導士戦の基本戦術というものが身についていないのだ。


「馬鹿にしやがって……嬲なぶってるのか、貴様！　ちっとばかり魔力容量キヤパがでかいからっていい気になりやがって！」


「そんなつもりは……」


　殺し屋の怒ど声せいに生き真ま面じ目めに反応して、表情を曇くもらせるラクウェル。だが次の瞬間、彼女は表情をきっと引き締しめ……それでもまあ、世せ間けん一いつ般ぱんの標ひよう準じゆんから見れば緩ゆるんでいるが……言った。


「分かりました。私も失礼のないよう、全力でお相手いたします」


　ぐ、と決意も固く、拳こぶしを握にぎりしめたりもするが、どうにも似に合あっていない。


「……へ？　いや、あの……」


「一撃で、苦しまないように、絶対確実、必ひつ殺さつ、いえ必ひつ滅めつの魔法を以もってお相手します。安心してください、直撃すれば髪かみの毛一本、肉片ひとつも残りません。痛いとか苦しいとか思う間もなく、完全無欠、言ごん語ご道どう断だん、これ以上ないというくらい完かん璧ぺきに、死にます」


「……ちょ……」


　とんでもないことを、なぜか非常に嬉うれしそうに言うラクウェルを見て、〈ビッグ・ノイズ〉は青ざめた。


　眼前の娘には殺気がない。


　そして殺気がないかわりに罪ざい悪あく感かんもない。殺すといったら、それこそ躊ちゆう躇ちよせず、卵の殻からを割る程度の感覚で実行しそうな雰ふん囲い気きがあった。


「実をいうと」


　ラクウェルは気楽に笑いながら言った。


「一度使ってみたかったんですよお。てへ」


　他愛ない悪いた戯ずらを告白する童どう女じよのように、小さく舌したを出して笑う。可愛かわいいといえば可愛いが、この状じよう況きようでは悪あく魔まの可愛さである。


「あ、シャノンには内ない緒しよですよ？　彼、結けつ構こううるさいですから」


「…………！…………！」


〈ビッグ・ノイズ〉は絶句している。何か罵ば声せいでも浴あびせてやりたいのだが、恐きよう怖ふに意識を占せん領りようされて、言葉が出てこない。ただ口を呼こ吸きゆう困こん難なんでも起こしたかのように、無意味に開いたり閉じたりするだけ。


「お言こと葉ばに甘あまえて、いきますね。第一戦術級軍用攻性魔法〈武ト雷ー神ル〉！」


「ちょ……ちょっと待てえええええっ！」


　哀あわれな殺し屋の絶ぜつ叫きようが、薄暗い廊ろう下かに響ひびいた。








「し……死体……」


　引きつるような声をあげてパシフィカは床ゆかに座すわり込んでいた。


　死体そのものは恐こわくない。父に限らず、近所の葬そう式しきに出たことも何度もあるし、棺かん桶おけに花を添そえてあげたことも一度や二度ではない。


　だが……


〈コンヴィクト〉が死体を抱いたまま、こちらに完全に向き直る。


　彼がその胸に大事そうに保持しているのは、明らかに腐ふ敗はいしていた。


　かなり汚れているが、白いブラウスと赤茶色のスカートがその小さな遺い体たいを包つつんでいる。生前は少女だったのであろう。だが、その姿は最も早はや性別さえ分からないほどに崩くずれ、骨さえ見えている部分もあった。


　恐らく、これだけは生前の美しさを残しているであろう亜あ麻ま色いろの髪が、物悲しげに揺れていた。


「なによ……なんなのよ……！」


「何を、怯おびえている」


〈コンヴィクト〉はぼそぼそと言った。


　眼はこちらを向いているが、多分、彼の眼はパシフィカを見ていない。何も見ていないかもしれない。その瞳ひとみは、ありえないほどの遥はるか彼方かなたに焦しよう点てんを結んだままだった。


「それ……なによ、それっ！」


「俺おれの娘むすめ。リンシア」


〈コンヴィクト〉は愛いとしげにそう言うと、死体の頰ほおに触ふれる。まるで、ぐっすりと眠っている我わが子の寝顔に対して、優やさしい気き遣づかいを見せる父親の如ごとく。


「俺の娘は、病気だ。治なおすには、高度な、高度な、魔法治ち療りようが、いる。一級魔導士を、何人も、何日も雇やとわなければ、ならない。だから、金がいる」


「何を……何を言ってるのよ……」


「おまえに、恨うらみはないが、リンシアのために、犠ぎ牲せいになって、もらう」


　パシフィカはわけが分からなかった。


　何をどう見ても〈コンヴィクト〉が抱いているのは死体だ。病気どころかとっくの昔に死んでいる。


〈コンヴィクト〉が濁にごった瞳をパシフィカに向けた。


　それを真正面から見た瞬間、パシフィカは悟さとった。


　壊こわれている。


　この男の心は完全に壊れている。自分の娘が死んだことさえ、正常に認にん識しきできないほどに。


　きっとこの男の眼には病やまいに苦しむ娘の姿が……それだけが、焼きついているのだろう。他のことなど何も見ない。見えない。


「死んでるじゃない！　それはもう……死体よ！　もう死んでるわよ！」


「何を、言うか」


〈コンヴィクト〉の陰いん惨さんな声に暗い怒いかりが混じる。


「リンシアは、私が、護まもるのだ。誰にも、渡さない。私の、娘だ。貴き様さま、リンシアを、私の、元から、奪うばおうとして、そんな、噓うそをつくのだな」


　そもそも会話が嚙かみ合っていない。


　死体をそっと優しく床ゆかに降ろし、〈コンヴィクト〉はパシフィカに向けて歩き出す。


「許さん。死ね」


　その手が無む造ぞう作さに振り上げられ……そして振り下ろされる。


　袖そで口ぐちから迸ほとばしる銀光。


　本能に背中を押され、咄とつ嗟さに横へと飛ぶパシフィカ。その髪を、銀光が薙なぐ。結ゆい上げた髪が解ほどけないようにまとめていた髪留どめが、甲かん高だかい音をたてて宙に舞まった。


　ばさりとパシフィカの髪が流れ落ちる。


　床に転ころがりながら、パシフィカは眼前に落ちた髪留めを見て愕がく然ぜんとなった。金属製の髪留めが、真っ二つになっている。それも叩たたき切ったというよりも、金かな鋸のこで引き切ったような感じで。


　見れば〈コンヴィクト〉の袖口から、鎖くさりのようなものが伸のびている。それが鞭むちのごとくうねりながら空中を飛び、パシフィカを襲おそったのだ。


　無論、それは鎖ではない。鞭でもない。


　それは……それらは、鋼こう線せんでつながれた、小さな刃物の群むれだった。


　一つ一つは幼よう児じの掌てのひら程ほどの大きさの丸い刃物である。刃の部分には小さなぎざぎざがついていて、一見すると何かの機械細ざい工くに使う歯車のようにも見える。


　そしてその刃物を、それぞれその真ん中を縦たてにくり貫ぬき、鋼はがねの糸でつなげば、こんな武器が出来上がるだろう。


　鞭のようにしなって、鋸のこぎりのように切りつける。使い手の技量にもよるだろうが、これを巻きつけ、そして引き戻もどせば、人体など簡単に輪切りにできるに違いない。


「今度は、外はずさない」


〈コンヴィクト〉はそう言うと、その武器を引き戻す。時間が逆転したかのように、刃物の群れはかちんかちんと音をたてて〈コンヴィクト〉の握にぎる柄つかの部分に戻り、一本のでこぼこした剣になった。


　普段は鞭の状態で衣い装しようの内側に仕込んでいるのだろう。だが必要とあれば腕の一振りでそれは瞬時に滑すべり出て、獲え物ものを切り刻きざむのだ。


「…………」


　パシフィカは床に座すわり込んだまま呆ぼう然ぜんと殺し屋を見つめた。


　足が動かない。痛めたわけでもないのに、足が全まつたく自分の意志に従したがわない。これが、俗にいう腰が抜けるというやつなのかなあ……と心の何ど処こかが妙みように冷静につぶやいていた。


（殺される……）


　圧あつ倒とう的な確信でもって彼女はそう思った。


　一打めを避よけられたのは、向こうにも油ゆ断だんがあったからだ。今度あの武器を振るわれたらもう逃げられない。鋸のような幾いくつもの小さな刃が、彼女をばらばらに解体するだろう。


（殺される殺される殺される殺される……！）


　恐きよう怖ふが全身を駆かけ巡めぐる。


　だがその一方でそれを冷静に見つめる自分がいることをパシフィカは自覚していた。


　殺される。死ぬ。


　それはそれでいいのではないか？……と。


　この先、ずっと殺人者の影に怯おびえながら暮らすよりは。シャノンやラクウェルを危険にさらし、彼かれ等らの貴き重ちような人生を浪ろう費ひさせながら生き延のびるよりは。そのことを負おい目に感じながら、こそこそと陽のあたる場所を避けて生きてゆくよりは。


　そんな想おもいを抱いだく自分に戦せん慄りつするパシフィカ。


　私は……死にたがっているの？


　必殺の凶きよう刃じんが伸のびる。


　戦慄によって無限に引き伸ばされた一いつ瞬しゆん……その一瞬に無数の想いが駆け巡る。


　死ぬ。


　ここで終わる。パシフィカ・カスールという一人の人間の人生が終しゆう了りようする。そこから先はない。完全な虚きよ無む。消しよう滅めつ。断だん絶ぜつ。


　なくなる。未来が消える。


　二度と……会えなくなる。


　父のように。


　二度とその姿を見て、声を聞いて、一いつ緒しよに笑うことも、喧けん嘩かすることも、思い出を共有することもなくなる。


　何もかもが無に帰する。


　完かん璧ぺきな消しよう去きよ。死は喜びも悲しみも、一いつ切さいを区別なく消し去る。最もつとも完全な形で。完全であるが故ゆえに二度とやり直しはきかない。永遠にできない。


　二度と会えなくなる。会いたいと思うこの心さえ虚無に四散する。


（嫌いやっ……！）


　迫せまり来る刃やいばの群れを見つめながらパシフィカは思った。


（嫌、嫌、嫌、嫌々々……絶対に嫌あ！）


　まるで当然のごとく声は出た。


「シャノン兄にいいい─────っ！」


「……はいよ」


　声はステンドグラスの向こうから降ってきた。


「……え？」


　次の瞬しゆん間かん、天空の青を背に、ステンドグラスを突き破ってシャノンが礼拝堂に飛び込んできた。色とりどりの硝子ガラス片を撒まき散らしながら、シャノンは空中で、懐ふところから短刀を抜き出し、投げる。


　さすがの〈コンヴィクト〉もこれには驚いたのか、体勢を乱す。シャノンの投げた短刀は避よけたものの、パシフィカを切り刻きざまんと放った一撃は、彼女とはまったく関係のない場所に叩きつけられた。


　その隙にシャノンはコンヴィクトの頭上を飛び越え、パシフィカの側に着地した。


　よく見れば、割れたステンドグラスの向こうに、縄なわが一本、ゆらゆらと揺れている。先に屋上へと登り、そこから一いつ気きに縄で下か降こうしたらしい。確かにこの礼拝堂に来るなら、下へ手たに城内の通路を通ってくるよりも、こちらの方が手てっ取とり早いだろう。


「お兄ちゃん……？」


　むしろ呆ぼう然ぜんとした口く調ちようでパシフィカは言った。


「折せつ角かく、どんぴしゃの格かつ好こういい瞬間に間に合ったんだから、もう少し感激しろよな、おまえは」


　シャノンは向こうを……〈コンヴィクト〉の方を向いたままだが、ぶつぶつとつぶやく声が漂ただよってくる。


　この場に臨のぞんでも相変わらずの彼の声が、パシフィカには涙なみだが出そうなくらい、嬉うれしかった。


　思わずその背中にしがみつきたくなるのをこらえ、小さく深呼吸してから……迂う闊かつに声を出すと泣いてしまいそうだったのだ……パシフィカはいつもの調子を取り繕つくろって言った。


「な……何よ！　助けに来るならもっと早く来なさいよね！　おかげで髪留め壊れちゃったじゃないの！」


「はいはい、また買ってやるから。大だい体たい、これでも急いで来たんだぞ」


「どこがよ！　大体、なんでわざわざ屋上まで登って窓から飛び込んでくるのよ！　常識がないわよ、常識がっ！」


「へえへえ。今度からは玄関から、『お邪魔します』つって断ってから、助けに参りますです、お姫様。しかしな、こんなややこしいところへ逃げ込む奴も悪いと思うがな」


「しょーがないでしょ、連れてこられちゃったんだから！」


「幼児か、おまえは。知らないおぢさんにほいほいついていくなよな」


「知ってるおじさんだったのよ！」


「あれがか？　おまえ……友人知人は、一応、選んだ方がいいぞ」


〈コンヴィクト〉を見ながらシャノンが言う。


「そーじゃなくて……」


　いつもの調子の会話をしながら、パシフィカは、シャノンが背を向けたままであることに感かん謝しやした。頰ほおを伝う雫しずくを見られずに済すむ。


　いつものシャノン。


　いつもと変わらない彼の声。彼の言葉。彼の態度。小さな頃ころから、いつもいつも助けてくれた兄。血のつながっていない、けれど誰だれよりも近い、パシフィカの家族。


（私は生きてていいんだよね？）




[image: ]


　それを変わらない彼の全すべてが保証してくれているように思った。


（〈廃棄王女〉なんかじゃなくて……パシフィカ・カスールとして生きてていいんだよね？……シャノン兄にいやラクウェル姉ねえの妹でいても、いいんだよね？）


　無論、答えはない。答えはないが……


　それでもパシフィカはほんの少し救われたような気がした。








　その頃……


「…………！…………！…………！」


「まあ、殺し屋さんたら、変な顔」


　城の廊下では、第一級軍用攻こう性せい魔法〈武ト雷ー神ル〉──即すなわち、初期起き動どう時に設定された目標を自動追つい尾びする、半自律型の攻性魔法──に追いかけられる〈ビッグ・ノイズ〉の姿と、それを面おも白しろそうに見物しているラクウェルの姿があった。


　文字どおり必死の形ぎよう相そうで走り回る殺し屋を、ぱりぱりと音をたてながら、倍ほどの身長を誇ほこる巨大な人影が追いかけている。


　禿とく頭とうのくせになぜか髭ひげだけは立りつ派ぱな、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨人である。太い腕を裸はだかの胸むな元もとで組んで、やたらと爽さわやかな笑顔を浮かべながら、その巨人は殺し屋の後を追う。


〈ビッグ・ノイズ〉とは別の意味で暑あつ苦くるしい雰ふん囲い気きの輝かがやく巨体は、一見生物のようにも見えるが……実体は魔法によって制せい御ぎよされる雷撃の塊かたまりだ。目標に接せつ触しよくした瞬間に炸裂するその威い力りよくは、天てん然ねんの落雷数十発分に相当する。直撃すれば人間など燃える間もなく破は裂れつの上、綺き麗れいさっぱり蒸じよう発はつしてしまう。


　その内に絶対死を秘めた雷いかづちの巨人は、飼かい主の後を追う仔犬のように、軽やかな足取りでぴょんぴょんと〈ビッグ・ノイズ〉を追いかける。腕を組んで爽やかな笑顔を浮かべたまま、筋きん肉にくの塊のような大男がスキップしながら進む様よう子すは、なんというか……観みる者の脳をぐちょぐちょに溶とかしそうな雰囲気があった。


「でも変ね。もうちょっと追つい撃げき速度は速いと思ったけど。可愛かわいいし、これでもいいんだけど……」


　元々この半自じ律りつ追撃型攻性魔法〈武ト雷ー神ル〉は、味方の戦意高こう揚ようの意味もあって、このような人間を模もした姿になっているのだが……どうも本ほん来らいの発デ現ザ形イ態ンとは少々異ことなっているようである。これが単にラクウェルの調整上の失敗なのか、それとも彼女の趣しゆ味みなのかは謎なぞだが、何にしても、この踊る筋肉巨人を「可愛い」と表するラクウェルの感性には、少々戦せん慄りつすべきものがある。


「…………！…………！」


　もっとも追われている身にすればそんなことはどうでもよかろう。〈ビッグ・ノイズ〉は声を発する余よ裕ゆうもなく、ただひたすら、逃げ回るのみである。


「でも半自律追撃能力制御用の仮想精霊ルーチン、もうちょっと調整した方がいいみたいね……殺し屋さん、どう思われます？」








　斜ななめ頭上から振り下ろされる一撃。


　シャノンは、反射神経の命ずるまま、ほとんど無意識に刀かたなでそれを受け止める。明らかにシャノンの方が速い。


　だが……！


　受け止めた瞬しゆん間かんに斬ざん撃げきが変化する。


　シャノンの刀との接触点を基点として突とつ如じよとして折れ曲がった斬撃は、後頭部からシャノンを襲おそった。


　刀に伝わる異様な手て応ごたえに反応し、咄とつ嗟さに刀を身体からだから離さなければ、刃はシャノンの頭に巻き付いていたことだろう。


「……邪じや険けん使いか」


　瞬時に引き戻もどされて一本の剣となった〈コンヴィクト〉の剣を見ながらシャノンがつぶやく。


　その頰ほおには小さな傷が紅あかく浮かんでいた。


　先端までは避よけきれなかったのだ。もし硬こう革かく鎧よろいがなければ、右肩を大きく抉えぐられていたかもしれない。


　邪険……いわゆる正統派剣術に用もちいられる単純な直剣ではなく、独自の攻撃方法と共に特とく殊しゆ化していった刃物である。


　主おもに辺へん境きよう地域出身の傭よう兵へいなどが用いるもので、一口に邪険といってもその種類は千せん差さ万ばん別べつ、それこそ使い手と戦場の数だけ、その形状や攻撃手段は存在するといっても過か言ごんではない。


　これは正統派剣術だけを相手にしてきた者には、とんでもない脅きよう威いとなる。特に型を重視し、単純な技わざの習しゆう熟じゆく度どのみで強さを計はかるような流派の場合……熟じゆく練れんすれば熟練するほど、その技は無意識に出る。だが邪険相手の場合、無意識に普通の剣と同じ対たい処しよをすれば、どうなるか。そもそも邪険とはそういう正統派剣術に対する裏うら技わざとして発達してきたものなのだから、結果はいうまでもなかろう。


　ただし、相手の意い表ひようを突くことに腐ふ心しんした文字通りの邪道故ゆえ、大たい抵ていの邪険使いは不意打ち専門、一撃必ひつ殺さつ……種たね明あかし後の威い力りよくは半減する。


「だが……」


　シャノンは刀を構かまえ直しながらつぶやく。


「こいつは違うな」


〈コンヴィクト〉の邪険さばきは、恐ろしいほどの習熟度である。邪険故の強さも弱点も、分かった上でこの男はこの武器を使っているのだ。


　もっとも邪剣というなら、シャノンの使う刀も世せ間けん的には圧あつ倒とう的な少数派……つまりは邪剣の一種ではあるのだが。


「……さて」


　実のところ、単純な剣と剣との闘たたかいならば、勝つ自信はある。


　だが、武器の間合いは圧倒的に向こうが広くて有利、しかも中ちゆう途と半はん端ぱな防ぼう御ぎよはむしろ危険となれば、正しよう直じき、かなり辛つらい闘いではある。


　勝負の構図はむしろ単純だ。


　相手の武器は確かにシャノンの刀よりも遠くまで届とどく。だが、剣を伸のばしきった時に懐ふところにでも入られれば、〈コンヴィクト〉にはどうしようもないだろう。


　要は武器の届く範はん囲いにシャノンが飛び込めるか、それまでに〈コンヴィクト〉がシャノンを制圧できるか……それだけの話だ。


「なんだ、おまえは」


〈コンヴィクト〉が尋たずねてくる。


「おまえも、リンシアを、いじめるのか」


「？……何を言ってるんだ？」


「リンシアを、私から、奪うばおうと、いうの、だな。許さん。許さん。許さん」


　邪剣がうねる。いきなり跳はね回る刃やいばを避よけて、シャノンは跳とんだ。シャノンは、普ふ通つうならこんなに派は手でに動き回ったりはしない──体力を無む駄だに消しよう耗もうするだけだ──が、〈コンヴィクト〉の邪剣は中途半端な避けかたをすると、かえって危ない。床ゆかで跳ねた先端が、思いもよらぬ方向から襲おそってくるからだ。


　何度かその攻撃をしのぎ、シャノンは邪剣の制圧範囲外に逃のがれた。


「シャノン兄にい！」


　パシフィカが駆かけ寄る。


「何なんだ、あいつは……それにあの死体」


「私もよく分からないけど……おかしいのよ、あの人。なんだか娘むすめが病気に罹かかって死んじゃったみたいなんだけど、あんなになってるのに、娘が生きてるみたいなこと……」


「……なるほどな」


　眼を見れば分かる。〈コンヴィクト〉は正常ではない。一時的なものか恒こう常じよう的なものかは分からないが、まともにものを考えることができなくなっているのだろう。


　その原因も何となく……本当に直感的にではあるが……シャノンは分かった。


　腐くさり始めた、正しよう真しん正しよう銘めいの死体。それを護まもって立ちはだかるようにして、〈コンヴィクト〉は邪剣を構かまえている。


　彼は護りたかったのだろう。


　どんなことをしても最愛の娘を護りたかったのだろう。自分にあるありとあらゆるものを費ついやしてでも、娘を救おうとしたのだ。


　だが全すべては徒と労ろうに終わった。娘は死んだのだ。


　文字どおり全ぜん身しん全ぜん霊れいをそのことに捧ささげて悔くいなかったであろう彼は、その瞬間、運命に自分の全てを否ひ定ていされたのだ。だがそれを認めることはできない。断じてできない。


　だから……壊こわれた。


　自分を夢で覆おおったのだ。娘がまだ死んでいない夢、自分にはまだ希望が残っているという夢、娘を護る父親を演じ続ける、甘かん美びな夢で。


「……哀あわれな奴やつ、と言う資格はないかもな、俺おれには」


　シャノンは物もの憂うげにつぶやくと、左手でパシフィカの肩を押した。


「行け。戦いが終わるまで、どっか適当なところに隠かくれてろ」


「な……！」


「敵は二人だけだ。もう一人はラクウェルが相手してるから、心配ないと思う。まあ気をつけるに越こしたことはないがな」


「そういう問題じゃなくって……！」


「闘たたかい難にくいんだよ、おまえがいると。このおっさん相手に、おまえを護りながらじゃ、ちと俺にも荷が重い」


「…………」


　無論、シャノンは視線を〈コンヴィクト〉に据すえたままだが、パシフィカが息を呑のむのは分かった。


「行け」


「分かったけど……分かったけど」


「死にゃしねえって」


　シャノンはぶっきらぼうな口く調ちようで言った。


「俺には可愛かわいい嫁よめさんもらって、ちっちゃくて綺き麗れいな感じの白い家建たてて、質素でも温あたたかい家庭を作るという、大いなる野や望ぼうがあるからな」


「……それって野望っていわないと思うけどな」


「ふふ。白い大きな犬だって飼かうぞ」


「だからせこいって……」


「子供は十人は、ほしいな」


「……それは、野望ね」


　どういう理り屈くつでか、うんうんと頷うなずくパシフィカ。


「……んなことはどうでもいいから行け！」


「う……うん」


〈コンヴィクト〉の一いつ挙きよ一いち動どうに細さい心しんの注意を払いながらも──さすがにシャノンの体術を目まの当たりにして攻せめあぐねているのか、とくに動きらしい動きは見せずにこちらを注視している──シャノンは、パシフィカが離れてゆく気け配はいを背中で感じる。


「……さて」


　シャノンは刀かたなを構かまえ直した。


「お荷物もいなくなったし、本気でいくぞ」


　応こたえるように邪剣が跳はねる。


　シャノンは真っすぐに突っ込んだ。


　瞬間的に引き戻もどされた邪剣が横よこ殴なぐりに襲おそってくる。シャノンはその方向に合わせて跳とびながら、刀を振る。


　鼓こ膜まくを引っ搔かく金属音。


　刀の当たった部分から折れ曲がって、邪剣が旋せん回かいする。先ほどと同じだ。


（かかった！）


　シャノンはそのまま刀を大きく回す。邪剣はシャノン本人に到とう達たつする前に動きを変えられ、ぐるぐると刀に巻き付いて、止まった。


「む…………！」


〈コンヴィクト〉はシャノンの狙ねらいを悟さとったらしいが、もう遅い。


　この邪剣は変へん幻げん自じ在ざいに動き、防ぼう御ぎよされてもそこから自動的に攻撃へとつながるからこそ恐ろしいのだ。その長さを見切って、ぎりぎりで刀に巻きつけてしまえば、こちらの武器も封ふうじられるが、もう邪剣の脅きよう威いは消える。


　シャノンは走りながら刀を床ゆかに突き刺した。


　これでもう〈コンヴィクト〉は簡かん単たんに武器を引き戻すことはできない。


　あとは拳こぶしの一撃で事こと足たりる。


　シャノンは両手首を打ち合わせた。革かわ手て袋ぶくろにはちょっとした仕掛けがしてあって、手首を強く叩たたくと、格かく闘とう戦せん用の寸すん鉄てつが起き上がるようになっている。


　拳を握にぎり込みながらシャノンは……


〈コンヴィクト〉が笑う。


　平然と振られた左腕の袖そで口ぐちから、もう一本、別の邪剣が飛び出してきた。


「！」


　悪お寒かんを感じて跳び下がろうとするが、疾しつ走そうの勢いきおいまでは殺せない。何とか寸鉄を打ちつけて直撃は防いだが、そのまま邪剣はシャノンの腕から肩へと、巻きついて止まった。


「…………！」


「まずは、腕一本」


〈コンヴィクト〉が宣言する。


　動きの自由度を確保するため、腕から肩にかけては鎧よろいに覆おおわれている部分が少ない。切り落とされないまでも、複数の刃に繰くり返し切り裂さかれた腕は、縫ほう合ごうすることもできないまま、腐くさり落ちるだろう。いや、その前に出血多量か、あるいは痛みによる心しん臓ぞう麻ま痺ひか……何にしろ死は確実だ。


「両利ききは、暗殺技能の、基本。お前、腕は、たつが、経験が、足りなかったな」


「ご教きよう授じゆ痛み入る」


　シャノンは言った。


　腕に邪剣が巻きついた瞬しゆん間かんから、気づかれぬように自分の腰へと添そえていた左手が目的のものを探さぐり当てた。その指ゆび輪わのように小さな金きん属ぞく環かんを人差し指に引っかけて、彼は一気に引いた。


　金属環に結び付けられていた鋼はがねの糸を通して、動きが伝わる。


　邪剣の巻きついている右肩の肩当てが跳はね上がり、その下に装そう備びされていた小さな筒つつがその口を〈コンヴィクト〉に向けた。


「…………!?」


　咄とつ嗟さに剣を引こうとするが、彼の方へとシャノンは一歩踏ふみ出している。距きよ離りがつまってたるんだ邪剣は動かず、同時に鉄の弾はじける音と共に飛び出した小さな矢が、〈コンヴィクト〉の肩に突き刺さった。


「ぬうっ……！」


　武器を落とさなかったのは立りつ派ぱと言えるだろう。だが、たまらず握あく力りよくのゆるんだ手に、シャノンの左拳の一撃が叩たたき込まれる。


　二本めの邪剣は、乾かわいた音と共に床ゆかへ転ころがった。


「お返しに俺おれも一つ。獲え物ものを前にしたらさっさと牙きばを打ち込むことだな。舌したなめずりしてると、獲物だって牙をむき返すことだってあるんだ」


　反撃を警けい戒かいしてすぐに離れながらシャノンが言う。〈コンヴィクト〉は驚きよう愕がくの表情で自分の肩とシャノンの鎧を見み比くらべた。


「暗器、か……！」


「そう大層なもんじゃないがな。この鎧は、あっちこっちに特とく殊しゆ装備が縫ぬい込んであるんだよ……こういうバネ仕掛けの撃うち矢とか」


　無論、せいぜい至し近きん距離の不意打ちにしか使えないような射しや程ていと威い力りよくしかないが、使いようによっては、今見たように状じよう況きようを逆転させることも可能だ。


　いうまでもなく、正々堂々と剣を交まじえる以外の戦い方をよしとしない、正統派騎き士したちの使う装備ではない。いかなる場合でも生き残ることを最優先させた強行偵てい察さつ部隊や、騎士道とは無む縁えんの特殊部隊、傭よう兵へい部隊、それも数々の装備を使いこなすだけの技量を持った精せい鋭えいたちに与えられる武装である。


「正しよう直じき、こういう不ぶ粋すいな代しろ物ものはあまり好きじゃないんだが、なりふり構かまってられる状態でもないんでな」


「く……！」


〈コンヴィクト〉は小さいながらも矢じりに返しのついた矢を無理矢理引き抜いた。細い糸のように、鮮せん血けつが舞まう。


「まだやるのか？」


　シャノンも距離を取って邪剣をほどきながら言った。


「何のために？　あんたの娘は死んでるぞ」


　そう言った瞬間。


　瘦やせた男の内に、猛もう烈れつな怒ど気きが膨ふくれ上がる。


　シャノンは全身の毛が逆さか立だつのを感じた。


　殺気というよりもそれは……凶きよう気きだ。意志というよりも、制せい御ぎよしきれていない感情の爆発だった。


〈コンヴィクト〉は意味不明のうなり声を上げて肩から突っ込んできた。それを跳とんでかわすシャノン。そのまま〈コンヴィクト〉は床ゆかに突き立てられたシャノンの刀かたなに辿たどり着いた。


　きつく絡からみついた邪剣を、自分の手が傷つくのも構わずにほどく。血まみれの手でもう一度邪剣を握にぎり直し、殺し屋はシャノンに向き直った。


「かあああああああああっ！」


　慟どう哭こくなのか雄お叫たけびなのか。シャノンには分からない叫さけびが礼れい拝はい所じよの中に響ひびき渡る。


　あるいはそれは……祈いのりであったろうか。


「何度でも言ってやる」


　そう叫ぶことは、正直言って……シャノンとしても辛つらかった。どんなことをしてでも、大切な者を護まもろうとした気持ちは分かる。痛いほどによく分かる。


　そしてだからこそ別のことも分かった。


　恐らく、この男はもう止められない。止まらない。真実を突きつけてやらねば、むしろこの男は狂戦士のまま、いつまでも戦い続けるだろう。


「あんたの娘は死んでる！　とっくの昔に死んでる！　いまさら何をしたって無む駄だだ！　無意味なんだよ！」


「あああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようと共に乱らん舞ぶする邪剣。


　両手から無数の血滴をまき散らしながら、〈コンヴィクト〉はシャノンに向けて突っ込んできた。技わざも何もない、ただ武器を振り回すだけのがむしゃらな攻撃だ。


　シャノンは十分にそれを見切って身を引いた。


「分からないのか？　あんたのやってることは単なる自じ己こ満足だ！」


　その言葉はシャノン自身にも突き刺さる。


（では俺は。俺は違うのか？）


　世界を滅ほろぼすと断じられた少女を守る者。それは自己満足に溺おぼれる愚ぐ者しやではないというのか。この男とどれほどの差があるというのか。


　だが……


「あんたはそうやって自分のためだけに娘を冒ぼう瀆とくしてんだよ！　娘の亡なき骸がらを弔とむらいもせずに汚けがしたままな！」


「だああああああまああれええええっ！」


　喉のどが張り裂さけんばかりの声で〈コンヴィクト〉が叫ぶ。彼の渾こん身しんの力を込めた一撃が頭上からシャノンになだれ落ちる。


　横へ身を滑すべらせて避よけるシャノン。


　そして。


　その一撃の迸ほとばしる先には、祭さい壇だんがあった。


「…………！」


「…………！」


　シャノンと〈コンヴィクト〉……双そう方ほうがその事実に気づいて息を呑のんだ。


　伸のびた鋸のこぎりのような刃は……祭壇に安あん置ちされていた亡骸を直撃した。


　衝撃に舞いあがる破片。


　あっけない……あまりにあっけない、軽い音を発し、少女の遺い体たいは真っ二つになった。


　地じ獄ごくのような沈ちん黙もくが落ちる。


「お……」


　そして〈コンヴィクト〉が声を漏もらした。


「おお……おおおおおお……」


〈コンヴィクト〉はむしろ後ずさった。


　現実から逃のがれようとするかのように。自分のしでかした罪つみの大きさに恐れ慄おののく、罪人コンヴイクトのように。


「おおおおおおお……」


　そして後ずさった自分に驚おどろいたように、〈コンヴィクト〉は自分の手足を凝ぎよう視しする。


「おお……おおっ……おお……」


　表情を痙けい攣れんさせながら〈コンヴィクト〉は娘の亡骸のほうへと歩いてゆく。


　もう既すでにシャノンなど眼中にないのだろう。手を伸ばせば触ふれられるような場所を通りすぎながら、彼はシャノンには一いち瞥べつさえ送らなかった。


「リンシア……リンシア……」


　譫うわ言ごとのようなつぶやきをこぼしながら〈コンヴィクト〉はその死体の側そばに膝ひざをついた。


「ああ、許して、おくれ、リンシア……父さんを、許して、おくれ……ほら、ほらな、ちゃんと、こう、すれば」


〈コンヴィクト〉は真っ二つになった死体の切り口同士を押しつけた。そうしていれば、傷が癒いえるとでもいうように。そうしていれば娘が生き返ってくるとでもいうように。


「こう、すれば、ほら、元通り……はは……はははは……元通りだよ、リンシア……眼を、眼を開けておくれ……」


　無理な注文だ。もう彼の娘には彼を見つめ返すべき眼球も、開くべき瞼まぶたも残ってはいない。あるのは無限の暗さをその内にたたえた小さな空くう洞どうだけだ。


　だが〈コンヴィクト〉はそれでも死体の断面をぐいぐい押しつけながら、執しつ拗ように繰くり返した。


「眼……眼……眼え……おかしいなあ、眼がないじゃないか、リンシア……リンシア。けへへへへへへへへへへへへへへへへへへ」


　虚うつろな笑い声が礼れい拝はい所じよに満ちる。


「眼え、眼え、可か愛わいいおめめえ、けへへ……どこ、いったのか、なあ？　うけへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ、へへ……へへへっへ、へ、へ、……へ……へへえ……」


　やがてその声は疲れてとぎれがちになる。


　シャノンは唇くちびるを嚙かんで眼を逸そらした。


　見ていられない。


　だが……


「へ……リンシア……」


　その言葉と同時に〈コンヴィクト〉は、邪剣を自分の喉のどに突き刺した。


　ぞぶりと異い様ような音をたてて、血を絡からませた邪剣の切っ先が彼の背中から顔を出す。止める間もない、一瞬の出来事であった。


「父さんを……ゆる……し……」


　ごぼごぼと声のかわりに血が漏もれる。


「…………」


　驚おどろかなかったといえば噓うそになる。だがシャノンはむしろほっとした気持ちで〈コンヴィクト〉が倒れるのを見ていた。


　この男にはもう破は滅めつしか残されていなかったろう。彼の全すべては娘が天に召めされた時点で終わっていた。


「きっと……娘さんはあんたを許してくれたよ」


　言い訳わけじみた言葉とは分かっていたが、シャノンには、他にかけてやる言葉が思いつかなかった。


　辛つらいし悲しいとは思ったが、憐あわれみはしない。ひょっとしたらこの男は、自分の明日あしたの姿かもしれないのだから。


「いや」


　痙けい攣れんも終え、暖あたたかい血をこぼしながら急速に冷えてゆく男の姿を見下ろし……シャノンはつぶやいた。


「俺はあんたのようにはならない。なってたまるか」


　父親の遺い体たいを少女の亡なき骸がらの側そばに並べてやると、シャノンは小さなため息を残して礼拝堂を出た。








「……こ……殺すなら殺せ！」


　とうとう体力の限界まで駆かけずり回った〈ビッグ・ノイズ〉は、床ゆかに倒れたまま言った。本人は喚わめいているつもりなのかもしれないが、もう瀕ひん死しの病人の譫うわ言ごとほどにも声に力がない。


　巨人は軽やかな足取りで殺し屋に近づいてゆき……


　ぼて。


　巨人は足元に転ころがっていた瓦が礫れきにけつまずいて、こけた。軽い放電が二、三度、薄暗い城の中を駆け巡めぐり、そして〈武ト雷ー神ル〉は消しよう滅めつする……


「……あら」


　口に掌てのひらを当ててラクウェルが声を漏らす。


「ふ……不発？」


　呆ぼう然ぜんと呟く〈ビッグ・ノイズ〉。ラクウェルの方を見ると、人差し指を頰ほおに当てて首を傾かしげている。


「おかしいわね……どこをどう間ま違ちがったのかしら？」


　本ほん来らいの〈武ト雷ー神ル〉は瓦礫にけつまずくような無ぶ様ざまな真ま似ねはしないし、障害物を排はい除じよするためにその力の一部を使うことはあっても、目標に接せつ触しよくするまでその全破は壊かい力を解放して消滅したりはしない。


　その全破壊力にしても、どこをどう間違ったのか、本来の百分の一も出ていなかったようだ。


「てめえ……このアマ……」


〈ビッグ・ノイズ〉はのろのろと身を起こしてラクウェルを睨にらむ。さすがにそのすわった眼つきには少々びびったのか、ラクウェルが半歩、後ずさった。


「よくも……さんざん……運動させてくれたなあ？」


「あ……でもでも、ちょっと瘦やせられたんじゃないですか？」


「多分な。このお礼はきっちりとしような、きっちりと！」


　そう言ってラクウェルに向けて掌を伸ばす。


「おもいっきりえげつない魔法で殺してやる。全身から体液垂たれ流して死ぬがいい！」


　ついで呪じゆ文もんを唱となえようとした瞬しゆん間かん。


　ごっ！


　後こう頭とう部ぶに炸さく裂れつした鈍にぶい音と共に〈ビッグ・ノイズ〉はそのまま倒れた。小さく指先が虚こ空くうをこするように動いていたりするが、完全に白目を剝むいていた。


　その背はい後ごに、どこからか見つけてきたらしい煉れん瓦がを持って立っているのは……パシフィカである。


「ああ、パシフィカ、助けに来てくれたのね」


　感激したのか、うれしそうに両手を打ち合わせて言う姉に、パシフィカはうんざりした口調で応じた。


「……って、助けに来てくれたのはラクウェル姉ねえたちの方でしょうが」


「まあ細こまかいことはいいじゃない」


「……まあいいけど」


「シャノンは？」


　その言葉にパシフィカは顔色を変えて煉瓦を放り出した。その角かどが気絶した〈ビッグ・ノイズ〉の腹部を直撃し、太っちょの殺し屋は、ぐえ、とカエルが潰つぶれるような声を漏もらしたが……まあ、それはパシフィカたちにとっては、どうでも良いことである。


「そうだ、シャノン兄にいが！　なんかとんでもなく危ない殺し屋と戦たたかってて……ラクウェル姉ねえ、手助けに行ってあげて！」


「……その必要はないみたいよ」


　のんびりとラクウェルが言う。振り返ると、廊ろう下かの奥の闇やみからシャノンが出てくるところであった。








　窓に硬かたいものが何度か当たる音を聞いて、ミユティエはベッドから身を起こした。


　眠い。非常に眠い。高級品の機械時計など彼女の部屋にあるはずもないので、正確な時間は不明だが……恐らくこの眠さからして、時刻は多分真夜中だろう。


「んー……？」


　彼女の寝室は二階にある。その窓を開くと、今年初めての雪が降っていた。


　暗い空から、音もなく無数の白い細さい片へんが舞まい下りてくる。既すでに降り出してからある程度の時間が経たっているのか、見回せば隣となり近所の屋根はいずれもうっすらと雪色に染そまっていた。


「うわー……綺き麗れい」


　素す直なおにつぶやいてから窓の下を見下ろす。


　そこには見知った顔があった。


「パシフィカ？」


「ごめんね、夜遅く」


　日曜学校の同級生は、どこか、はにかんだような笑顔でミユティエを見上げていた。


「どうしたのよもう、こんな時間に。まあ初雪を観みれたからいいけどさ」


「うん。ちょっと聞きたかったの」


「何を？」


「私がさあ、もしパシフィカ・カスールって人間じゃなかったとしても……全然別の人間だったとしても、私たち……友達になれたかなあ？」


「また何を……」


　馬鹿なことを、と言いかけて、ミユティエは口をつぐんだ。笑顔を浮かべているはずの級友が、なんだか今にも泣き出しそうに見えたからだ。


「うーん……よくわかんないけどさあ」


　ミユティエは首を傾かしげながら言った。


「名前ってどうせ記号じゃない。どんな名前つけてもあんたはあんただしさ……まあ、あんたみたいな子だったら、きっと全然別の場所で、別の人として出会ってたとしても……私は一いつ緒しよに楽しく遊べたと思う」


「そっか」


　パシフィカは満足したように頷うなずいた。


「そうだよね」


「なんだかよくわかんないけどさ、そんなとこに立ってると風か邪ぜひくよ。今、玄げん関かん開あけるから……」


「いいよ。もう行くから」


「そう？」


　帰れる場所があるなら帰るのが一番だ。


　ごく当たり前のことを、何となく思いながら、ミユティエは手を振った。


「じゃあね、おやすみ」


「うん」


　パシフィカも大きく手を振ると、はっきりとした声で言った。


「……さよなら」


「また今度の日曜日にね」


　特に考えもなしに言った言こと葉ばに、なぜか返事は返らず……ミユティエは聞こえなかったのだろうかと首を傾げながらも、雪の中を去ってゆく級友の後ろ姿を眺ながめていた。








　ゆっくりと雪が積もってゆく。


　永ながい冬が始まるのだ。汚いものも美しいものも、詳しよう細さい構かまわず、純じゆん白ぱくの色しき彩さいは塗ぬりつぶしてゆく。それを美しいと思ってしまうのは、やはり人は生きていく過程で、美しいものよりも醜みにくいものを、よりたくさん見てしまうからかもしれない。


　生きるということは綺き麗れい事ごとではない。本当に綺麗事なんかではないのだ。


　シャノンは御ぎよ者しや台だいの上から天を仰あおぎながら、そんなことを考えていた。


「すいません……色々とお世話になりました」


　馬車の側そばではラクウェルが唯ゆい一いつの見送りであるファインベルに頭を下げていた。シャノンが乗っているこの馬車も馬も、ファインベルが届とどけてきたものだ。


　さして上等な代しろ物ものではない。四頭の馬と、御者台、客室及および貨物室で構成される標ひよう準じゆん的てきな旅行仕し様ようの馬車である。定員はせいぜい四名。黒を基調にした塗と装そうが施ほどこされており、装そう飾しよく品ひんの類たぐいは見当たらない。


　一見、巡じゆん回かい商人らが使う普ふ通つうの貨物馬車を改造しただけのようにも見えるが……その実、様さま々ざまな処しよ置ちと装そう備びを施された、軍の戦せん闘とう用馬車にも匹ひつ敵てきする代物だということは、シャノンたちと、そしてそれを用意した者たちだけが知っている。


「私はただ命じられたことをしただけです」


　相変わらず事務的な口く調ちようでファインベルが言う。その胸むな元もとにはなぜか、寒さに羽う毛もうを膨ふくらませて丸まっている〈デザート・イーグル〉が抱かれていた。


「フランキ伯はく爵しやく様は……」


　とラクウェル。確かにこの場……市門の脇わきには、ファインベルとカスール姉弟きようだいの姿しかない。


「お館やかた様は、ああ見えても照てれ屋ですから」


　ファインベルは薄く苦笑して言った。


「あなたたちは気づいていなかったのでしょうけれど……お子様のおられない伯爵様にとっては、あなたたちは子供のようなものだったのですよ」


「普通、親は子供を追い出したりはしないよ」


「シャノン」


　たしなめるようなラクウェルの声に、御者台のシャノンはそっぽを向いた。


「照れ屋がもう一人」


　ファインベルはつぶやくように言うと、シャノンの横顔に小さく……本当に小さくだが、微笑ほほえみかけた。


「あなたたちだけではありません。この街まちの住民全すべてがあの方の子供です。そしてだからこそ、他の子供たちのために、あの方は非情な親になろうとしておられる。そのことは、分かっているのでしょう？」


「……理り屈くつではな」


「それで十分ですよ」


「……しかしどうでもいいが」


　シャノンはちらりとファインベルの胸元に視線を送った。


「本当にその鶏にわとり、飼かうのか？」


「可愛かわいいじゃないですか」


　腕の中の、やたらと据すわった目つきの鶏を、ファインベルは愛いとしそうに撫なでる。なぜか、近所では狂きよう暴ぼうの代名詞に使われる鶏は、大人おとなしく彼女の手に抱かれていた。


「……まあ好き好きだが」


「……帰って来たわ」


　ラクウェルが言う。


　シャノンとファインベルが振り返ると、市門をくぐって、パシフィカがやってくるのが見えた。ほんの少しでいいから時間が欲しい……そう言って一人で出かけていたのだ。


「用は済すんだか？」


「うん。ありがと」


　シャノンの問いにパシフィカは頷うなずく。


「……姫ひめ様さま」


　雪で膝ひざがぬれるのも構かまわず、ひざまずいてファインベルがパシフィカを見つめる。パシフィカは小さく首を振った。


「パシフィカって呼んでくれればいいよ」


「ではパシフィカ。伯爵様からの伝言です。『貴女あなたは決して不幸ではない。少なくとも誰もが望み、けれど得ようとしても得られないものを貴女はすでに持っている。それを大事にして、胸を張って生きればいい』……と」


「……分かったような、分からないような」


　パシフィカは首を傾かしげた。


「いつか分かると思います」


「だといいけど」


　パシフィカは笑いながら頷く。そしてファインベルの抱いている鶏に視線を移した。


「〈デザート・イーグル〉。お別れだね」


　鶏は無論、何も言っては来なかったが、ひょいとファインベルの腕から飛び出ると、地面にうずくまった。


「……けっ」


　不ふ思し議ぎそうに観みているパシフィカとファインベルの目の前で、鶏はしばらくじっとしていたが……不意に立ち上がると、再ふたたび軽く羽ばたいてファインベルの腕の中に戻もどった。どうやら彼女の胸元が気に入ったらしい。


　後には……白い雪の中に、もっと白い、産うみたての卵が一つ。


　パシフィカとファインベルは顔を見合わせる。まさか、鶏が状じよう況きようを理解しているとは思えなかったが……


「……餞せん別べつだね。ありがとう」


　パシフィカは白い卵を手に取った。


「……行くぞ」


　シャノンが面めん倒どうくさそうに言う。


　パシフィカは客室に、ラクウェルは御ぎよ者しや台だいのシャノンの隣となりに乗った。


　軽く鞭むち打うつと馬車はゆっくりと前に進み始める。目の前を通りすぎる馬車を黙だまって見送るファインベルと〈デザート・イーグル〉。


　御者台からシャノンの声だけが漂ただよってきた。


「感かん謝しやしていると、伝えてくれ」


「必ず」


　人知れず街まちから離れてゆくその馬車を見つめながら、ファインベルは大きく頷いた。








　こうして。


　シャノン、ラクウェル、そしてパシフィカの日常は終わりを告げた。


　物語は転ころがり始め、時は足早にすぎ行き始める。そしていつかはそれすらもが、彼かれ等らの新たな日常になってゆくのだ。


　生きて行こうとする意志があれば、それがやがて日常となる。


　そして……




　第四章　守しゆ護ご者しやの憂ゆう鬱うつ







　長い長いため息がもれる。


　あー……面めん倒どうくさい。


　そんな台詞せりふが聞こえてきそうな、気の抜けまくった声である。無論、声に出さないのはそれすら面倒くさいからだ。


　細布で適当に束たばねた長い黒くろ髪かみも、長身を包つつむ、喪も服ふくのような黒の外がい套とうも、要するに外見を気にするのが「面倒くさい」が故ゆえの結果だ。それ以上でもそれ以下でもない。


〈守護者〉シャノン・カスール。


　その名はいつの間にか、ある種しゆの者たちの間では畏い怖ふさえ伴ともなって囁ささやかれるようになっていた。


　旅に出ておよそ一年。ラクウェルとともに、王室が秘密裏に雇やとった殺し屋たちを次々と下してきた結果だ。何度か死にそうな目にもあったが、死線をくぐり抜けるたびに、彼と彼の双子の姉は、強さに磨みがきをかけていった。


　しかし。


　だからといってその立ち居振舞いが劇的に変わったかというと、そうでもない。人間、二十歳をすぎれば、性格なんぞ変わりようがない。『面倒くさい』が口くち癖ぐせだ。一事が万事この調子で、今日も襲おそってきた刺客の相手をしていたりする。


　とはいえ……


「き、貴き様さま……！」


　今まさに、斬きり結んでいる相手としては、たまらないだろう。命のやり取りをしているはずなのに、力が抜けること、おびただしい。


「貴様という奴やつは……！」


　ここは、主しゆ街かい道どうからわずかに外はずれた枝えだ道みちの一本である。


　きちんと整備はされているものの、そこはやはり枝道、周囲の風景をなすのは、無意味なほどにまっすぐな道と、その両側に広がる雑ぞう木き林ばやしばかりである。日が暮くれ始めると早々に人通りは絶たえる。襲しゆう撃げきにはおあつらえ向きだろう。


　今、世界を染そめるのは黄たそ昏がれの色。


　必ひつ殺さつを期してこすれ合う刃やいばですら、気け怠だるい彩いろどりに染まる刻限である。


　だが……


「よっ……と」


　シャノンが刀かたなをひねりながら跳はね上げると、相手の大剣は噓うそのようにあっさりと、宙に舞まった。剣を飛ばされた髭ひげ面づら男は、反射的に武器を拾ひろおうと身をひねり……そのままの姿し勢せいで凍こおりつく。


「うっ……」


　首筋に食い込む刃の感かん触しよく。


　剣を跳ね上げたシャノンの刀はそのまま翻ひるがえって男の首筋に押し当てられていた。
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　速い。


　直線的な動きに渾こん身しんの力を載のせ、相手を装そう甲こうごと叩たたき斬り、突き貫ぬくのが大型剣の基本技である。対して、刀は変へん幻げん自じ在ざいに舞い踊り、相手の弱点を切り裂さくのを基本とする。その分、刀の刃は鋭するどく、打ち込む動作も滑なめらかで速い。


　だがそれにしても……シャノンの斬ざん撃げきは速い。信じ難がたいほどに速く鋭く、そして緻ち密みつだった。


　皮ひ膚ふから伝わる感触に髭面男は戦せん慄りつした。


　軽い一押しを加えれば、彼の首は盛せい大だいに血を噴ふくだろう……そんな微び妙みような感触だ。それは即すなわち、薄皮一枚分の斬り分けさえ可能な、使い手の恐るべき技量を意味する。


　到とう底てい、勝てる相手ではない。


　とはいえ、ここで大人おとなしく引き下がるわけにはいかない。少なくとも大人しく敗北を認めるには、彼は高こう慢まんすぎた。


「き……貴様等……」


　男のむさ苦しい顔に浮かぶのは憤ふん慨がいの表情だ。徒党を組んで奇き襲しゆうを仕掛けておきながら、後ろめたさは微み塵じんもない。


　単に、その高慢さに似に合あわぬ恥はじ知らずなのか、それとも……


「き、貴様等は、自分たちが何をしているのか、分かっているのか！　いくら浅せん学がくな庶しよ民みんの小こ倅せがれでも〈聖グレンデルの託たく宣せん〉くらいは知っておろうが！」


　まるで『正義は我われにあり』とでも言いたげな風ふ情ぜいだ。


　だが……


「さて、おっさん」


　相手の言こと葉ばをまるっきり無視し、シャノンは改あらためて髭面男の格かつ好こうを眺ながめながら言った。


「何様かは知らないが、人様のお命を頂ちよう戴だいしようってんだから、自分もそれなりの覚かく悟ごはできてるよな？」


　飾かざり気けのない簡かん素そな革かわ鎧よろいは、身軽に戦場を駆かけ抜けるのを本領とする傭よう兵へい等が好む戦いくさ装しよう束ぞくだ。だがこの髭面男の鎧はあまりに綺き麗れいすぎた。実戦で使い込まれた武具防具は、いくら丁てい寧ねいに手入れをしても、それなりの汚れや疵きずがつくものだが……この男の装そう備びにはそれがまったくない。


　動きにも妙みように綺麗な剣筋が目立った。傭兵の剣によく見られる、我が流りゆう混じりの実戦剣術とは違う。名のある剣士に師し事じし、型を徹てつ底てい的になぞることから始める正統派剣術の動きだ。


　恐らく……この髭面男は傭兵ではない。


「愚おろか者め、貴様等は大おお戯たわけ……」


　そこで言葉を止める。


　ぷつりと一線を越こえた刃の上に、真しん紅くの液体が赤い珠たまを結び始めていた。特に痛みはないが、それがかえって恐きよう怖ふをあおる。それこそこの青年の技量であれば、本人さえ気づかぬ一いつ瞬しゆんに首を斬きり飛ばすこともできるだろう。


　怯おびえを含ふくんだ男の視線が改めて周囲を見渡す。


　地に転ころがる人影が一つ、二つ、三つ。


　そのうち二人は髭面男と同様に硬こう革かく鎧よろいを着ているが、一人は丈たけが長く薄い青地に白で複雑な紋もん様ようが刺し繡しゆうされた、特とく徴ちよう的な長衣を着ていた。標ひよう準じゆん的てきな魔ま導どう士しの衣い装しようだ。


　通常、攻こう性せい魔法を習しゆう得とくした魔導士の戦せん闘とう能力は、おおよそ歩兵十人分として計上する。無論、これは接近戦を専門に受け持つ歩兵と組んだ場合の数値であるが……とにかく、この三人目が格かつ好こうだけの偽にせ物ものでないとすれば、彼かれ等ら襲しゆう撃げき者しやの総合的な戦力は、歩兵十三人分……一個分隊にも相当する。


　それをシャノンはたった一人で倒してのけたのである。


　しかも、殺さずに……だ。


　倒れた男たちの背中や胸は、非常に浅くではあるが上下に動いている。一見しただけでも骨こつ折せつだの青あお痣あざだの出血だのと、満まん身しん創そう痍いの惨さん状じようを呈ていしているが、とにもかくにも死んではいない。


　これがどれだけ大変なことかは言うまでもあるまい。殺すつもりでかかってくる敵を殺さずに倒すのは、一対一でも至し難なんの技わざだ。数人まとめてとなると、彼ひ我がの戦闘能力にそれこそ桁けた違ちがいの差がなければ無理だろう。


「失明か、両りよう膝ひざの粉ふん砕さい骨折か、利きき腕切り落とすか、お好きなのをどーぞ」


　だが……情なさけ容よう赦しやない選せん択たくを迫せまるシャノンの声には勝利の高こう揚ようも、慢まん心しんもない。だれきった口く調ちようは、この場においてもなお面めん倒どうくさそうだった。


「愚おろか者どもめ、その娘むすめは……」


「俺おれが選ぶぞ。いいな？」


「ちょ……ちょっと待て、待たんか！」


　無む造ぞう作さに振り上げられた刀を見て、髭面男が顔色を変える。意外に律りち義ぎな性格らしく、シャノンは刀を止めて尋たずねた。


「……どのくらいだ？」


「いや、どのくらいといった問題ではなくてだな……貴様とて十六年前の〈聖グレンデルの託たく宣せん〉は知っておるだろうが！」


「知らん」


　一言で否ひ定ていされて男は一瞬、言葉に詰まる。


「し……知らない筈はずはなかろう、あの有名な噂うわさを！　いいか、あの預よ言げんは」


「あー……うるせーな、もう」


　などと言いつつシャノンは刀を握にぎり直す。


「いや、だからちょっと待っ……！」


「やだね、面倒くさい」


　だが……


　一瞬、髭面男の表情が曖あい昧まいに歪ゆがむ。


「ふ……」


　次の瞬間、男の表情が一気に塗ぬり変わる……恐怖の色から喜き悦えつの色へと。


「ふふふ……ふはははは……！」


　いきなり笑い出した男を怪け訝げんそうに眺ながめ、シャノンは刀を降ろす。気が狂ったようにも見えたが、男の眼には勝利を確信した者の傲ごう慢まんさが見て取れた。


「ふははははは、小こ僧ぞう！」


「……なんだ、ヒゲ中年」


「ひ、ヒゲ中……と、とにかく貴様の負けだ、後ろを見ろ！」


　若じやつ干かん傷つきながらも髭面男はシャノンの肩越ごしに背はい後ごを示す。顔を憂ゆう鬱うつそうにしかめながらもシャノンは何の警けい戒かいも示さず、素す直なおに振り返った。


　不用心この上ない。


　一瞬、呆あつ気けにとられた髭面男であったが、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機、とその黒こく衣いの背中に襲おそい掛かろうとする。


　……馬鹿め！


　だが。


　彼はその場に凍こおりついた。動けない。全身が麻ま痺ひしたように硬こう直ちよくしている。外がい圧あつによるものではない。生存本能が悲ひ鳴めいを上げて動くことを拒きよ否ひしているのだ。


　シャノンはこちらを見てもいない。刀さえ向けられていない。しかし……


「ううっ……」


　男はこの時初めて、本物の殺気というものがどれほどのものかを知った。


　一方……シャノンの背後。


　シャノンたちの馬車が街かい道どう脇わきに停車している。


　フランキ伯爵に贈られたときから基本は変わっていない。多少傷が増えたくらいだが、一目見ただけでは街道でよく見掛ける貨物馬車とそう違った印象を受けることはないだろう。


　ただし、その平凡な民生用馬車の外観に隠された各種の装備には、シャノンたちも何度か助けられている。客室部の窓に取りつけられた鎧よろい戸どには、鋼鉄の装甲板をはめ込むことができるし、車体の大部分を覆おおう漆しつ黒こくの塗料は、軍用馬車に使用される耐たい火か塗と料りようだ。馬にしても、耐寒用に見せかけて着せてある装しよう束ぞくは、鋼はがねを編み込んだ防ぼう刃じん繊せん維い製である。


　荷馬車などとんでもない。


　仕様としては軍用馬車にも匹敵する代しろ物ものだ。


　今……その傍かたわらに三つの人影が立っている。


　一人目。


　シャノンと同じ黒の外がい套とうに厚手の革かわ手て袋ぶくろ、革のブーツといった旅装束に身を包んで立っているのは、ラクウェルである。


　こうして同じような格好をすると、特にこの二人、よく似ている。双子だから当然といえば当然なのだが……男と女の違いはあるものの、同じ鋳い型がたから抜いたかのように、その容よう姿しには共通点が多い。


　ただし、彼女の妙にのほほんとした雰囲気も、旅に出る前と変わっていない。いつもどこか潤うるみ気味のとろんとした瞳は、やはり根拠のない幸福感を漂ただよわせていて、シャノンとは対照的である。


「あー……ラクウェル」


「なあに、シャノン？」


　聴きいているだけで膝ひざが萎なえそうな声がのんびりと答える。


「その、お隣となりさんは？」


　それが二人目。


　平へい凡ぼんそうな村人の衣装をまとった中肉中背の男である。特とく徴ちようらしい特徴がないことが、むしろ特徴になりそうな……そんな人物。


　だからこそその両手に握にぎられたものが一ひと際きわ印いん象しよう的てきだ。


　細ほそ身みの短剣である。その鋭するどい先端は、それぞれ娘たちの喉のどに突きつけられていた。


　伏ふく兵へいがいたらしい。


　シャノンが他の四人に気を取られている隙すきに、馬車に接近したのだろう。


「武器を、捨すてろ」


　これも無個性の極きわみのような声が命じる。


　脅おどしではない。こういう声を出す者は、本当に女子供でも簡かん単たんに殺す。殺し慣なれたために情じよう緒ちよがすり切れている職業的暗殺者特有の、乾かわききった声だ。


「……しょうがねえな」


　シャノンはため息をついて刀かたなを地に突き刺した。そこからゆっくりと三歩後方に下がって離れる。


　同時に……


「こンの、間抜けえええええっ！」


　やたらと高い声が喚わめいた。


　見るからに嫌いや々いやといった様よう子すでシャノンはそちらの方へと視線を向ける。


　三人目。


「どうしてそうシャノン兄にいはやることが大おお雑ざつ把ぱなのよっ！　闘たたかい始めたら護ご衛えいなんてそっちのけ！　お陰かげで私、危機てんこ盛もりだわよ！　何でもかんでも面倒くさがって、二言目には『面倒くさい』ばっか！　そんなに面倒なら息するのも省しよう略りやくしなさいよっ！」


「……あのな」


　殊こと更さらに長いため息をつくと、シャノンはその声の主ぬし……宝ほう玉ぎよくのように鮮あざやかな青い眼めを吊つり上げて彼を睨にらみつけている少女に声をかけた。


　パシフィカである。


　やや癖くせの入った黄金色の髪をきちっと結ゆい上げ、やや小柄な身体からだを、緋ひ色いろと黄色を基調とした旅たび装しよう束ぞくに包つつんでいる。一年の歳月はわずかばかり彼女の背を伸ばしていたが、まだ容よう姿しにも仕し種ぐさにも幼おさなさが濃こい。


　黙だまって立っていれば思わず抱きしめたくなるような、可か憐れんな容姿なのだが……


「パシフィカ……いや、我わが姫ひめよ。どーしても今夜は屋根の下で眠りたいって駄だ々だこねて、こんな襲おそわれやすい近道を通らせたのは、貴女あなた様なんですがねえ？」


「だからどーだってのよ」


　口を開くと、思わずそのまま絞しめ殺したくなってしまうほどの、くそ生なま意い気きな台詞せりふも健在である。


　反はん省せいの色など全まつたくなし。ここまで生意気だといっそ小こ気き味み良よいように思えてくるから、不ふ思し議ぎだ。


「もう少しご自分の立場とゆーものをご理解いただけたら、我われ々われとしても護衛しやすいかなー……なんて思ったりもするんですが」


「お黙だまり！　こんな時だけ臣しん下か面づらすんじゃないわよ！　いつも偉えらそうに兄あに貴き面づらしてるくせに！　不ふ敬けい罪ざいよ、不敬罪！　荒あら縄なわ蓑みの虫むしの刑！」


「……なんだそれは」


「実用新案。顔に荒縄巻いて両手縛しばるの。ちくちく痒かゆいのに搔かけないのよ、鼻の頭とかね。うふふふ。画かつ期き的でしょ。ざまーみろ」


　怒おこっているのか呆あきれているのか、シャノンは無言でパシフィカを眺ながめる。


「泣いて謝あやまるなら今の内よ。本ほん来らいなら極きょつ刑けいものだけど、私ってば優やさしいから、今なら許してつかわす。えっとね、後、十数える間だけ待ってあげるから。五十字以上百字以内で、『私は今、いかに反省しているか』を述のべること。いいわね？　数えるわよ。はい、十、九、八、七、六、五、四、三、二、一……一……一……一……えーと」


　さらに未み練れんげに『一』を五回ほど数え……そこで詰つまる。


　押し黙ってしまった少女に、シャノンがごくごく静かな口調で尋たずねた。


「……気が済すんだか？」


「うん、まあ」


「何か言うことは？」


「……助けて」


　膨ふくれ面つらでパシフィカはそう言った。


　今度は短くため息をつくと、シャノンは二人のやり取りを、眠そうに、ぼー……っと眺めていたラクウェルを振り向く。


「ラクウェル……少しは手伝ってくれよ」


「はいはい」


　ラクウェルはひょいと気楽な動作で片手を上げる。短剣の男は動かない。あまりに自然なその動作に、動く機を逸いつしたのだろう。


　白く細い指先を、自分に突きつけられている短剣に向けて、唱となえる。


「雷槌ミヨルニルよ・撃うて」


　じゃっ！


　指先から……正確には指先のすぐ前の空間から突とつ如じよとして迸ほとばしった紫むらさきの閃せん光こうは、獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびの如く短剣を素す早ばやく伝い、暗殺者に絡からみ付いた。


　軍用攻こう性せい魔法の一つ……〈雷槌ミヨルニル〉である。


　暗殺者は声もなく地に転ころがった。


　外傷は特にないが、全身の毛は逆さか立だち、四し肢しは激しく痙けい攣れんしている。しばらくは半はん身しん不ふ随ずいの生活を余よ儀ぎなくされるであろうが、これはむしろ幸運と喜ぶべきだろう。


〈雷槌ミヨルニル〉はラインヴァン王国軍が正式採用している対人殺傷用の魔法で、本来、一撃で即そく死し確実の威い力りよくを持つ。無論、一いつ般ぱんにその魔ま導どう式しきは公開されていない。魔導師であった母の覚おぼえ書がきからこの〈雷槌ミヨルニル〉の魔導式を解かい析せき、再構成し、しかも死なない程度に威力を調整しているのは、ひとえにラクウェルの技量だ。


　しかも……


「ば……ば……」


　呻うめくような声にシャノンは髭ひげ面づら男の方を振り向いた。


「『馬鹿な』？」


　ぱくぱくと口を開くばかりで何も言えない髭面男に代わって、言ってやる。


「『あんな短い呪じゆ文もん詠えい唱しようで攻性魔法を起き動どうできるわけがない』？」


　驚おどろいているところを見ると、魔法に関して多少なりとも知識を持っているのだろう。


　確かに普ふ通つうはこんなに短い呪文で、複雑な攻性魔法を起動させることはできない。このために魔導師は接近戦には向かず、戦せん闘とうに臨のぞむ際には白はく兵へい戦せん装そう備びの歩兵が同行するのが基本となっている。


「これは、ですね」


　ぱっと表情を輝かがやかせると、嬉うれしそうにラクウェルが解説を始めた。


「連動式起動呪文バッチスペルと申しまして、今のはあくまで簡かん単たんな魔導式を起動するだけのものなんですよ。ただ、最初に起動する魔導式は、予あらかじめ圧あつ縮しゆくされていた次の魔導式の起動手順を、自分自身とは別に設定した仮想意識内エミユレータで解かい凍とう及および実行するもので、術式起動時間を短たん縮しゆくするには非常に有効です」


　ここぞとばかりに淀よどみない口調である。普段から誰かに言いたくて言いたくてうずうずしていたのだろう。


「つまり、この術式を応用すれば、魔導師でない人間でも一時的に……」


「ラクウェル、説明はその程度でいいから」


「そう？」


　……シャノンの意地悪。


　そう言わんばかりの上うわ目め遣づかいでラクウェルは弟を見つめる。背の高い子供のようなラクウェルが、こういう仕し種ぐさをすると、妙みように可愛かわいらしいのだが、生あい憎にくと双ふた子ごのシャノンには何の効力もない。


「さて……おっさん」


　シャノンは地面に突き立ったままの刀かたなに歩み寄って抜くと、青ざめる髭面男に改あらためて向き直った。


「自分の運命の選せん択たく……もう決まったよな？」


　男は何度も激しく首を振りながら……しかし容よう赦しやなく振り上げられる刃の輝きを、魅み入いられたように見つめていた。








　日の暮くれた枝えだ街かい道どうを馬車が行く。


　御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握るのはラクウェルであった。その隣となりにはシャノンの姿もある。


　髭面男たちの襲しゆう撃げきのせいで到着は遅れたが、もう街まちの灯ひがちらほらと見える所までは来ている。何とか夕ゆう飯はんは宿屋でとれそうだった。


「ねー、まだなの？」


　客室の窓を開けてパシフィカが顔を出した。


「もう見えてるだろーが……もうすぐだよ」


　街の灯に向けてシャノンが顎あごをしゃくる。


　だがパシフィカは、彼の耳をいきなりつかんで引っ張りながら喚わめいた。


「何が『もうすぐ』よ！　悠ゆう長ちようなこと言ってたら、朝が来るわよ！　特にシャノン兄にいは人様に比くらべて、とろいんだから！　疲れたのよ、今すぐ温あたたかいご飯食べて柔やわららかいベッドに寝たいの、私はあ！」


「ぬあー、うるさいな、もう」


　まあ、パシフィカのわがままは今日に始まったことではないが、さすがのシャノンもいつも聞き流していられるほど、度量は広くなかったりする。


「わがまま言うのはこの口か、くぬ、くぬくぬ」


「にゃにをひゅるー」


　左手でパシフィカの首を巻き、右手でぐにぐにとパシフィカの頰ほおを引っ張る。じたばたと暴あばれながらパシフィカが喚いた。


「ひれいなおふぃはは、ふぁいはひひはるひゃないひょ」


「うむ、面おも白しろい顔だ、ほれほれ」


「ひょほんひい、あほひゃほわいわひょ！」


「うーむ、パシフィカ。しばらく見ない間にいっそう不ぶ細さい工くになったな」


「ふぁれのふぇいひょー」


「わからん。人語でしゃべれ、人語で」


　無茶なことを言うシャノン。こういう辺あたりは確かにこの二人、兄妹きようだいかもしれない。


「ひゃふぉれるふゃー」


「仲が良いわねえ」


　ラクウェルがうらやましそうに言う。


「ラクウェルもするか？　おもしろふぃほ？」


　反撃とばかりにパシフィカが指をシャノンの口の中に突っ込んで引っ張る。


「ふぇふぇえ、ふぁひふぉふる！」


「ふぁふぃふぉふるひゃふぁいふぇふぉ！」


　互たがいの口の中に指を突っ込んで引っ搔かき回す二人。


「なんだか私だけ仲間はずれの気分……」


　などと言ってハンカチを取り出し、悔くやしそうに嚙かんだりするラクウェル。まあ、こちらも尋じん常じような感性とはちょっと違うようだ。


「だあ、やめい！」


　シャノンは何とかパシフィカを引っぺがして言った。


「このままじゃ顔の皮ひ膚ふがたるむわ」


「若じやく年ねん老人性怠たい惰だ症のシャノン兄なら丁ちよう度どいいじゃないの。しわしわで。へへーん、爺じいさん、爺さん、シャノン爺さん」


「勝手に新しい病気を作るんじゃない」


「今度、王立医い療りよう局に発表されるのよ」


「噓うそをつくな、おまえは」


　互いに頰を紅あかく腫はらしながらシャノンとパシフィカが言い合っている、その時。


「……あの」


　涼すずしげな声が一同を振り向かせた。


　街道脇わきにぽつんと、一人の少年が立っている。年とし頃ごろはパシフィカと同じくらい。肩から足首辺あたりまでをすっぽりと覆おおう、長めの外がい套とうを着ているところを見ると、旅行者だろうか。
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　ラクウェルが手た綱づなを引いて馬車を停めると、少年は小走りに寄ってきた。


「いきなり呼び止めてすません……あの、ちょっとお願いがあるんです」


　栗くり色の柔らかそうな髪かみ。貴族的な、隙すきのない整ととのい方をした顔立ち。可愛かわいいというより、美しいという形容の方が相応ふさわしい。


「……ええと」


　間ま近ぢかに来てシャノンたちの様よう子すに気付いたらしい。ラクウェルの方を見ながら、少年は言った。


「……お二人揃そろってオタフク風か邪ぜですか？」


「ちゃうわっ！」


　喚わめくパシフィカ。


「これは、深い兄妹きようだい愛あいの証あかしなのよ」


　うんうんと頷うなずきながらラクウェルが言う。少年は若じやつ干かん面食らった様子で二人を見つめ直し、困こまったような口く調ちようで言った。


「はあ、そうですか。奥が深いですね」


「違うっつーに」


　とパシフィカ。


「で……何の用かな？」


　屈くつ託たくのない雰ふん囲い気きの少年に対し、何な故ぜかシャノンが無ぶ愛あい想そうに問う。それを気にした様子もなく少年は柔らかく微笑ほほえんだ。


「ああ、そうそう。簡かん単たんなことですよ」


　少年は気楽な動作でシャノンに歩み寄った。


「死んでください」


　その瞬しゆん間かん。


　シャノンと少年……その間から夜空に高く高く響ひびき上がる鋼はがねの音。


　一瞬、パシフィカは何が起こったのか理解できなかった。一部始し終じゆうは目にしたが、あまりの速さに理解力がついていけなかったのだろう。


　少年の外套の下から迸ほとばしる銀光。獲え物ものに襲おそい掛かるようにその光が、同様にシャノンの腰から滑すべり出た銀光と打ち合ったのだ。


　刀かたなと……そして長柄戦斧ハルヴァード。


　遠心力を使って強きよう烈れつな一撃を叩たたき込む武器だが、熟じゆく練れんした使い手にかかれば、剣にも等ひとしい細こまかな攻撃も可能となる。何事もそうだが、道具は使う人間次し第だいだ。


　だが何よりも驚おどろくべきは……その長大な武器が、少年の外套の下から伸のびたことである。


　無論、普ふ通つうに隠かくせる長さではない。折り畳たたみ式の柄に改造されているのだ。少年は、振り出す勢いきおいを利用して、三つに折り曲げてあった柄を、展開、その動きのまま突いてきたのである。


　何千何万と繰くり返した者だけが手に入れる、恐ろしく滑なめらかな動き。実戦時の緊きん張ちようによる固さも見受けられず、手て慣なれた雰囲気すらある。


　かなりの使い手だ。


「パシフィカ！　中に入ってろ！」


　珍めずらしく鋭するどいシャノンの声に、パシフィカは素す直なおにしたがった。ラクウェルもシャノンの動きの邪じや魔まにならないように、御ぎよ者しや台から飛び降りる。


　体重をかけて相手の武器を押し込むシャノンの動きに少年は逆さからわず、彼の力を受け流すようにして、後退した。その隙すきに、シャノンも身動きしづらい馬車から飛び降りる。


「すごいね」


　少年は相変わらず微笑ほほえみを浮かべている。


「仕掛ける前から気づいていたみたいだね？」


「当たり前だ……気け配はいに色のない奴やつがそうそういてたまるか」


　シャノンは憂ゆう鬱うつそうに答える。


　透明無色の気配。それはあらゆる物事を些さ末まつ事じとして排し、非人間的なまでに純化された者の気配だ。例たとえば……「殺す」ことに。


「はは、僕ぼくもまだまだ修しゆう練れんが足りないね」


「……何者だ」


　質問ではない。


　事実を確認するための儀ぎ式しきにすぎなかった。


「王立軍第五特とく務む舞台『オブスティネート・アロウ』特務戦技兵クリストファー・アーマライトっていいます……クリス、でいいよ」


　あくまで少年の声は明るい。


　どこから見ても無む邪じや気きそのものな少年の容よう姿しの中で、蒼あおい眼だけが異い彩さいを放はなっていた。


　静せい謐ひつで……しかし濃のう厚こうな殺意の光。


　この少年と睨にらみあいをして十数えられたら、密林でも生きていけるだろう。野や獣じゆうを眼がん力りきで睨み負かす方が、よほど、楽だ。


（やばい）


　背中を駆かけ上あがる戦せん慄りつを感じながら、シャノンは思った。


（こいつはやばい……やばすぎる）


「ああ、そうそう、死んでもらう前にちょっと聞きたいんだけど」


　彼の慄おののきなど知らぬかのように、少年は相変わらず気さくな口調で尋たずねてくる。


「ここに来る前に髭ひげのおじさんとかに会わなかった？」


「……あの連中の、仲間か」


「正確には違うんだけどね、今回は一いつ緒しよに組めって命令されてたんだよ。僕の到着を待たずに、勝手に仕掛けちゃったみたいだけど」


「連中なら、全員、手足の関かん節せつを外はずして街かい道どう脇わきに転ころがしておいたよ。野や犬けんや追い剝はぎに狙ねらわれたら終わりだが、そこまで殺し屋なんぞを気き遣づかってやる義理もないからな」


「確かにね。でも、しょうがないおじさんたちだな……騎き士しの意地だか何だか知らないけれど、負けたら意味ないのにね」


　騎士、そして特務戦技兵。


　シャノンはラクウェルがはっと息を呑のむ気配を背中で感じた。


　遂ついに直接、王国軍が動き出したらしい。


　これまでは直接的に王国軍の兵が出てくることはなかった。


　事件から〈廃棄王女〉の一件が明るみに出るのを防ぐためだろう。襲ってきたのは、大たい抵ていは金で雇やとわれただけの、事情も知らない殺し屋や傭よう兵へいたちであった。王国とは直接つながりのない連中なら、いつでも切り捨て、知らぬ存ぜぬで押し通すことができる。


　だが、王国の軍が公式にせよ非公式にせよ、動き出したということは、そろそろ王国が、なりふりかまっていららえない状態にまで焦じれてきたことを意味する。


　それは、二重の意味でシャノンたちにとっては脅きよう威いだった。


　一つは、その物量である。どんなに強くても個人が組織に勝つことは不可能に近い。軍が機き密みつ保ほ持じを放ほう棄きして一気に襲ってくれば、シャノンとラクウェルだけでは対処のしようがない。


　もう一つは、王国騎士の中でも精せい鋭えいのみを集めて結成された宮廷騎士団〈アンヴァー・ナイツ〉、そして王国軍が幾つか抱える特務部隊の存在である。


　永い平和の内に弱体化した正規軍兵士たちはともかく、これらの組織に属する者たちは、常人では及びもつかぬ戦闘能力や特殊技能を備そなえているという。


　その実力が実際にどの程度のものなのかはシャノンも知らなかったが、この眼前の少年を見ている限り、噂通りの……いや、噂以上の強敵と思って間違いなかろう。


「うーん、困こまったな……殺してくれてたら話が早かったんだけども」


　朗ほがらかにとんでもおないことを言う。シャノンは沈ちん鬱うつそうな表情で言い返した。


「正しよう直じき、その方がこっちも楽なんだがな……それはともかく、どうするんだ、戦やるのか？」


「いや、こっちから仕掛けておいて悪いけど、今はやめとく。おじさんたちを見てくるよ。万一のことがあったら、上がうるさいからね」


　言うが早いか、少年は後方に跳ちよう躍やくした。


　空中で戦せん斧ぷを軽く振ると、どういう仕掛けなのか、あっさりと折れ曲がる。少年が着地したときには、その長大な柄えは綺き麗れいに折りたたまれて彼の外がい套とうの下に消えていた。


「あ、そうそう、もう一つ」


　背を向けかけた少年が肩越ごしに振り返る。


「貴方あなたたちは、どうしてその子を護まもるの？」


　シャノンはちらりと馬車に視線を飛ばす。パシフィカの姿は見えないが、中でシャノンと少年のやりとりに耳を澄すませているだろう。


「例の〈託たく宣せん〉は知ってるんでしょ？」


　シャノンは無言。


　それが肯こう定ていでもあった。


「その子は災わざわいの引き金、屍し山ざん血けつ河がの象しよう徴ちよう、存在そのものが、忌いまわしい人間」


　少年は歌うように言った。


　よく通る声だ。馬車の中のパシフィカにも聞こえるだろう。無論、少年もそれを承しよう知ちの上で喋しやべっているのだ。


「死んでも誰だれも困らない、むしろ多くの人々が喜ぶ……そんな子を護って何の得……」


　そこでクリスの言こと葉ばは止まった。


　彼が顔のすぐ側そばに挙あげた手で、短たん刀とうを握にぎって……いや、つまんでいる。柄つかではない。刃の部分を二本の指で挟はさみ込んでいるのだ。


　シャノンが投げた短刀を……必ひつ殺さつの意い図とはなかったにせよ、手て加か減げんは無論していない一撃を、この少年は花でも摘つむように自然な仕し種ぐさで、受け止めたのである。


　ひょいと少年が遊ぶような仕種で短刀を放り上げる。くるくると銀色の凶器は闇やみ色の虚こ空くうに舞まった。


「怒おこったの？　言われ慣なれてるでしょ？」


　シャノンは短刀を放はなった左手を降ろし、短く息を吐はく。ため息ではない。胸の奥で渦うず巻まく憤ふん怒ぬとやりきれなさの内圧を、少しでも下げるための行こう為いだった。


　そう。聞き慣れた糾きゆう弾だんの言葉だ。


　だが、たとえ百万回聞こうと、胸を抉えぐるその鋭するどさに変わりはない。痛みを忘れるわけではない。ただ、慣れるだけの話だ。


　痛みを感じなくなるわけではない。


　血は、流れ続ける。


「ま……いいか」


　クリスは曖あい昧まいな微笑ほほえみだけを残して再ふたたび踵きびすを返す。悠ゆう然ぜんと歩み去るその背中に向けてラクウェルが一瞬、攻こう性せい魔法を唱となえる気配を見せたが……すぐに中断した。


　どうせかわされるだけだろう。それ以前にラクウェルは、敵の背中、しかもあんな子供に向けて攻撃できる性格でもない。


「とんでもないのが、出てきたな……」


　シャノンのため息混じりの言葉に、ラクウェルが無言で頷うなずいた。








　結局、一いつ行こうは宿には泊とまらなかった。


　街の中に武器を持って入る許可が下りなかったのだ。丸腰であの特務戦技兵と戦う自信はさすがのシャノンにもなかった。


「また野の宿じゆくう？」


　などと嫌いやそうな顔をしながらも、てきぱきとパシフィカは寝ね袋ぶくろの準備をしている。


　馬車を街の外に停め、シャノンたちは野宿をすることに決めた。暗殺者を相手にする場合、気配が入り乱れる街中よりも、郊こう外がいの方が警けい戒かいもしやすい。もっとも、あの特務戦技兵が本気で気配を殺せば、目の前に立たれるまで分からないかもしれないが。


「はい、終わり」


「御ご飯はんはもう少し待ってねえ」


　馬車の裏からラクウェルの声が漂ただよってくる。


　一瞬、シャノンは疑わしそうな表情をしたが……何も言わない。


　ラクウェルの料理は三回に一回は大失敗するのだ。ただし、決して味付けが下へ手たなのではない。普通に火を起こして普通に料理すれば、彼女は間ま違ちがいなく上等な料理を作れるだけの腕前を持っている。


　問題は、わざわざその料理に、魔法を使いたがる点だ。それも軍用攻性魔法を。


「今日は……大だい丈じよう夫ぶかしら」


「知らん」


　投げやりに言ってシャノンは刀を手に取った。思い出したようにつけ加える。


「……まあ〈楽園アスガルド〉を敷いてるからな。余よ計けいな魔法を起き動どうしてる余よ裕ゆうはないだろうが。さて……その辺、見てくる」


　シャノンは悠ゆう然ぜんと歩きだした。


　一応、ラクウェルは警戒用の結けつ界かい魔法〈楽園アスガルド〉を敷いている。持続時間はおよそ一日。彼女が眠っている間も稼か働どうしているので、何者かが近付いてくれば、すぐにそれと知れる。


　だが、それでも野や営えいの場合、シャノンは念のために辺あたりを見回ることにしていた。所しよ詮せんは人間のやることだ……『絶対』はない。


　ちなみに、本ほん来らいは三人以上の術者が協力して行おこなう〈楽園アスガルド〉を、ラクウェルは一人でこなす。シャノンと違って、元宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ士しの母親からそのまま譲ゆずり受けたかのような、天才的な魔術の才能が、ラクウェルにはあるのだ。


　いや。


　その表現は正確ではない。


　実をいえば……魔術はシャノンも習ならったことがある。


　彼の場合、魔力は問題なかった。むしろ姉より強いともいわれたくらいだ。


　ちなみに……一いつ般ぱんに魔力と呼ばれるものは、実際には『力』ではない。魔法はそもそも力を放射しているわけではないのだ。あくまでそれは、普段は隠かくされている世界の法則……魔導士たちは〈根源作用法則体系オペレーシヨン・システム〉と呼んでいるが……に干かん渉しようして、特定の結果を引き出しているにすぎない。


　例たとえるなら、河の流れの中に手を突っ込んで、その流れ方にほんの少し、手を加えているだけだ。水を無から生み出しているわけでも、流れそのものを作り出しているわけでもない。


　それはともかく……


　魔力とは、正確には魔法の根こん本ぽんたる魔ま導どう式しきを展開するための、意識容量の広さを指さす。


　より複雑な魔法、強力な魔法を起動するため、あるいは複数の魔法を同時起動するためには、それだけ大きな意識容量が必要となるのだ。


　だがこれは基本的に訓くん練れんで大きくなるものではない、というのが魔導士たちの定説である。現実にこの意識容量というものを決定しているのが何なのか……血ち筋すじかあるいは全まつたくの偶ぐう然ぜんか、それとも未知の要素があるのか……は分かっていない。それを計はかる方法が確立されているだけの話だ。


　あくまでその意識容量を才能と評するならば、シャノンはずば抜けた才能がある。


　だが……彼にはそれを制せい御ぎよするための能力が欠けつ落らくしていた。


　魔道式を自分の意識の中で展開し、その起動と稼動を自由自在に操あやつるための感覚ともいうべきものが、ないのだ。


　つまり彼は、その内に秘めた膨ぼう大だいな意識容量を活いかす方法が……俗な言い方をすれば、魔力を、魔法という形にして外に顕けん現げんさせる技能に欠けている、ということなのだ。


　それはもう彼が四歳の時点で分かっていた。


　何しろ、ラクウェルは三歳のときには、母キャロルの魔法を見よう見まねで覚おぼえ、起動させられるようになっていたのだから。


　だからこそ彼はユーマが剣士として教育した。


「それにしても……」


　冷たい夜気が心ここ地ち好よい。しばらく周辺を歩き回ってから……彼は不意に立ち止まった。


「……何やってんだよ、おまえは」


　振り向けばそこにパシフィカがいた。


　若じやつ干かん困こん惑わく気味の表情である。自分でも何がしたいのか、よく分からないらしい。


「別に……」


　言ってから何かを言いかけ……そして口をつぐむ。言いたいことがあるが、なかなか言い出す決心がつかない……そんな様よう子すだ。思いついたら意味を考える前に喚わめいているようなパシフィカにしては、珍めずらしいことである。


「別に何ってわけでもないけどさ……でも」


　シャノンは、黙だまって待つ。


　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、彼女はようやく、つぶやくような口調で言った。


「やっぱり……私は、生まれてきちゃいけない子だったのかなあ……」


　気き負おいのない、明日あしたの天気を語るかのようなあっさりした口調が……むしろ哀かなしい。パシフィカは両手を頭の後ろで組んで、夜空を見上げた。


　シャノンはあえて何も言わない。パシフィカにしても、今いま更さら、否ひ定ていの言葉が欲しいわけではないだろう。


「私が死んだら、皆、納なつ得とくするのよね」


　シャノンは答えないまま、歩き出す。パシフィカも彼の横に並んで歩き出した。


「私を殺そうとしてるのは、王様……私の本当の父さんなんでしょ？」


　ぽつりとパシフィカはつぶやく。


　何をしたわけでもない……ただ生きているだけで罪つみと言われる少女。存在することさえ許されない少女。


　シャノンは妹の横顔を見つめながら、言葉を捜さがした。何を言っても無む駄だなのは分かっているが、彼自身、言葉にしなければ迷まよってしまいそうな想おもいがあった。


「……誤ご解かいかもしれないじゃないか」


「誤解？」


「神官だって人間だろう……間ま違ちがうことだってある。他の連中が、彼かれ等らの言葉を聞き取り損そこなったのかもしれない。ひょっとしたら神様だって間違いくらいするかもしれない」


「そっか……そうかもね」


　パシフィカは弱々しく笑った。兄の言葉を信じていないのは明白だった。


　言葉は心に届とどかない。誰だれも他人の心の中までは入っていけない。決して人間は心の底から分かり合えない。


　分かり合うことのできないものを信じることなんて、できない。疑いは常に残る。誤解は消えない。こんなにも側そばにいて、けれど人と人との間には絶対に越こえられない壁かべがある。


『信じる』なんて幻げん想そうだ。血を分けた肉親ですら、我わが子を殺すのだから。


　けれど……


「ね……お兄ちゃん」


　珍しい、甘あまえるような声でパシフィカが言う。


「私のこと、信じてくれる？」


　立ち止まるシャノンの前に回り込んで、パシフィカは彼の瞳ひとみをのぞき込んだ。


　祈いのるような真しん摯しな光を宿した青の瞳に、シャノンの物もの憂うげな表情が映うつっている。


「おまえの、何を、何に対して？」


　シャノンの気け怠だるげな問いは、ある意味、残ざん酷こくですらあったろう。


「何でもいいの。何か一つでもいいから……世界中の人が違うって言っても、私のこと、信じてくれる？」


「……難むずかしい質問だな」


　シャノンはため息をついた。


　信じることは甘く美しい行こう為いだ……だがそれは時に真実から眼を背そむけさせ、独善を正当化してしまうことさえあり得る。


　他人から教えられた『正義』を信じて……己おのれの行為を疑うこともなく、少女を殺しにやってくる者たちのように。


　あるいは、自分の娘を死体になっても護まもり続けた、あの殺し屋のように。


「さあな……無理かもしれん」


　シャノンは正しよう直じきに答えた。


『信じてる』と言ってやるのは簡かん単たんだが、今いま更さら、口先だけの綺き麗れい事ごとなどに意味はない。


「そっか……」


　パシフィカは小さく微笑ほほえんだ。


「ありがと。安心した」


「安心した？」


　眉まゆをひそめてシャノンは妹の顔を見る。パシフィカは何かを吹っ切ったような、晴れやかな顔をしていた。


「お兄ちゃんが正直に言ってくれたからさ……私のこと、騙だましたり適当に扱あつかおうと思えば、信じてるって言った方が都つ合ごういいじゃない？」


「試ためしたわけか」


「……ごめん」


　パシフィカは眼を伏ふせた。


「でもね、これで私はシャノン兄を信じれるからさ……どんなことがあっても……たとえ、お兄ちゃんの手で殺されても……それなら、しょうがないかなって……思えるから」


「やめろ、縁えん起ぎでもない」


　そう言いつつもシャノンは内心、感かん嘆たんする。


　……強いな。


　そんな想いがある。


「信じる」……甘く切せつない行為。


　けれどそれは誰かに何かを期待することではないのだ。それはもっと内向きの力。


　分かり合えなくてもいいのだ。裏切られようと裏切られまいと、そんなことはどうでもいい。それは、自分の責任において、他人への想いを貫つらぬき通すことに意味がある。


　ただそれだけのこと。


　けれど……それが全すべてだ。


「おまえは……案外、いい女王様になるかもな」


「そ……そうかな？」


　ほんの少し頰ほおを赤らめてパシフィカは言う。


　そう。


　あの託たく宣せんさえなければ、彼女は王女として何不自由ない生活を送っていたはずだ。そしてシャノンたちとも、一生出会うことはなかったかもしれない。出会ったとしても、それは単なる他人としてだろう。


　その方が良かったのかどうか……シャノンには分からない。きっとラクウェルにも分からないだろう。


「あのさ、お兄ちゃん」


「ん？」


「護まもってね」


「ああ……」


　シャノンは頷うなずく。いつもの如ごとく面めん倒どうくさそうに……けれどはっきりと。


「……無理だよ」


　声は……憐あわれんでいたのかもしれない。


　慌あわてず騒さわがず、ただ重いため息をつきながらシャノンはパシフィカを後ろに押しやった。


　特とく務む戦技兵クリストファ・アーマライト。


　いつからそこにいたのか……少年はシャノンたちの正面、薄うす闇やみの中に飄ひよう然ぜんと立っていた。








　脳のう裏りに浮かぶ大きな円。


　幾いくつもの同心円と、そしてそれに重なるように敷しき詰つめられた無数の小さな六角形。それが〈楽園アスガルド〉起き動どう中にラクウェルの意識に映うつし出された情報画面である。


〈楽園アスガルド〉起動中はいつも意識の端にこの画面が映し出されている。何者かがこの探たん査さ範はん囲い内に入ってくれば、その位置の六角形が明めい滅めつし、そこに意識を集中すれば、その者の身長、体重、歩ほ幅はば、脈みやく拍はくが瞬しゆん時じに分かる。先に要注意人物のそれら情報を登とう録ろくしておけば、自動的に警報を発することも可能だ。


　ただし。


　この〈楽園アスガルド〉は、起動中ずっと魔ま導どう士しの意識領りよう域いきをある程度占せん有ゆうする、常じよう駐ちゆう型魔法である。そこから流し込まれる情報は、本人が意識していなくても、魔導士の脳を使って処理され、整理されてゆく。


　このため、普ふ通つうは三人の魔導士がそれぞれ情報を分ぶん担たんして処理するのだ。そうでないと、〈楽園アスガルド〉に意識の容量を食われて心しん神しん喪そう失しつ、あるいは意識不明になってしまうこともあるからだ。


　その、ある意味で危険な魔法を、ラクウェルは一人で扱あつかっている。彼女なりに不要な情報の処理を省はぶき、優先順位をつけることで、負ふ担たんが小さいように調整はかけてあるが……それでもこれは常人を遥はるかに上回る意識容量を持つ彼女ならではの行こう為いである。


「うーん」


　たき火の上に鋼こう材ざいで組んだ即そく席せきの煮に炊たき台に鍋なべを置きながら、ラクウェルは首を傾かしげた。


「もうちょっと火力が強いといいんだけど……魔法、使っちゃおうかしら。でも〈楽園アスガルド〉を解かい除じよしなければならないし……」


　ラクウェルのこういう短たん絡らく的なところは、確かに問題である。


　とはいえ、優秀な魔導士は大たい抵てい、何でもかんでも魔法で解決しようとするような傾けい向こうがよく見られる。ラクウェルもその一人ということだ。


　逆にいうと優秀な魔導士になるためには、必要ないようなことでも魔法を使いたがるようなこだわりがなければ、無理なのだ。一いつ般ぱんにその魔導式が公開されている魔法は、大抵が普通に手足を使っても同じ結果を得られる。火を起こすにしても、ものを持ち上げるにしても……むしろ呪じゆ文もんだの意識領域の確保だの、余よ計けいな手間が多い分、魔法の方が面めん倒どうなのである。


　だがそういった基き礎そ的な魔導式を覚おぼえきった上でその術式を独自に増ぞう幅ふく、調整、圧あつ縮しゆく、その他の制せい御ぎよができるようになると、使える魔法の種類は一気に増ふえるのだ。


　いわゆる軍用攻こう性せい魔法や、特とく殊しゆ魔法を使えるような一級魔導士が少ないのは、その段階まで到とう達たつできる者が少ないことを意味している。


『優秀な魔導士はおしなべて魔法オタク』とはシャノンの言葉だが、あながち偏へん見けんとも言い切れないような部分もあった。


　それはともかく。


「えーと、お塩、お塩……」


　ごそごそと調味料の瓶びんがまとめて詰つめ込まれた袋ふくろをあさる。


　その時。


「…………！」


　ラクウェルは動きを止めた。


　意識の中で急速に〈楽園アスガルド〉の画面が広がる。その中で六角形の一つが紅あかく光っていた。事前登とう録ろく情報に該がい当とうする人物が、探たん査さ範はん囲い内に侵しん入にゆうしたという警告である。


　見ればすぐ側そばの六角形にも白い光が二つ、点ともっている。いうまでもなく彼女の弟と妹の印である。


「シャノン……パシフィカ！」


　ラクウェルは調理器具を放り出して立ち上がった。








　初しよ手てはシャノンが仕掛けた。


　浅く踏ふみ込みながら軽く相手の武器……長柄戦斧ハルヴアードに軽く刀かたなを当てる。無論、これで相手の武器をどうこうできるとは思っていない。まずは試ためしの一手。


　戦せん斧ぷはほとんど音もなく刀の動きに合わせて横に流れた。


（……やっぱりそうか）


　シャノンはそのまま踏み込まず、半歩下がって刀を構かまえ直した。


　普通、構えた武器を押されれば、反射的に持つ手に力を込める。思わず押し返そうとするのだ……普通の人間は。


　だがこれが達たつ人じんと呼ばれる域に達した使い手だと、無む駄だに相手の動きに逆さからわず、その動きに沿そって無理なく攻撃を展開してくる。一瞬の、判断ともいえないような判断の差。だがそれは実戦経験や修しゆう練れんの度合いを如によ実じつに反映する。


　間ま違ちがいない。この少年は何度も実戦経験を持った、本物の戦せん闘とう屋やだ。


（ならば迂う闊かつな攻撃はむしろ……）


　その思考は中断された。


　クリスが大きく踏み込んできたのだ。空気を切り裂さく音と共に戦斧が横よこ殴なぐりに……


「……っ！」


　避よけようとして、しかし予想外に低い位置へと繰くり出された一撃に、シャノンは思わず驚きよう愕がくの声を漏もらす。


　子供特有の、恐ろしいほどの柔じゆう軟なんさで、戦斧はシャノンの足を狙ねらってきたのだ。避けられる体勢ではない。咄とつ嗟さにシャノンは刀を地に打ち込むように下げて、その戦斧の一撃を食い止めた。


　柄つかから伝わる衝しよう撃げきの鋭するどさに、シャノンはうめく。渾こん身しんの力を込めて防いだつもりだが、彼はそのまま一歩、後方に押されていた。


「ちっ……」


　間違いない。


　この少年は自分より強い。


　ただ力が強いとか、柔軟であるとか、そういう問題ではない。無論、少女のような線の細さでありながら怪物並みの腕わん力りよくといい、曲芸師顔負けの柔軟さといい、それらは確かに脅きよう威いだが……問題は、それらの活いかし方をこの少年が存分に学んで知っているということだ。でなければこんなに鋭い攻撃にはならない。


　そしてこの少年にはもう一つ、シャノンにはないものがある。それが二人を決定的に分けている要因でもあった。


「……いい剣だね」


　クリスは本気で感心したように言った。


「大たい抵ていの剣なら叩たたき折る自信があったんだけど」


「一応、親おや父じの形かた見みなんでな」


　素す早ばやく距きよ離りを取りながらシャノンが応じる。


「そう簡単に叩き折られたら困こまる」


　とはいえ、何度も受けていては本当に叩き折られてしまうだろう。そう思えるほどの攻撃の重さだった。


「次は本気でいくよ」


　クリスは気楽に言うと自然体で踏み出してくる。シャノンと同様、クリスも今の一手は相手の腕うで試だめしだったらしい。


　一歩、二歩、三歩。


　戦斧の刃が届とどく範はん囲いに入った瞬しゆん間かん、クリスの両腕は信じ難がたい速さでその長大な武器を繰り出してきた。


（右横！）


　ぎりぎりで斬ざん撃げきの方向を見きってかわす。だが振りぬかれた戦斧は勢いきおいを減じることなく今度はその回転平面を変えて斜ななめ上方から切りかかってくる。


　これも何とか避よける。だがそれでも旋せん回かいは緩ゆるむことなく次の一打へと繫つながってゆく。


　連続攻撃。


　ただ続けざまに斧おのを旋回させているのではない。微び妙みように速度、角度を変えながら、ときには突きさえ混ぜてくる。普通は攻撃をかわされれば、その瞬間に隙すきが生じるものだが、この少年の技わざにはそれがない。


　必ひつ殺さつの技を放はなちながら、それに対する慢まん心しんがないのだ。かわされてもすぐに次の一手に移る。そのあまりの速さに、シャノンは攻撃の糸口をつかめないでいた。


　防戦一方である。


　それもぎりぎりでかわしてるつもりだが、少しずつ戦斧はシャノンの身体からだに傷をつけ始めていた。薄皮一枚とはいえ、何十カ所も斬きられては、出血とともに、いずれ体力が尽つきる。傷口からにじみ、そして激しい動きに血が飛び散る。


　パシフィカがそれを見てあげた悲ひ鳴めいのような声が聞こえる。ひどく遠くに聞こえるのは、意識の大半を集中させているからだろう。


　狙ねらうのは、ただ一点。


（失敗したら、殺やられるな）


　頭の片かた隅すみで他ひ人と事ごとのように思いながら、シャノンはその一点へと刀を打ち込んだ。


　鋼はがねの嚙かみ合う音。


　戦斧の旋回が止まる。刀はクリスの手元……最も回転力が小さい柄えの部分に食い込んで、その動きを封ふうじ込めていた。


「お見み事ごと」


　少しも驚おどろいた様よう子すもなく、クリスが言う。


「でも今一つ技に切れがないね」


「余よ計けいなお世話だ」


「シャノンさん、だっけ？　人を斬ったことある？」


　シャノンは黙だまって少年を睨にらんだ。


「ないんでしょ。だからだね」


「余計なお世話だっつってんだよ」


　つまりはこれが最大の差だった。


　命懸がけの闘たたかいは何度もしている。だが相手を殺したことはまだ一度もなかった。殺さずに勝つことができたせいもあるが……やはり躊躇ためらいがあったのも事実だ。


　だが、その躊ちゆう躇ちよはクリスのような達たつ人じん相手の戦闘においては、致ち命めい的てきな技の鈍にぶりとなって現れる。人を殺して一人前というならば、シャノンは半人前もいいところだった。


「でも本当に、不ふ思し議ぎだね」


「……何がだ」


　互たがいに武器を押さえ込んだまま、二人は睨み合った。


「どうしてそんなに貴方あなたはあの子を護まもるの？　何か得になることでもあるのかな？」


　本当に不思議に思っているような声が、シャノンにはある意味、不ぶ気き味みだった。


「一応……俺おれはあいつの兄あに貴きなんでね」


「血なんて繫つながってないでしょ？」


「だからこそ……だよ」


　血の繫がった親にさえ捨すてられた娘むすめ。


　これでシャノンたちが彼女を見捨てたら、誰だれが彼女を護るというのか。


「で……あの子を貴方が護ったせいで、何千、いや何万もの人間が死んだら、どうするつもり？　場合によっては、あの子が世界を滅ほろぼす魔王そのものかもしれないよ？」


　それは最もつとも恐れていた糾きゆう弾だんの言葉ではある。


　だが、不思議と動どう揺ようはなかった。


　脳のう裏りをすぎる少女の言葉。


　……お兄ちゃんの手で殺されても、それならしょうがないかな、って思えるから……


「……殺すよ」


　もの憂うげに……しかしきっぱりとシャノンは言った。


「その時は、俺が殺す。他の誰にも殺させない。その資格があるのは……俺だけだ」


「資格じゃあないよ」


　にこ、と笑ってクリスが戦せん斧ぷをひねる。


「力、だよ」


　いきなり柄えが三つに折れた。折り畳たたみ式の柄の固定を解といたのだろう。押し込む刀かたなの力が、あらぬ方向に流されてしまう。


　勢いきおい余あまって態勢を崩くずすシャノンの腹に、クリスの膝ひざ蹴げりが入った。


「げっ！」


　シャノンはそのまま吹っ飛んで地に叩たたきつけられた。刀が手から離れて転ころがる。


　内ない臓ぞう破は裂れつまでは起こしていないが……立てない。激痛が力の集中を乱す。もっとも立てたところで、その際に生じる隙すきをこの特とく務む戦技兵が見み逃のがすはずもないだろうが。


　殺やられる。


「シャノン！」


　ラクウェルの声。


　異変を察知して駆かけつけたのだろう。


　ラクウェルはパシフィカに走りよると、彼女を庇かばうようにして立った。その場で右手をかざし、素す早ばやく唱となえる。


「……我われと汝なんじの盟めい約やくにおいて・欠けたる者よ・司つかさどる力・御ぎよ者しやたる資格・仮かり初そめなれど・今こそ与えん・秘めたる汝の力を示すため！」


　クリスが素早く身み構がまえる。


　だが。


　呪じゆ文もん詠えい唱しようは虚むなしく終しゆう了りようし……何も起こらなかった。電光も火か炎えんも衝しよう撃げきも生じず、ただ無意味な沈ちん黙もくだけが残る。


「不発……か。残念だね。でもあんまり近接戦せん闘とうに魔法で介かい入にゆうするのは賢かしこいやり方じゃないね。どうせ僕に当てるのは無理だろうし、下へ手たをすると彼に当たるよ」


　これはクリスが正しい。起き動どう、照しよう準じゆん、効果の発動と、三段階の手順を必要とする魔法は、あくまで中遠距きよ離りからの狙そ撃げき、支し援えん、あるいは奇き襲しゆうという方法が最も効果的だ。近距離戦に使っても一流の戦士が相手であれば避よけられるのが落ちだ。


　だが……


「お兄ちゃん！」


　駆け寄ろうとするパシフィカ。だがその身体からだをラクウェルが抱き留とめる。じたばたとあがきながらパシフィカは信じられないといった表情で姉を振り返った。


「お姉ちゃん？」


「駄だ目め。殺されるわ」


「でも！」


「あなたが出ていっても死体が増ふえるだけよ」


　意外な強さでラクウェルはパシフィカを抱きしめている。いくらあがいても離してくれそうにない。


　ラクウェルも必死なのだろう。


「離して！　離してよ！」


　パシフィカの声が響ひびく。だが姉の手は緩ゆるまない。彼女は必死の眼でシャノンに長柄戦斧を突きつけている少年に叫さけんだ。


「もういいよ！　もういいから！　私が死ねばいいんでしょ？　そうすれば、誰だれも死ななくて済すむんでしょ？　私が……私が死ぬから！　だから……！」


　これを恐れていた。


　自分が兄や、姉の人生を奪うばってしまうことを。


　死ぬのなら自分だ。血のつながっていない自分を、妹として今日まで護まもり、可愛かわいがってくれたシャノンとラクウェル。命を差し出すべきなのはシャノンではなく自分だ。


　もういいのだ。


　自分は〈廃棄王女〉ではなく彼かれ等らの妹として死ねる。シャノンたちが受け入れてくれたから。だからもう悔くいはない。


　生まれてきたことを後こう悔かいすることもない。


　父。母。シャノン。ラクウェル。


　彼等と出会えて、彼等の家族として生きてきただけでも、生まれてきた価か値ちは、ある。本当にそう思う。


　そしてどうせ死ぬのなら、顔も知らない実の父や母のためでもなく、その他誰のためでもない……シャノンやラクウェルのために死ぬ。そう決めたのだ。


「今までありがとう」という言葉とともに。


　パシフィカはそう思っていた。


　しかし……


「馬鹿」


　かすれた声はシャノンのものであった。


「安あん易いにそういうことを言うと、ひっぱたくぞ」


「お兄ちゃん！　でも」


「死ぬな」


　有う無むを言わさぬ一言。


「……俺たちが、護る」


　それが彼等の誓ちかい。


　それこそが力であった。


　連動式起動呪文バツチスペル、起動。


　魔導式処理用仮想意識エミユレータ、展開。


　主魔導式メインスペル、起動。


「…………？」


　魔導士としての感覚はなくとも、何か異変を察知したのだろう。クリスが怪け訝げんそうな表情でシャノンを睨にらむ。


「何を……」


　手の中でふくれあがる強大な力。


「な……！」


　愕がく然ぜんと飛び退のくクリス。だがもう遅い。


　シャノンに魔法を制せい御ぎよする能力はない。だが魔力は……魔導式を扱あつかうための意識領りよう域いきそのものはラクウェルと同じか、それ以上にあるのだ。


　故ゆえに……


　第一級軍用攻こう性せい魔法〈破天ラグナレク〉。


　二重の螺ら旋せんを描きながら白い光が迸ほとばしる。


　まるで空の上の存在に挑いどもうとするかの如ごとく、天に向けて伸のびてゆく光の奔ほん流りゆうの前に、クリスは成なす術すべもなく吹き飛ばされた。











「奥の手……か……すごいね」


　地に転ころがったまま、クリスは言った。


　衣服は引き裂さかれ、全身のあちこちから流血して、見るも無む残ざんな姿になっているが……攻こう城じよう戦せんにさえ使用される攻性魔法〈破天ラグナレク〉の強きよう烈れつな衝しよう撃げきと膨ぼう大だいな熱量を受けたにもかかわらず、致ち命めい傷しようらしき傷を負おっていない。


　無論、本ほん来らいの魔導士でないシャノンの攻性魔法は精度が低く、威い力りよくも見た目よりは拡散しがちなのだが……それよりもこれは、咄とつ嗟さに後方へと跳とんで、しかも最もつとも被害の少ない姿し勢せいをとったが故のことであろう。


「……大たい概がい頑がん丈じようにできてるな、おまえも」


　立ち上がりながら、呆あきれたような口く調ちようでシャノンが言う。実をいえば、殺してしまったのではないか、と内心冷ひや汗あせをかいていたのだが。


「……魔導士ってわけでもなさそうだけど」


「俺は魔力はあるが、制御の方がまるで駄だ目めでな。だからラクウェルに仮か想そう制御意識を刷すり込んでもらって、一時的に魔導士としての能力を植えつけてもらうんだよ。まあ、所しよ詮せん、『仮想』だからな。本職みたいに自由自在に魔法が使えるわけじゃないが」


　そしてあの言葉。


　あれがシャノンの呪じゆ文もんだ。王女を……いや、妹を護まもると決めたときの誓ちかい。それによって起き動どうした連動式起動呪文が第一級軍用攻性魔法〈破天ラグナレク〉を発動させる。


　いうまでもなく、一度しかきかない、いわば騙だまし手だ。同じ相手に次は通用しないだろうし、そもそも危険な魔導式の多重起動は使わないに越こしたことはない。


「僕ぼくの負け……でも不ふ思し議ぎだね。あんまり悔くやしくないよ」


　クリスは微笑ほほえんだ。


　何かから開放されたような表情だった。この戦せん闘とう力の化け物のような少年にも、特務戦技兵などではなく、平へい凡ぼんな子供になることを夢見る夜があるのかもしれない。


「さ……とどめをどうぞ」


　シャノンは黙だまって刀かたなを振り上げる。


　ここで殺しておかねば、またこの少年は彼かれ等らの命を狙ねらってくるかもしれない。そして次に勝てるという保証はないのだ。殺しておくのが最善の手だ。


　それは分かっている。分かっているが……


「……やめた」


　シャノンは刀を鞘さやに戻もどした。


「面めん倒どうくさい」


　そう言い捨すてると、眼を丸くする特務戦技兵の少年に背を向け、シャノンはパシフィカたちの元へと歩き出した。




　終章







「ねーねー、次の街まちまで後、どれくらい？」


　馬車の客室部分から顔を出してパシフィカが尋たずねる。


「知らんよ」


　御ぎよ者しや台だいの上でのんびり手た綱づなを握にぎりながらシャノンは答える。隣となりではラクウェルがすぴーすぴーと、気持ちよさそうな寝息を立てて眠っていた。


　雲ひとつなく、どこまでも突き抜けるような蒼あおい空。鳥の影が幾いくつか、螺ら旋せんを描いて舞まっている。


　そろそろ春も近い。


　街かい道どうには惜おしげもなく陽光が降り注そそぎ、時折すれ違う人々の表情も、のんびりと穏おだやかだ。こんな日は誰だれしもおおらかな気持ちになれるのだろう。


　今日もいい天気である。




[image: ]


「知らん、はないでしょうが！　大体シャノン兄にいはいつでも大おお雑ざつ把ぱで、いい加か減げんなんだから！……ってゆーか、だらしないのよ、根こん本ぽん的てきに！　そういうのはね、一番女の子に嫌きらわれるんだからね、ざまーみろ、へへーんだ」


「へーへー、分かった分かった」


　シャノンは面倒くさそうに答える。それがまたパシフィカを怒おこらせるのだが、まあ、いつものことである。


　パシフィカの罵ば詈り雑ぞう言ごんを背中で聞きながら、シャノンはのんびりと空を眺ながめた。


　運命の日……パシフィカ十六歳の誕たん生じよう日び、彼女の成人する日まで後一年。


　どういう結果になろうとも、そこで彼等の旅は、終わる。


　間ま違ちがっているのは託たく宣せんか、それともシャノンたちか。確かく率りつからいえば、あまりにも不利な賭かけだ。勝つには奇き跡せきが必要かもしれない。


　けれど。


「……何よ」


　唐とう突とつに振り返って自分を見つめてきたシャノンに面食らった様よう子すで、パシフィカが尋ねてくる。


「別に。面おも白しろい顔だな」


「むか。人様のこといえんの？」


　けれど……信じていれば結けつ構こう、奇跡は起こるのではないか。誰かをではない。自分自身を。自分の中にある、誰かへの想おもいを。


　シャノンはそう思うのだ。


「大体、シャノン兄、もうちょっと髪かみに櫛くし入れてといたらどうなのよ！　なんかもうぼさぼさで見てるこっちが鬱うつ陶とうしい気分になってくるわよ！」


「へいへいすいませんね」


「なんか巣す材ざいに適当って感じ！　いつのまにか鳥が卵あっためてたら大笑いしてやるからね！」


　そこまで喚わめいて疲れたのか、パシフィカは黙だまり込んだ。


　がらがらと地を転がる轍わだちの音が、暖かな日差しの中に響く。


　退屈でのどかな時間。


　それは一いつ時ときの贅ぜい沢たくだ。〈守護者〉と〈廃棄王女〉ではなく、ただの家族に戻れるとき。かつては永遠に続くと思っていた、無む垢くなる日々の残ざん影えい。


　ふとシャノンは思いついて苦笑する。


　いつかは……この旅をも、こうして懐なつかしむときが来るのだろうか。


「…………」


　何か思うところでもあるのか、左右を見回し、額ひたいに人差し指を当てて悩なやむような表情を見せる。ラクウェルの寝息を確認し、パシフィカは珍めずらしくため息をついた。


「……お兄ちゃん」


　シャノンが特に気にせず手た綱づなを握にぎっていると……窓から上半身を乗り出し、パシフィカは彼の耳元に口を寄せてきた。


「あのね」


　一いつ瞬しゆんの間。


　そしてはにかむような声が告げる。


「……大好き、だよ」


「……知ってるよ」


　あくびをかみ殺しながら即そく答とうするシャノン。


　途と方ほうもなく間の抜けた沈ちん黙もくが横たわる。


　…………


　一瞬後、パシフィカは表情を紅あかく染そめ、両手を振り回して喚き始めた。


「だあああああああっ！　少しは照てれるとか喜ぶとかしなさいよ、このむっつりスケベ！　本当にもう、可愛かわいくないいいーっ！」


　パシフィカの叫さけびが蒼そう天てんに響ひびく。


　先はまだ長い。


　シャノンは彼女の罵ば詈り雑ぞう言ごんを背中で聞きながら、ため息いきをつくのだった。






　あとがき







　電話の呼出音。やがて回線のつながる小さな音。


「……はい」


「どーも。こんばんわ。[image: ]さかきですけど」


「おお、こんばんわ。そーいや、読んだぞ一二月号」


「はっはっは。見たか。今度から私のことは『龍りゆう皇おう様さま』と呼んでくれたまえ」


「うむ。そうしよう」


「……」


「一緒に飯食いに行ったら『何をお召めし上がりになりますか龍皇様？』と聞くことにしよう。電話しておまえの母親が出ても『龍皇様、いらっしゃいますか？』と訊たずねるようにしような」


「いや、あの……」


「して龍皇様。今夜はいかなる御用で、かようなむさ苦しい場所にお電話いただいたのでございませうか。当方、光栄の極みでございます。ささ、何なりとご用件をお申しつけくださいませ」


「……二度といいませんから、いぢめないでください」





　とゆー訳で、どーも、[image: ]です。


　拙せつ作さく『スクラップド・プリンセス』シリーズ第一弾『捨て猫王女の前奏曲』をお届けします。本作品で初めて[image: ]一郎作品を読まれる方、はじめまして。そうじゃない方、お久しぶり。





　さてさて。


　一応、ご存じない方のために解説しておくと……前記のとおり（？）、この長編の基になったのは、月刊ドラゴンマガジン一九九八年九月号、十月号誌上にて行われた『龍皇杯ドラゴンカツプ』参加短編『スクラップド・プリンセス』です。これに長編用加筆修正を加えたものが本書というわけですな。具体的に言えば、主に第四章がこの短編に相当します。


　この『龍皇杯』、富士見書房系の若手作家６人で短編を競作し、一番面白いものを読者諸氏に選んでいただこうという、読者参加型企画で、優勝賞品はドラゴン・マガジン誌上での半年間の連載権という代しろ物もの。


　これは売り出し中の作家にとっては、自分の名をアピールできるという点で非常に魅力的な反面、しょーもないものを書くと得票数ゼロ、なんてこともありうるわけで、私のような小心者の作家には心臓に悪い企画でもありました。


　実際、出そろった他の小説はいずれも個性爆裂の力作揃いで、「しまった、やられた！　面白いやんか、チクショー！」と、のたうったりしたもんです。


　ちなみに私は字野耕平氏の『Ｄクラッカーズ』にノック・ダウンされました。すんげえ格好いいんだよ、これが！　単行本化求む！





　それはさておき。


　結果を見ると、意外とゆーか何とゆーか、他の作家諸氏の作品をさしおいて、我が『スクラップド・プリンセス』が優勝し、連載権を獲得してしまい、現在に至ります。うーむ。ありがたいやら恐れ多いやら。


　ちなみに実験的な作品も多かったこの『龍皇杯』企画、かなり好評だったらしく、第二回も既すでに予定されているようです。私も小説屋である前に一読者として、次はどのような作品が読めるのか、と楽しみにしていたりします。





　しかし。


　この連載というやつが、いざやってみると、兼業作家の身ではきついのなんの。当たり前なんだけど、月一回必ず締め切りが来るし、先に掲載してしまった話の修正は、基本的に後からはきかないし。ライブ感覚、といえば格好いいですが、なんつーか、背中に導火線がついてる気分です（笑）。


　しかもこの『スクラップド・プリンセス』、実をいえば、ラストを含め、作者もまだ、はっきり決め兼かねている部分もあったりします。そーゆーわけで、今日もまた、あーでもないこーでもないと、パソコン前にして苦しむわけですな。





「パシフィカは実はロボットで、変形して超巨大宇宙戦艦になるというアイデアはどうやろ？」


「[image: ]……悪いことはいわへんから、今日は帰って寝ろ」





　……とはいえ、大変な分、やりがいもあるわけで。


　毎月、締め切りの影に怯おびえながらも、異様に頼もしい友人たちの批評や、担当Ｙ氏の助言に助けられて執筆を続け……気が付くと半年を経過した後も、カスール家の三人はドラマガ誌上でがんばっていたりします。





「実は〈廃棄王女〉の正体は、遊星に乗って飛来した宇宙生物で、人間に擬ぎ態たいして……」


「帰れ！」





　最後に。


　恒例の（？）「ありがとね」シリーズ。


　年賀状だの手紙だので大活躍（？）の著者近影・『[image: ]ドラゴン』（一部にはワニだとか呼ばれてますが）を描いてくれてる草野ぐりま嬢。


　緻ち密みつで的確な批評をくれる岡北氏。


　同じく、貴重な助言をくれるファミコン通信のギャルゲー師・キッシー嵐山氏。


　嫌な顔ひとつせずにマシンのトラブルシュートをしてくれる島田氏。


　可愛い絵をたくさん描いてくれる若菜嬢。


　いつも創作者として良い刺激をくれる中島氏。


　同じ小説家の先輩として、いつも良い助言をくださる対馬正治氏。


　そして……


　とにかく脱線しやすい私に根気よくつきあってくださる担当のＹ氏。


　いつもやたらと抽象表現が多くてビジュアル化しにくい文章に、きれいな絵をつけてくださる安あ曇ずみ雪ゆき伸のぶ氏。


　ファンレターをくださった皆様と、龍皇杯で『スクラップド・プリンセス』に投票してくださった皆様。


　あなたたちがいたからこの作品は今ここに存在しています。本当に、ありがとね。


　そして、これからも、よろしく。





１９９９／２／１４


ＭＡＣＨＩＮＥ：パナソニック・レッツノートＡＬ─Ｎ２


ＢＧＭ：ＬＥＭＯＮの勇気（ｂｙ　ＰＳＹ・Ｓ）





　追伸。草野ぐりま嬢運営、[image: ]一郎公認のホームページができました。興味のある方はＹＡＨＯＯとかで検索してみてくださいな。合い言葉は『うごうご[image: ]くん』だ（笑）！




スクラップド・プリンセス


捨すて猫ねこ王おう女じよの前ぜん奏そう曲きよく





[image: ]さかき　一いち郎ろう
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